








































おれの料理が異世界を救う！




～エルフの奴隷になんてなりません～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




















　目次









序章

第一章　ようこそ！『食』が尊ばれる世界へ

第二章　異世界での日常

第三章　『英雄』の弟子

第四章　まごころをきみへ

終章






序章






「なんだここは？」

　燦さん々さんと降りそそぐ陽ひ射ざしに目を細めながら、恭きよう太た郎ろうはつぶやいた。

　外？　って、雨やんだのか？

　頭の中がこんがらがったまま上半身を起こして、そこで初めて自分が仰あお向むけに倒れていたことに気づく。

「学校の帰りに特売の卵と豚肉を買って……」

　梅つ雨ゆどきの雨に憂ゆう鬱うつになりながら、台所で晩飯をつくっていた。ゴーヤの時期にはまだ少し早かったので豆腐チャンプルーを。

　下ごしらえをしたところまでは自分の家の台所だったのだが……次につながる記憶が今現在、すなわち屋外のこの場所で倒れているこの状態である。

　恭太郎はサッと自分の身体からだを見てみる。

　服装は料理をしていたときと同じ長なが袖そでのシャツとジーンズ、あとはヒヨコのワンポイントが入ったエプロンだ。

　服が破やぶれていたり、切り傷などのケガをしていたりということはなかった。

　次に周りの景け色しきに目をやってみる。

　公園のようにきれいに整えられた芝生しばふが広がり、その先には拱門アーチを備えた石造りの大きな建物が見えた。

　なんだか最近クラスメイトから誘われてプレイしているＭＭＯの世界みたいだと、恭きよう太た郎ろうは緊張感なく考える。

　そう、ありていに言えば剣と魔法のファンタジー世界だ。

「……本当に召喚できた。よかった」

　背後で突然声が聞こえ、恭太郎は反射的に振り返る。

　銀髪碧へき眼がんの少女が立っていた。自分と同じくらいの歳としだろうか？　おもわず見み惚とれてしまうほどのきれいな顔をしている。

　アメリカ人？　ヨーロッパの人？　なんにしても欧米系の顔立ちだ。

　次の瞬間、少女と目が合った。

「あの……」

　少女が不安げな表情で、ためらいがちに口を開く。彼女の表情は暗く、なんというか悲愴感すら漂っていた。

「先に謝ります。本当に申し訳ありません──」

　言うや、少女は腰を折り深々と頭を下げる。

「え？　ちょ、急になんなんだよ」

　いきなりの少女の謝罪に意味がわからず、恭太郎は膝ひざ立ちになって彼女を見上げる。そのタイミングで少女が頭を上げて再び口を開いた。

「わたしのワガママであなたをここバレンロード王国に召喚しました」

「……召喚？」

　ゲームや小説で割合と耳にする単語だなと楽観的に思いながらも、目の前のファンタジー風の光景が妙なリアリティを生み出している。

　いやいや、ここはどこかの大型テーマパークかなにかだろ？　自分は夢遊病患者よろしくいつの間にか遊びにきているだけに違いない。

「創世の時代よりおわす、至高なる双子神の片方、食神リヴシュティンガーの御み業わざをもって時空の扉をあけました」

　畳みかけるようにしゃべると、少女がスッと恭太郎になにかを差し出す。

　それは革の鞘さやに収まった大振りの包丁だった。

　差し出されるままに受け取り、恭太郎は鞘を抜きまじまじとそれを観察する。

「デカくて立派なのにめちゃくちゃ軽いな」

　切きっ先さきからアゴにかけて刃こぼれ一つなく神秘的な光を放ち、美しく波をうった湾のたれ刃ばの刃は文もん、和わ包ぼう丁ちようのように見えるがそれよりもずいぶんと大きく、武器としての短剣ダガーくらいはありそうだ。

「本焼きの業わざ物ものだな。こりゃ超一流の包丁だ」

「うむ。なかなか見る目があるようじゃの」

　声が聞こえた。少女の口からではなく、恭きよう太た郎ろうの手元……大振りの包丁から。

「な、しゃべった？　包丁が!?」

「ふふ、驚いたようじゃな？　妾わらわは食の女神──食神リヴシュティンガーじゃ、『リヴ』と気軽に呼ぶことを許してやろう」

　ファンタジーっぽい風景にも、欧米人っぽい美少女の登場にもさして驚かなかった恭太郎だが、さすがにしゃべる包丁には自分の目と耳、そして正気を疑ってしまう。

　そんな恭太郎に構わず、平然とした声音で大振りの包丁が話す。

「ようこそ、異世界ガストルシエルへ。よろしく頼むぞ、少年！」






第一章　ようこそ！『食』が尊ばれる世界へ







　　　　１






「恭太郎？　ああ、普通のやつだよ、たぶん……熱血バカなところを除けば」

「え？　神楽かぐら坂ざかくん？　うーん、ちょっと熱血バカかな、あとは普通だけど」

「恭太郎ねえ、これといって特徴はないなあ、熱血バカなところ以外は」

　以上が、神楽坂恭太郎（県立高校一年生）についての、クラスメイトたちの率直な人物評である。

　そう、恭太郎は普通の男子高校生だ。

　学力＆運動神経は並、趣味は昼寝、そして唯一の個性がクラスメイトたちからさんざん言われている『熱血バカ』なところである。

　しかし恭太郎にはクラスメイトも知らない『特技』があった。

　それは調理技術──恭太郎は料理ができるのだ。

　料理ができるといっても、冷凍食品をチンするとか、市販のタネと冷や飯をサッと炒いためるだけのチャーハンだとか、ちょっと上等なところでカレーが作れるなどという体育会系の料理担当みたいなものではない。

「当ホテルで働いていただけないでしょうか？　他の者の手前もありますので、まずは料理長補佐スー・シエフとして……もちろん、遠くないうちに料理長シエフのポストを用意いたします」

　一年前に、某一流ホテルのＧＭジエネラル・マネジヤーが直じき々じきに恭きよう太た郎ろうをスカウトしにきたときのセリフである。

　つまり、恭太郎の技術力を簡単に説明すれば、明日からでも一流ホテルの厨ちゆう房ぼうで即戦力となれるレベルなのだ。

　弱冠十六歳で彼はプロ料理人顔負けの技術と知識を習得している。

　理由は、世界的に有名な料理評論家の父親によって徹底的に仕込まれたからである。

「お前はわたしの言う通りに料理の腕だけを磨けばいいんだ」

「……でも、友達とも遊びたい」

「口答えをするな！　そんな無駄なことに時間を使っていられるか」

　恭太郎は物心がつくころには包丁を握らされており、この会話も、彼がまだ小学校低学年のころに父親としたものである。

　友人と遊ぶことも許されず、ときには学校を休まされて、多少の熱があるときも、母親が交通事故で死んだ夜も料理の技術と知識を叩たたき込こまれた。そしてそんな異常な環境は一年前、なんの予兆もなく突如父親が失しつ踪そうするまで続いた。

　父親がなぜ失踪したのかはわからない。父の部下たちも、取り巻き連中も、義は母はでさえ理由を知らなかった。

　恭太郎としては諸もろ手てを挙げて喜ぶことこそしなかったが、内心では天罰が下ったのだと真剣に考えていた。

　──あの男は最低だった。

『料理』というものを己の名声や財産を得るための手段としか考えておらず、家庭を顧かえりみることもなく、日々増してくる権力に酔う人間であり、ついには『世界的に有名な料理評論家』の肩書を武器に政界への進出まで画かく策さくしていた。

　恭太郎に調理技術を仕込んだのも愛情などではなく、自分の権力を盤ばん石じやくにするための駒こまを育てているにすぎなかった。そもそも家族を大切にする人間ではなく、妻が交通事故で死ぬや、すぐに愛人と再婚するような冷血な男だった。

　そしてそんな父親への反発心が、クラスメイトたちから『熱血バカ』と評される、困っている人間を決して見捨てないという彼の性格を形づくる要因になった。

　ちなみに、ホテルのスカウトは父親が失踪したあとのことで、恭太郎の腕はもちろん認めつつも、超有名料理評論家の息子むすこというネームバリューが欲しかったようだ。

　そんな父親絡がらみのスカウトは当然断った。

　それからの日々は平穏そのものだった。

　義は母はのいる実家を出て独り暮らしをはじめ、今まで生活の中心にあった『料理』を脇わきに置き、それによって友人ができ、学校の帰りに寄り道を覚え、生まれて初めて昼寝というものを楽しみ、ＭＭＯなどのオンラインゲームに興じ、彼女……はまだできないけれど、とにかくこれまでの人生を考えれば夢のように充実した日々を過ごしていた。

　そんなある日──。

　梅つ雨ゆどきの鬱うつ陶とうしい雨の降る夕方、恭きよう太た郎ろうは晩飯に豆腐チャンプルーを作っていた。

　父親に反発心は抱いていたが、料理を作ること自体は好きなのだ。

　慣れた手つきで下ごしらえを終わらせたとき、それは恭太郎の真後ろに現れた。

「……ん？　なんだ」

　妙な気配を感じて振り返り、それを目まの当あたりにして、疑問や驚きよう愕がくの感情を覚えるより早く「あ、扉だ」という間抜けな感想を口の中でつぶやいていた。

　そう、『扉』が出現していたのだ。いわゆるスチールドアのような安っぽいものではなく、洋風の豪華な装飾がほどこされた両開きの扉である。

　その『扉』は恭太郎が振り返ったのを察知したかのように、突然、音もなく開いた。

　さすがにこの段階になって、「これヤバい」という危機感を覚えた。

　しかし逃げようとするより早く扉は開き切り、その瞬間、まるでからめとられるように身体からだが浮き上がった。

　そして、声を上げる間もなく恭太郎は扉の中に吸い込まれてしまった。
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「……そっか、あの扉に吸い込まれたんだった」

　そうつぶやくと、恭太郎は木製の杯ジヨツキに満たされた水を一口飲む。

　多少、気分が落ち着いたためか記憶がハッキリしてきたのだ。

「にしても、ここが異世界なんてやっぱり信じられないよな」

　独りごち、目の前の一枚板のテーブルに杯を置いた。

　現在、恭太郎たちは石造りの建物の中、広大な厨ちゆう房ぼうの一角にいる。

　あのあと、立ち話もなんだからと銀髪の少女にうながされてここまで移動したのだ。

　恭太郎は再び厨房を見回してみる。めちゃくちゃ広い。

　高級ホテルの厨房よりも広いのではないだろうか？

　とはいえ、恭太郎の世界のホテルやレストランの厨房に比べると、その設備には天と地ほどの差がある。冷蔵庫や電子レンジなどの機器は一切なく、代わりに水がめや野菜を詰めた樽たる、煉れん瓦が製の窯オーブンなど、ずいぶんと古典的というか前時代的な物が並んでいる。

「……だからってここが異世界だなんて」

　恭きよう太た郎ろうがもう一度独りごちたとき、

「ここはあなたにとって異世界、そう呼んで間違いのない世界よ。リヴの能力で開いた『時空の扉』を通って、あなたはこっちにやってきたの」

　向かい側に座る銀髪の少女が恭太郎の独り言に反応して返してきた。気のせいか最初のときのような「ですます」口調ではなくなっていた。

　恭太郎はもう一度彼女を観察してみる。

　ほっそりとした身体からだつきなのに胸部は豊かで、陶磁器のようにきめ細かい白い肌に、銀色の長い髪と透き通るような碧あおい瞳ひとみが映えている。

　左目の下に泣きぼくろが一つ。

　柔らかそうな唇くちびるはキュッと引き結ばれ、全体的に凛りんとした風ふう貌ぼうの美少女だ。

「？　わたしの顔になにかついてるかしら」

　表情を変えず彼女が小首をかしげる。

　やはり口調が「ですます」ではなくなっている。どうやら、先ほどは緊張していたから丁寧だったようで、もともとはこういうさっぱりしたしゃべり方をするようだ。

　凛とした顔つきからして、クールな性格の少女のように思える。

「リュミが美人じゃからとあまり鼻の下を伸ばすでないぞ？」

　と、テーブルに置かれた大振りの包丁──リヴが冷やかすように話しかけてきた。

　鼻の下なんて伸ばしてねえよ、と反論しようとして恭太郎はふと気づく。

「なあ、おれたち言葉が通じてるよな？　ここが異世界ならこれって変じゃないか」

　まさかこの世界ガストルシエルの公用語が日本語だなんてことはないだろう。

　矛む盾じゆんをつくことができ、恭太郎は得意げに腕を組んだ。

　すると、少女が立ち上がりリヴを手にした。そして恭太郎から一歩二歩と距離を取る。

「口で説明するよりも早いと思うから」

　言いながら、彼女はさらに歩を進める。恭太郎から十メートル以上離れるとリヴをテーブルに置き、再びこちらに戻ってきた。

　それから恭太郎に向かって口を開く。

「────」

　なにを言っているのか理解できなかった。

　言葉を発しているのはわかるのだが、その言語がまったくもって未知のものなのだ。

　英語とは全く違う。中国語でもない。イタリア語、フランス語、ギリシア語、ドイツ語、スワヒリ語でもタガログ語でもない。

　というか、授業で習っている英語と、料理用語としての一部のフランス語やイタリア語を除けば、高校生の恭太郎にとって外国語も異世界の言葉も等しく未知の言語である。だが、それでも今少女が発した言葉は耳慣れないというだけでなく、そもそも自分たちの世界の人間の声帯では発音できない音のように思えた。

　直感的に「あ、ここ異世界だわ」と納得してしまいそうになる。

　そうしているうちに彼女がリヴを取りにいき、また恭きよう太た郎ろうの向かいの席に戻ってきた。

「理解できたかしら」

　今度はさっきと同じように彼女の言葉がわかった。

　彼女はリヴを恭太郎の真ん前に置き、

「わたしたちが意思疎通できるのは、リヴの言語の調整能力のおかげなの。会話だけじゃなくて、文字も理解できるようになるからとても便利よ」

「どうじゃ、妾わらわのことを尊敬したか？」

「有効範囲はリヴの半径十ウォード以内……ちなみに一ウォードは大人の歩幅一歩の距離と思ってくれていいわ。とにかく、常にリヴと一緒にいることをお勧めする」

「妾は器用じゃからの、時空を超える力や言語の調整能力の他にも、異世界の食材についても詳しいのじゃぞ？」

「……まさに万能包丁だな」

　言語云うん々ぬんより、そもそも包丁がしゃべる時点で自分のいた世界とは別世界だと、当たり前のことに思い至って恭太郎はため息をつく。この段になると、もうここを日本のどこかにある大型テーマパークだと考えるのにも無理があった。

　降参である。白旗である。別に誰かと戦っていたわけではないが。

　台所に残してきたチャンプルーの食材腐っちゃうな、勿もつ体たいないな、なんてことが不意に頭の片隅に湧わき上がり、なんだか笑ってしまった。

　それから恭太郎は呼吸を整えると、ちょっと気合を入れて答える。

「よっし！　細かいことは置いておいて、おれはここが異世界だって認めるよ」

「おお！　頭がやわらかいの」

　リヴに柔軟性を褒ほめられる。悪い気はしない。

　恭太郎は熱血的な性格なのだが、それは父親への反発からそうなってしまっただけで、本質的には昼寝好きのおおらかな性格であり、環境適応力がとても高い。

「ありがとう。信じてくれて」

　少女が立ち上がり、碧あおい瞳ひとみで恭太郎をジッと見つめる。

　涼しげな目元は美人を強調しているのだがその分近寄りがたく、にこりとでもすれば相当魅力的なのにもったいないと思った。

「それじゃあ、まずあなたをこちらに呼んだ理由を」

「まあ待てよ、まずは自己紹介しようぜ。まだお互いの名前すら知らないんだからさ」

「……あ」

　しまったと言うように少女のほおが朱色に染まり、上目づかいにチラリとこちらを見てきた。

　さっきまでの取っつきにくさとのギャップで、恭きよう太た郎ろうはちょっとだけドキリとしながら、それでも表向きは冷静をよそおう。

「じゃあおれから、名前は神楽かぐら坂ざか恭太郎。出身はあっちの世界の日本って国だ」

「リュミエール・ノーデンフェルト、十六歳、ここヴェルミリオン王立料理学園の学生よ」

　簡単な自己紹介を交わす。

「おれも十六歳、同い年だな。呼び方は、ノーデンフェルトさん？　でいいのか」

「リュミエールでいいわ」

「了解。で、ごめん、さっきさえぎっちまった話なんだけど、リュミエールはなんでおれをこっちに呼んだんだ？」

　話の腰を折ってしまったことを謝りながら、恭太郎は先ほどの話の続きを振る。

　ここが異世界だとして、自分がどうして召喚なんてされたのか非常に興味深い。

　やはりセオリーに則のつとるのなら魔王から世界を救う勇者というところだろうか？

「まさかおれが勇者だったとか？　こんなことなら体力づくりしとくんだったよ」

　恭太郎は自らに課せられた宿命に身震いする。ぶるりと。

「……勇者？」

　リュミエールが怪け訝げんそうな目つきをすると、

「ちょっと厄介な勝負をすることになって、あなたに料理に関する知恵を貸してもらいたいの。そのためにリヴの力で召喚したのよ」

　ぐはっ！　違った！　ぜんっぜん違った!!　超恥ずかしい。

「あ、ああ。料理、料理ね、そっか料理か……」

「どうしたの？　なんだか汗がものすごく流れてるわ。どこか悪いの？」

「いや、どこも。あえて言うなら、厚かましいことを考えてた自分の頭かな」

　恭太郎はリュミエールから視線をそらしてつぶやいた。

「ちゃちゃっとやって、ぱぱっと終わらせてくれれば、妾わらわの力で元の世界に送りとどけるからの、少しの間の我慢じゃ」

　リヴがフォローを入れる。

　うーむと、恭太郎は腕を組んで頭の中を整理する──自分は勇者ではなく料理人として召喚された。さらに、自己紹介のときにリュミエールが「なんたら料理学園」と言っていたのを思い出す。どうやらここは料理の学校のようだ。

「にしても、どうしておれに料理についての知識があるって知ってるんだ？」

　ふと浮かんだ疑問を口にすると、リュミエールが静かに首を横に振った。

「あなたがリヴに選ばれた人だからよ」

「ふふ、妾は『食神』。食をつかさどる女神じゃからの。妾に選ばれるということは、つまり女神の使徒としてふさわしい者ということじゃ」

　食神の使徒＝優秀な料理人、ということらしい。

「おれなんかよりすごい料理人はいくらでもいると思うけど……まあいいや。それより、異世界人を呼んでまで知恵を借りるってことは、相当大掛かりな料理大会でもあるのか？」

　神リヴを使ってまで料理人を集めるというのは尋常ではない。

　そうなるとこれはもう、国家同士の利権が絡からんだ代理戦争、もしくは北欧神話などにある『神々の黄昏ラグナロク』とかいうものになるのかもしれない。

　だとすれば、今の自分はさながら戦乙女ヴアルキリーに選ばれた英雄エインヘリヤルということになるのではないだろうか？

　再び、恭きよう太た郎ろうは自らに課せられた運命に身震いする。ぶるりと。

「いいえ。学園生同士の勝負、それも私闘と言うべきものよ」

　なにがラグナロクだ！　なにがヴァルキリーだ!!　もう死にたい。

　穴があったら投身自殺してしまいたいほどの羞しゆう恥ちの中で、恭太郎は自や棄けの声を上げる。

「別におれじゃなくてもいいじゃないかよ。リュミエールだって料理できるんだろ？　自分でがんばれよな」

　その途端、リュミエールの碧あおい瞳ひとみがスッと細められる。

　あ、怒らせたか？　と恭太郎は警戒する。だが、怒りというよりは苦しんでいるような表情で、なんとなくだが自己嫌けん悪おに陥おちいっているように感じる。

「恥を忍んで告白するわ。わたし……不器用なの」

「はい？」

　恭太郎が聞き返すと、リュミエールのほおがじわじわと赤らんでいく。

「だ、だから、わたし不器用なのよ。料理をまともに完成させられないほどの……」

「ふむ。妾わらわも今までいろいろな料理人を見てきたが、包丁の〈刃〉を握って〈柄〉で切ろうとした馬鹿者はリュミくらいのものじゃ」

　ふぅ、とリヴがため息をついてみせる。

　一方、リュミエールは馬鹿者呼ばわりされても反論しない。それがれっきとした事実のようで、「むうぅ……」と恨うらめしげなうめき声を上げている。

「いやいや、不器用で片付けられるレベルじゃないだろ。そもそもここって調理の学校だよな？　そんな学校の生徒がなんでそんなにダメダメなんだよ」

　恭太郎のもっともな指摘に、リュミエールがほおを赤らめたまま、人差し指と人差し指をいじいじとこすり合わせる。

「だって、不器用なのは生まれつきなんだからしょうがないじゃない。それにどんなに落ちこぼれでも、わたしは一流の料理人になって家を再興しなくてはいけないから。あの少年のようなすごい料理人になって……」

　声が小さくて後半は聞き取れなかったが、なにか切実な思いがあるようだった。

　それから絞り出すようにリュミエールが続ける。

「……それに今回は技術よりも知識が必要で、正直、わたしではお手上げなの」

　しかし恭きよう太た郎ろうとしては、彼女がしおらしい態度をとっても腑ふに落ちないものがある。

「お手上げだからって、そりゃいくらなんでも乱暴じゃないか？　こんな異世界に呼ばれておれだって不安なのに」

　若干、強い口調で恭太郎は不満を口にする。理不尽に対してはある程度の抗議の声を上げなくてはいけないだろう。

「そのことについては悪いと思ってるわ。すべてわたしのワガママよ、ごめんなさい」

　リュミエールは自身の肩を抱き、そのきれいな顔を苦しげに歪ゆがめる。図らずも、豊かな胸部が強調されてとても扇せん情じよう的てきなポーズになっていた。

　恭太郎はその色っぽさに顔が熱くなる──色気につられたわけではないが、とりあえず謝罪の言葉を聞いたのでもう責めるつもりはない。だが疑問が湧わいた。

「ここが料理の学校なら、料理の知識がある人間なんていくらでもいるだろ？」

「あ、あの、もうリュミちゃんをイジメないでください！」

　水がめの陰から突然、何者かがガバッと立ち上がった。

　それは、淡緑色のふわりとしたセミロングの髪に、澄んだ飴あめ色いろの瞳ひとみをした少女だった。リュミエールより背は低いが、胸は彼女以上である。巨乳だ。いや、リュミエールもかなり大きいのだが。

「てか、なんでそんなとこから出てくるんだ？」

　ずっとあんなところに潜んでいたのだろうかと、恭太郎はいぶかしむ。

「彼女はものすごく人見知りだから、慣れるまで隠れていなさいってわたしが言っておいたの。驚かせてしまってごめんなさい」

　先ほど同様にリュミエールは頭を下げ、

「こっちにきて自己紹介しなさい、ノエル」

　ノエルと呼ばれた少女がおずおずといった感じで、リュミエールのそばまで移動する。

　そのとき彼女のスカートがひらりと揺れた。

　そこで恭太郎は初めて彼女たちの服装を意識する。制服なのか、二人とも黄緑色のブラウスに、同色のフレアスカートをはいていた。

「ノ、ノエル・ハーツと申します。よろしくお願いします。えっと、異世界の方」

「恭太郎でいいよ」

「は、はい……それでは、キョータローさん」

　こわごわとノエルが恭太郎を見上げる。

「リュミちゃんをあまり責めないでください。リュミちゃんはあたしのために難しい勝負をすることになったんです。純血のエルフを相手に……」

　人見知りというよりも赤面症っぽい感じで、顔を真まっ赤かにしながらしゃべる。

　ほんとに人と話すのが苦手なんだなと思いながら、恭きよう太た郎ろうは「純血のエルフ」という部分について考える。

　どうやらこの世界ガストルシエルにはエルフなんていう亜人種も存在するらしい、と。

　そんなことを頭の中で巡らしながら恭太郎はノエルに目をやった。なにか違和感を覚える。それはノエルの側頭部から感じられ……尖とがった耳が見えている!?

「ノエルもエルフだったのか、すげえな」

　ふわりとした髪に半分以上隠れているので意識しなかったが、一度気づいてしまうとその長く立派な耳はものすごくインパクトがある。

　そして、エルフなんていうファンタジーにしかいない種族を目まの当あたりにしたことで、いよいよここが異世界なのだという実感が湧わいてくる。

　と、恭太郎があまりにまじまじと見ていたせいか、

「ふえっ、恥ずかしいのであまり見つめないでください。それにすごくなんてないです」

　ノエルが飴あめ色いろの瞳ひとみに涙を溜ためながら身体からだを縮ちぢこまらせる。

「キョータロー、ノエルはの、エルフはエルフでもハーフエルフじゃ？　だから、そこらへんのことをちゃんと考えてやってくれ」

　リヴがたしなめるような口調で話しかけてきた。

　しかしどうして自分が注意を受けているのか理解できず、恭太郎は眉み間けんにしわを寄せる。そんな自分の仕草にリュミエールが気づいたようで、彼女が小さくうなずいた。

「こちらの世界についていろいろと説明しなくてはいけないけど、とりあえず、この世界で一番偉い種族は純血のエルフなの」

　前置きするように言い、そして続ける。

「でもノエルはハーフエルフ──人間とエルフの混血なのよ」

「？　ハーフだからなんなんだよ。ノエルも偉い種族なんだろ」

「ち、違います！」

　ノエルがぶんぶんと大振りに首を振り、

「偉いのは純血のエルフで、ハーフエルフは、その……差別の対象なんです」

「純血のエルフどもはの、プライドが世界最高峰のナプラ山脈よりも高い連中なのじゃ、混血を死ぬほど嫌っておる。嫌うだけならまだしも、ことあるごとに貶おとしめようとするゲスもいるのじゃ」

　ナプラ山脈がどれだけ高い山かは知らないが、どこの世界にも人種差別のようなことをする連中がいることを知り、恭太郎も不愉快な気分になる。

「今回もの、ノエルがイジメられたのがきっかけでリュミが腹を立てて、それで決闘になってしまったのじゃ」

　リヴの説明に恭きよう太た郎ろうはリュミエールを見る。

　涼しげな目つきのままだが、その表情とは逆に仲間想おもいの性格なんだと、なんだかうれしくなった。

「リュミちゃん、ごめんなさい。あたしのせいで大変なことになっちゃって」

　身体からだをかすかに震わせながらノエルが涙目で謝った。

「ノエルはなにも悪くないわ。ハーフエルフだからって理由であなたを目めの敵かたきにするあの女が悪いのよ」

「同感じゃ。だいたいあやつらはえげつないのじゃ。情報を独り占めしたうえで、無理難題を勝負として吹っかけてきおる」

　リュミエールとリヴが純血エルフへの憤いきどおりを口にする。

「どんなむちゃくちゃを吹っかけられたんだ？」

　無理難題という部分が気になり恭太郎は訊きいてみる。

「た、卵なんです」

「卵？」

「はい。『たくさんある卵の中から古い卵を選べ』っていうものなんです」

「先に言っておくけど、卵は割っても太陽に透かしてもダメなのよ」

　ノエルの言葉を引き継ぐようにリュミエールが注意事項ルールの説明をする。

　その話を聞きながら、恭太郎の頭の中に一つの疑問が浮かんだ。

「そもそもそれってどんな意味があるんだ？　割れば卵の鮮度なんてひと目でわかるんだし、一体どういう状況を考えての問題なんだろうな」

「意味なんてないわ。単なる嫌がらせよ」

　腕を組みながら、リュミエールが苦々しい表情で答える。

「あえて言うなら、くもりの日に、まだ食べない卵を整理するのに役立つとかかしら」

「……なるほど。確かに嫌がらせのためのむちゃ振りってところだな。シチュエーション的にはほとんど無意味だし」

　勝負や決闘というよりも典型的なイジメだと恭太郎は思った。

「で、卵の鮮度当てができれば、おれたちの勝ちってことになるのか？」

「ええ。明日が勝負の日で、こちらが勝てばあの高慢ちきな女に謝らせることができるわ。でも負ければわたしは学園を自主退学することになる」

　……自主退学か。ずいぶんと思い切った条件を出したものだと、恭太郎は嘆息する。

「割ってもダメ、太陽に透かしてもダメ、こんなの絶対に無理なんです」

　ノエルが絶望だと言わんばかりに悲観的な声を出す。

「なるほど、確かに技術というより知識が必要なものだな。しかもいきなり聞いたら無理っぽく聞こえるお題だ」

　その呆あつ気けない回答に、二人の少女が肩を落としてうなだれる。

　しかし恭きよう太た郎ろうは口の端を笑みの形に吊つり上あげて言う。

「とはいえ、難易度はせいぜい中の上ってところだな」
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「おお、こんなに大量にあるのか」

　厨ちゆう房ぼうに付属する食糧庫からリュミエールとノエルが持ってきた卵は百個以上あり、一枚板のテーブルは白く埋め尽くされていた。

「これは鶏にわとりの卵か？」

「うむ。ヴァリナ鳥の卵じゃな。おぬしの世界でいうなら鶏けい卵らんにあたるの」

　恭太郎の質問に、テーブルの上で卵に埋もれているリヴが即答する。先ほど、『異世界の食材についても詳しいのじゃぞ？』と言っていただけのことはあった。

「なんなら、一個割って中身を見てみるとよい」

　続けてリヴに言われ、恭太郎はヴァリナ鳥の卵を一個手に取る。

「鶏卵よりもちょっと小さいんだな」

　そうつぶやき、恭太郎は手て際ぎわよく卵を割ると小皿の上に中身を落とした。

　プックリとした黄身を半透明の白身が覆おおっている。異世界の卵の中身も、自分の世界のそれと変わらなかった。

　あとでスクランブルエッグでも作れば無駄にならないだろう。

「ちなみに、味と成分も鶏卵とほとんど同じじゃ」

「そっか、それなら大丈夫だ」

　鶏卵と成分が同じならきっと問題はない。

　というか、『食神』なら卵の鮮度を調べる方法くらい知っているんじゃないか？　と思ったが、異世界の料理人である自分の実力を試しているのかもしれないと恭太郎は気を取り直した。

「用意するように言われたものの準備ができたわ」

　リュミエールとノエルが、口の広い大きめの水がめを運んできた。恭太郎も手て伝つだい、合計で五つの水がめが並ぶ。中身はタップリと液体で満たされている。

　本当はでっかいタライが欲しかったのだが、この西洋風の世界にはさすがにないらしいので諦あきらめた。

「あ、あの、本当にこんなもので卵の鮮度がわかるんですか？」

　ノエルが心配そうに聞いてくる。

　水がめ運びが思いのほか重労働だったようで、その額には汗の粒が浮いていた。

「割らなくても透かさなくても新しい卵を見分けられる、第三の方法を見せてやるよ」

　自信満々の笑みを恭きよう太た郎ろうは浮かべる。

　卵の鮮度の判別方法──一番簡単なのは言わずもがなの『割る』ことである。中身の黄身がプリンと張っていれば新鮮、ドロリと流れれば腐っていると判断できる。

　二番目は卵を光に透かしてみる方法である。透かした卵が透き通っていれば新鮮、不透明なら鮮度が落ちているとわかる。

　では三番目の方法は？

　目の前の水がめに卵を放り込んでやれば、おのずと『答え』が浮かび上がってくる。

　そこで恭太郎はふと思いついてリュミエールに訊きく。

「なあ、この卵、近いうちに調理されるか？」

「？　ええ、明日の朝食でほとんど使われるわ。この学園は寮生が多いから」

「そっか。なら安心だ」

　恭太郎は安心したというようにうなずくと、卵を密集させないようにそれぞれの水がめの中に均等に入れていく。ちなみに水がめを満たしているものは食塩水である。

　そしてすべての卵を水がめに入れると、

「あ、何個か卵が浮いてきました。でもどうして浮く卵と浮かない卵があるんですか？」

　ノエルが不思議そうな声を上げる。

　とりあえず、答えるより先に恭太郎は浮かんできた卵の一つを取った。

「さあ見てくれ、この卵こそが古い卵だ──」

　そう言い放つと、皿のふちでその卵を割ってみせる。

　果たして、皿の上に落とした卵の中身は、黄身が型崩れを起こしており、誰の目から見ても鮮度が悪いことが明らかになる。

「すごいっ！」と二人の少女から驚きの声が上がった。

「ほう、たいしたものじゃの。キョータロー、一体全体どんなカラクリなのじゃ？」

　リヴもやや興奮ぎみに訊いてくる。

　……って、おれを試してたんじゃなかったのかよ！　と恭太郎は突っ込みそうになる。

　食の女神さまと言う割には、なんだかリヴにポンコツな印象を受けてしまった。

　気を取り直すと恭太郎は軽く咳せき払ばらいをする。

「なぜ食塩水に卵を沈めると鮮度の良よし悪あしを判別できるのか？　答えは卵の『比重』の変化なんだよ」

「……ヒジュウ？」

　リュミエールが人差し指で唇くちびるをなぞりながら、復唱するようにつぶやく。

「ああ。卵の中には空気が溜たまる『気室』って部分がある。で、卵は鮮度が落ちると……」

　卵は鮮度が落ちると、卵殻の中の水分や二に酸さん化か炭たん素そが抜けていき、代わりに空気が入り込んで『気室』が大きくなる。それに伴って卵の比重は小さくなっていく。新鮮な状態で１・０８ほどある比重が１・０２以下にまでなる。

　ゆえに、食塩水に入れてやるとアルキメデスの原理にのっとり、比重の小さいものは浮かんでくる。

「……つまり食塩水の底に沈んでいる卵は新鮮で、浮かんでいるものは古い卵、浮かびきってしまったものは腐った卵だと判断できるってわけだ」

　恭きよう太た郎ろうはひと通り説明する。

　だが、ついてこられないのか二人と一本のオーディエンスは沈黙を守っている。

　ちなみに、一度水に濡ぬらした卵は鮮度落ちが非常に早くなる。卵殻を覆おおう『クチクラ』という保護膜がなくなるからだ。しかし、ここにある卵は翌朝には寮生のお腹なかの中に入るそうなので、食材が無駄になることはない。

　そんなことを考えながら恭太郎が安心していると、

「あなたの提唱する魔術理論が斬ざん新しんすぎていまいち理解できないわ。それは結局のところどういった系統に属する魔法なの？」

　リュミエールが真顔で、しかもやや食いぎみに訊きいてきた。

「……魔法ときたか」

　あごに手を当てて恭太郎は小さく息を吐いた。

「これは魔法なんて奇跡じゃない。単なる科学の話だ。それも中学生レベルの」

「ヒジュウにカガク、まったく異世界の魔法には驚かされるわ」

　やはり真顔のままでリュミエールが感嘆のため息を漏らす。

「だ・か・ら、これは魔法じゃなくて」

「まあまあ、魔法だろうとなんだろうと構わぬじゃろ？　これで明日の勝負も安心じゃ。リュミが退学することもなくなったしの」

　ちょっとムキになって訂正しようとする恭太郎を、リヴが穏やかな声音でなだめる。

「そうですよ！　解決できて本当に、ほんっとうによかったです」

　ノエルも感極まった声を出して恭太郎に深々と頭を下げた。

「キョータローさん、ありがとうございます。この御ご恩おんは一生忘れません」

「わたしも深く感謝するわ。あなたのおかげで明日、退学せずにすみそうです」

　リュミエールも丁寧な口調で頭を下げた。

「ま、この程度なら朝飯前だけどな」

　そのときノエルの腹から「きゅうぅぅ」という音が鳴った。

「す、すみません。安心したら急にお腹がすいちゃって」

　思いのほか大きな音が出てしまい、ノエルは「ふえっ」と涙目になり、ついで「も、もうっ！」と自身のお腹をポコポコと叩たたいた。

「おれも腹が減ってきたな。朝飯前っていうか晩飯前にここに呼ばれたんだよな」

　こちらの世界は陽ひの高さからまだ夕方前のように思えるが、恭きよう太た郎ろうの世界では夜──夕食の豆腐チャンプルーを作っている最中にこの異世界に召喚されている。そして、一度そのことを思い出してしまうと我慢できないほどに腹がへりはじめた。

「昼食の、パッチのフライが残ってたはずよね」

　テーブルの隅に置かれている大皿の、かぶせてある木製の蓋ふたをリュミエールが取る。そして『パッチ』とかいう、肉なのか魚なのかよくわからないフライを小皿に取り分けた。

「パッチはの、白身魚の名前じゃ。淡白な味わいじゃがなかなか美味じゃぞ？」

　リヴが、恭太郎の疑問を察知して教えてくれた。

　そうしているうちに、リュミエールがパッチのフライがのった小皿と陶器製の小瓶を、恭太郎とノエルの前に置いてくれた。

「冷めちゃったけど、ソースをタップリかければ美お味いしいはずよ」

「ありがとう、リュミちゃん」

　にこりとほほえみ、ノエルが陶器の小瓶の中身をフライにまわしかける。

　ツンと鼻を刺す酸味臭が広がった。

「……ソースか。ウスターソースのようなものかと思ったけど」

　恭太郎はつぶやき、小瓶を取って自身の手のひらに垂らしてみる。

　透明なサラッとした液体が溜たまる。

　ひと嗅ぎしてから少量なめる。口こう内ないに強い酸味と塩気、申し訳程度の甘みが広がった。

　おそらくリンゴ系の西洋酢ビネガーを使っているのだろうが、醸じよう造ぞうが悪い。香草の配分もめちゃくちゃ。加えて、保存性を高めるためかやたら塩を入れているのでしょっぱい。

　一言でこのソースを評すると──、

「まずっ」

　杯ジヨツキの中の水を一息に飲み干した。

「ま、マズいですか？　上質なものなのですが」

「上質？」

　恭太郎は眉まゆ根ねを寄せて言う。

「彼女たちとおれじゃ味覚が違うのかな。異世界の人間だし」

「違わぬよ。種族によって多少の好き嫌いはあるが、基本的に人間も亜人も味覚は変わらぬ。おぬしたち異世界人ともの」

「じゃあなんでこんなものを美う味まいなんて」

「そのソースが美味いのではない。それよりも美味いソースがないのじゃ」

「それってアレか、美味いものを知らないから美味さのハードルが低いってやつか？」

「……まあの。この世界ガストルシエルの『食』をつかさどる女神としては情けない話じゃが」

　だとしたら相当に食に関する水準が低いなと、恭きよう太た郎ろうは考える。

　そんな彼の心の中を読んだかのようにリヴが続ける。

「これでも昔はもうちょっとマシだったのじゃぞ？　詳しい話は長くなるから省くが、大きな戦争が起こったせいで食文明が一気に衰退してしまったのじゃ」

　リヴの話を聞きながら、恭太郎は一人の料理人（というか料理ができる人間）として、目の前の少女たちに美う味まいものを食べてもらいたくなった。

　それは料理を愛する者の本能のようなものだ。

　卵の問題を解決した今、自分は元の世界に還かえしてもらえる。ならば、お役御免の前に美味い飯をご馳ち走そうしようと思った。

　そこで、今まさに冷めたフライを食べようとしているノエルに声をかける。

「なあ、その冷めたフライ、揚げたてのようなサクサクに復活させてやるよ」

「サクサクに復活？」

　答えたのはリュミエールだった。

「ああ。フライはやっぱりサクサク感がないと嫌だろ？」

「それはそうだけど。でもどうする……またあなたの世界の魔法を使うのね？」

「だから魔法じゃないんだよ。それに魔法なんてなくてもフライはサクサクになる」

　立ち上がると、恭太郎は調理に当たって必要なものを頭の中で整理する。

　とはいえ大おお袈げ裟さなものは必要ない。アルミホイルと窯オーブンがあれば十分である。

　周りを見回すと煉れん瓦が製の窯が視界に入った。

「オーブンはあるな。問題はアルミホイルのほうだ……」

　さすがにこの世界にアルミホイルはないだろう。

「代用品としてクッキングシートでもいいけど、それもここじゃ手に入らないよな」

　となると代用品クツキングシートの代用品ということになる。

　クッキングシート──耐熱性に優れ、電子レンジからフライパンまで幅広く使用することができる。その代わりになるもので、ここで手に入りそうなのは『パラフィン紙』くらいだろうか。

　紙にパラフィン蠟ろう（≒蠟ろう燭そく）を塗ってやればパラフィン紙のできあがりである。

　恭太郎はエプロンの大きめのポケットに手を突っ込んだ。猫型ロボットのポケットよろしくこまごましたものが入っており、その中からメモ用紙を取り出した。

「ほんとは、紙風船なんかに使うグラシン紙があればよかったんだけどな」

　つぶやくと、テーブルの中央にある燭しよく台だいから一本蠟燭を拝借する。それをメモ用紙にまんべんなく塗り付けていき、お手製パラフィン紙を量産した。

　本来はアルミホイルに冷めたフライを包み、オーブンで弱火にして焼けばフライは復活する。アルミ箔はくには電磁遮しや蔽へいや耐熱の性質があるため、中身が焦げにくく、かつ染しみ込んだ余分な油を追い出してサクサクに戻すことができるのだ。

　しかしパラフィン紙にそこまでの耐熱性はないので、オーブンではなくフライパンで極弱火で焼くことにする。

　調理台の脇わきにぶらさがっている鉄製のフライパンを見つけて、パラフィン紙に包んだフライをのせていく。

「あとはコンロで焼くだけだけど……」

　そこで恭きよう太た郎ろうはハッとする──科学を魔法だと勘違いしているようなこの世界ガストルシエルに、ガスコンロや電気コンロといったものがあるわけない、と。

「……こういう世界だと炉ろ端ばたか暖炉での調理になるか。火の調整がうまくいかないな」

「どうされたのですか？」

　先ほどから興味深げに恭太郎の作業を見ていたノエルが訊きいてくる。

「これ、どこで焼けばいいかなって」

「それならそこで」

　ノエルにうながされるまま顔を向けると、調理台の一角にコンロに似た設備があった。

　あれ、この世界ってガスや電気がきてるのか？　と恭太郎は首をかしげる。

　すると、ノエルが口の中で何事かをつぶやく。

　次の瞬間、ボワッという音と共にコンロに火がついた。

「うわっ、なんだよ。いきなり火がついたぞ」

「うむ。たった今、ノエルが魔法を使ったからの」

「魔法？　そんなものが本当にあるなんて……」

　てっきり、リュミエールが冗談でしゃべっていたのだと思っていた。しかしファンタジー的な奇跡が目の前で起こり、恭太郎はコンロの炎をまじまじと見つめる。

「おぬしの世界には魔法はないのか？」

「あるわけないだろ」

「こちらじゃ人間も亜人も誰でも使えるものなのじゃがな……そういや、昔召喚よんだやつも驚いてたような気がするの」

　リヴの口ぶりから、どうやらこの世界では『魔法』は普通の現象らしい。

　やっぱりここは『異世界』なんだなと、恭太郎は改めて考えてしまう。

「あの、キョータローさん、なにかお手て伝つだいしましょうか？」

　ノエルの言葉で恭太郎は我に返った。

「あ、ああ。じゃあこれを焼いてもらおうかな」

　フライパンに蓋ふたをしてノエルに手渡す。

「うんと弱火で焼いてくれ。ときどき蓋を開けて焦げてないかのチェックも」

「わかりました。任せてください」

　やわらかく笑って、ノエルがコンロの炎を調整する。

「なるほど、火の調整もお手の物ってわけか。魔法って便利だな」

　そう独りごちた。と、今度はリュミエールが恭きよう太た郎ろうの前に立っていた。

「わたしはなにをすればいいかしら？」

　碧あお色の瞳ひとみをまっすぐに向けて問うてくる。どうやらノエルが手て伝つだっているのを見て、自分もなにかしなくてはいけないという思いに駆られたようだ。

「そうだな。なにをしてもらおうか」

　エプロンのポケットを再びまさぐると、指先にやわらかいものがあたった。それを取り出してみる。自分の世界の、極小サイズのマヨネーズのプラスチック製容器だった。

「なんでこんなものが……そっか、サラダ用に使おうとたまたま入れてたんだっけ」

　マヨネーズの容器をモミモミしながら、

「よし。タルタルソースを作ろう」

　すぐに頭の中でレシピを確認する。そしてリヴに材料について相談した。

　必要な材料をリュミエールに持ってきてくれるように頼むと、彼女はうなずいて食糧庫に入っていった。

　その間、恭太郎はゆで卵を作るために卵を三、四個選ぶ。

「言われたものを持ってきたわよ」

　リュミエールが籠かごにいくつかの野菜を入れて戻ってきた。

「なあリヴ、玉ねぎにあたる野菜はどれだ？」

「ピコロスの実かの？　そこの丸くて青いやつがそうじゃ」

　教えられるままに青い野菜を取る。大きさも形も玉ねぎと変わらないが、ちょっと引くくらいの毒々しい青色をしていた。

「あきらかに食べちゃダメな色をしてるけど……」

　ためらいながらも、食材として認められているなら大丈夫だろうと思うことにする。それから、パリパリと皮をむき、調理台の一部にはめ込まれている石のまな板にのせた。

「このまな板、大理石かな。まるで西洋のお城の厨ちゆう房ぼうみたいだ」

　恭太郎は宮廷料理人にでもなった気分でリヴを手にする。

「ちょっと使わせてもらうぜ」

「うむ。妾わらわを使うことを許そう」

　大振りの包丁リヴの柄を握り、青い玉ねぎを真っ二つに切る。

「うおっ、この目と鼻にツンとくる刺激、これ本当に玉ねぎなんだな」

「わたし、ピコロスって苦手、それ涙がとまらなくなるもの」

「じゃあ涙が出ないようにしてやるよ」

　恭きよう太た郎ろうはリュミエールに不敵な笑みを見せると、半分に切った玉ねぎをさらに半分に切り分け、水がめから汲くんだ水の中に入れた。

　しばらくしてから取り上げると再びまな板の上にのせた。

「今からこれをみじん切りにするから、ちょっと顔を寄せて見ててくれ」

「でも……」

「心配すんなよ。大丈夫だから」

　言うや、恭太郎は軽やかな手つきで玉ねぎに包丁を入れていく。無駄のない包丁さばきによって、玉ねぎの半分があっという間に細かく切り刻まれた。

「ほう。いい腕をしておるの、キョータロー」

「リヴこそ──こんな切れ味のいい包丁、親父おやじのコレクションの中にもなかった」

「妾わらわは食の女神じゃぞ？　そこらのなまくらと一緒にしてくれるなよ？」

「そっか、悪い悪い」

　恭太郎とリヴがお互いを認め合う中で、リュミエールも驚きの声を上げる。

「……すごい。全然涙が出なかったわ」

「だから言ったろ、大丈夫だって」

「でもどうして？　これもあなたの世界の」

「魔法じゃないからな。だいたいおれはそんな便利なものなんて使えないから」

　リュミエールのセリフをさえぎりながら恭太郎は答える。

「玉ねぎで涙が出るのは硫りゆう化かアリルって刺激物質のせいなんだ。こいつは水溶性だから水につけることで流すことができる」

　他にも、加熱や冷やすことで硫化アリルを抑えることはできる。

「そんなこと初めて知ったわ……料理学園の生徒なのに情けないって思われるかもしれないけど。でも料理って不思議ね」

　表情をやわらげ、リュミエールが楽しげに玉ねぎをツンツンとつつく。

　彼女のその無邪気な仕草がかわいくて、恭太郎は少しだけ見み惚とれてしまう。

「あ、ああ。料理は不思議で面白くて、そのうえ美う味まいんだ」

　すぐに我に返ると取り繕つくろうように答えて、

「さ、残りの調理も仕上げちまおうか──」

　ゆで卵を作り、玉ねぎといくつかの香草もみじん切りにして、それらをマヨネーズであえる。酢漬けピクルスも欲しかったのだがなかったため、食糧庫にあったリンゴ系の西洋酢ビネガーを少量混ぜて完成した。

「このドロドロしたものがソースなの？」

「タルタルソースっていうんだ。フライに最高に合うぜ」

　リュミエールがちょっと引きぎみに見た。対して恭太郎は誇らしげに胸を張る。

　それから、最初に割った卵を無駄にしたくなかったのでスクランブルエッグを作った。調理が終わり、二人は水がめから卵を取り出して丁寧に拭ふくと食糧庫に戻す。その作業が済んだタイミングで、ノエルのほうもフライの加熱が終わった。

　フライを小皿に取り分けて各おの々おのの前に置く。加熱によって余分な油が抜けたので、食感を楽しみながら食べられるはずだ。

「まずはタルタルソースをつけずに食べてくれ」

　サクサク感を確かめてもらうためになにも付けずに食べることを勧める。

　二人の少女がフォークでフライを突き刺し、一口だけ食べる。

「あっ!?」

「すごくサックリしてるわ」

　ノエルがおもわず口元に手を当て、リュミエールもその無表情を崩す。

「な、冷めてベッタリしたフライが復活しただろ」

　ちょっと自慢げに恭きよう太た郎ろうは言い、自身もパッチのフライを一つ頰ほお張ばる。サクリサクリとした食感と同時に、衣に含まれた熱々の油がジュワッと口の中いっぱいに広がった。

　──うまいっ！　この油を喰くらっている感がたまらない!!

　食べてみて理解したのだが、このパッチという白身魚はタラに似た味で、臭みのないすっきりした味わいである。嚙かみしめると淡白ながらも力強い魚の旨うま味みが舌を刺激した。

「くうぅ、魚うまっ！」

　恭太郎は感嘆の声を上げながら、今度はタルタルソースをたっぷりつけて口に入れる。

　途端に、魚肉の淡白な味に絡からまるように、マヨネーズの濃厚な味と玉ねぎや香草の独特の匂い、ビネガーの酸味が合わさり、複雑な旨味が口こう内ないを暴力的に流れていく。

　さらに、フライにスクランブルエッグを乗せてタルタルソースをつけるという贅ぜい沢たくな食べ方もして、恭太郎は美う味まさの余韻にどっぷりと浸ひたった。

　そんな彼を見て、リュミエールとノエルもソースに手が伸びる。

　二人がタルタルソースを絡めたフライを食べる。

　一瞬の静寂──。

「……信じられない。神さまの料理？」

「なんなんですか、なんなんですか、これっ!!」

　少女二人が目を見開き、未知なる美味に驚きよう愕がくの声を上げる。

　自分たちが一体なにを食べているのか理解できないという顔をしながら、しかし食べるスピードはいや増し、食べては歓声を上げ、歓声を上げては食べるを繰り返す。

「すごい！　すごいです、これ。頭の芯から身体からだ全部がとろけちゃいます」

　トロンとした目つきでノエルが顔を紅こう潮ちようさせ、酔ったような艶つやっぽい笑みを浮かべる。

「同感よ。この食べ物のためなら奴隷になってもいいわ」

　リュミエールも真顔でとんでもないことを言う。

　そして二人同時にハモるように歓喜の声を響かせる。

「「本当に、本当に美お味いしいっ!!」」

　二人の少女が満足げな声を上げ、ウットリとした顔でほほえみあう。

　だが次の瞬間、そんな和なごやかな雰囲気を壊すように厨ちゆう房ぼうの扉がバンと乱暴に開かれ、誰かが入ってきた。

「騒がしいわね。一体誰よ、こんなところで大声出して」

　その人物はリュミエールたちが料理を食べているのを認めると、

「あら、ネズミが残飯でも漁あさってるのかと思ったら、リュミエール・ノーデンフェルトじゃない？　あは、退学前に最後の晩ばん餐さん？」

　中学生くらいのツンとした目つきの少女。西洋人にん形ぎようのように整った顔立ちに、赤みがかった桃色のロングの髪が上品さをかもし出している。

　次の瞬間、リュミエールの目つきがスッと冷めたものになる。

「ビックリしたわ、ヴィヴィアン・オールドバレーが残飯を漁りにきたのかと思ったら、クックルーじゃない？　駆除される前に餌を探しにきたのかしら？」

「誰がクックルーか！」

「間違えたわ。謝らなくてはね、クックルーに」












「んぬふぅううう！　ムカつく！　ぜぇったいにあんたを退学にさせてやるわ」

　少女が端整な顔を怒りに歪ゆがませ、リュミエールに向けて人差し指をビシリと突きつける。

「なにを怒っているの？　ちゃんと謝罪するわよ、クックルーに」

「こ、この誇り高きオールドバレー氏族の次期当主に向かってなんたる侮辱！　氏族会議に訴えてあんたのことめちゃくちゃにしてやるわ！」

「ごめんなさい」

　リュミエールが素直に謝った……かと思いきや、

「あなたの言語が理解できなくて、さっきからなにをわめいてるのか全然わからないの」

「ギニャー」と奇声を発して、少女が地じ団だん太だを踏んだ。

「おい、なんなんだよアレ。ものすごくレベルの低い喧けん嘩かが始まってるぞ」

　やや引きながら恭きよう太た郎ろうがノエルに訊きくと、彼女もオロオロしながらうなずく。

「リュミちゃんとオールドバレーさんはものすごく仲が悪くて……」

「そこへきてヴィヴィアンがノエルをイジメたものだから、余計に険悪になってしまったのじゃ」

　ノエルの言葉を引き継ぐように、リヴが補足してくれた。

「あとさ、クックルークックルーって連呼してたけど、あれってどういう意味なんだ？」

　かわいい響きなのだが、どうもやり取りを見る限りいい意味の言葉ではないようだ。

　恭太郎の質問に、リヴがちょっと嫌そうな声で答える。

「その、なんじゃ、おぬしの世界でいうところの、ゴ……厨ちゆう房ぼうによく出る黒っぽいアレじゃ」

「奴かっ！　不衛生の象徴、黒い悪魔、料理人の天敵──」

　愛らしい名前に惑わされたが、『奴』だったとは……てか、リュミエール、料理学校の生徒のくせになんてもの連呼してんだよ。そりゃ、あの少女も地団太踏んで激怒するよな。

　そんなことを考えながら恭太郎が苦笑いしたとき、

「わたしがハーフエルフだから……本当にごめんなさい」

　泣きそうな顔をしてノエルが頭を下げた。

　ノエルの表情に心を痛めながら、恭太郎は話の流れを整理する。

　どうやら、目の前のヴィヴィアンという少女が今回の元げん凶きよう、卵の問題を吹っかけてきた純血のエルフのようだ。

　そう思って見てみると、彼女にもノエル同様の長く尖とがった耳があった。

「エルフってもっと優雅なものだと思ってたけど……」

　そうつぶやきながら、恭太郎は足を踏み鳴らすヴィヴィアンを見つめる。

　と、ヴィヴィアンが鼻息荒く言い放つ。

「言っておくけど、明日の朝、あの問題が解けなかったら本当に退学してもらうから。これでノーデンフェルト家もいよいよおしまいね」

　ふふんと鼻で笑い、

「許してほしいなら今のうちよ？　頭を地面に擦こすりつけて泣いて謝れば考えなくもないわ」

「あんな卵の問題、とっくの昔に解決したわ。あなたこそ虫らしく、地べたにはいつくばってノエルに謝りなさい」

「解決？　ふん、あんたたち人間なんかにできるわけないじゃない」

「大戦以前の料理知識を溜ため込んでるからって、あまりわたしたちをバカにしないことね」

「ならやってみなさいよ──食糧庫にあるヴァリナ鳥の卵全部が対象で、割っても太陽に透かしてもダメなんだからね？　情けとして三回までなら失敗しても許してあげるわ」

「そんな情けなんていらないし、明日まで待つ必要だってないわ。今ここで、一発で当ててみせる」

　舌ぜつ戦せんが終わり、リュミエールが再び卵を食糧庫から持ってくる。

　そして先ほどと同じように水がめに食塩水を満たし、卵を投入、浮かんできたものを取る。卵を割って黄身がドロリとしているのをヴィヴィアンに見せつけた。

「そんな、どうしてその方法を知ってるの？　わたくしだってお父さまから教えてもらったばかりなのに……」

　絶対的に自信があったのだろう、ヴィヴィアンが愕がく然ぜんとした顔をする。

　リュミエールが涼しげな瞳ひとみで彼女を見据えて言う。

「こっちには斬ざん新しんな魔術理論を駆使する料理人がついてるの」

「単なる比重の話だっての！」

「ヒジュウ？」

　恭きよう太た郎ろうの突っ込みにヴィヴィアンが怪け訝げんな顔をする。

　どうやら方法は知っていたようだが、原理までは知らなかったようだ。

「そういえばあなた、見かけない顔ね。その服装も独特で不思議な感じだわ」

　ヴィヴィアンが値踏みするように恭太郎を観察する。

「キョータローさんは異世界の人なんです」

　嬉き々きとしてノエルが答えた。

「異世界人……異世界召喚!?」

　ハッとした顔をしてヴィヴィアンがリヴに顔を向ける。

「リヴシュティンガー！　あなたの仕業ね」

「うむ！　妾わらわがちょちょいのちょいと呼んだのじゃ」

「でもどうやって？　あなた、メインの核をずいぶん昔に失ってるんでしょう？　サブの核だけじゃ時空の扉なんて開けられないはず」

　その疑問に答えたのはリュミエールだった。

「普通ならその通りよ。でも今年は十年に一度の『翠すい銀ぎんの黄昏たそがれ』──大気中の魔力濃度が平年の数十倍から数百倍まで濃くなる年なのよ」

「そう、不完全な状態の妾わらわでも、今なら異世界の人間を召喚できるほどにみなぎっておるというわけじゃ」

　リヴも得意げに語り、ヴィヴィアンが力なく肩を落とす。

「今年が『翠銀の黄昏』だったなんて……不覚、気にもしていなかった」

　椅い子すに腰かけて、ヴィヴィアンは盛大なため息をついた。

「五十年前の大戦が終わったあとだったかの？　弟に攻撃魔法を封じられて、それ以来おぬしたちエルフは魔力になぞ関心を持たなくなってしまったのじゃったな」

「その通りよ。魔力濃度なんて今じゃ死語も同然だわ」

　ヴィヴィアンがふて腐れたように頰ほお杖づえをつき、ついでリュミエールをキッと睨にらむ。

「リュミエール・ノーデンフェルト！　こんなの無効よ」

「そんな。わたしが勝ったのだからノエルにちゃんと謝って」

「はあ？　異世界召喚で料理人を呼ぶなんて卑ひ怯きような手を使ったのはそっちでしょ？　本来ならあんたの反則負けなんだからね、優しいわたくしに感謝なさい」

　見下すような目つきをすると、気けだるげに手のひらをひらひらと振った。

「…………」

　リュミエールが無言のまま、しかし手をギュッと握った。相変わらずのクールな表情だが、悔しさに耐えているのが理解できる。

　嫌な感じだと恭きよう太た郎ろうは思った。

　確かに、ヴィヴィアンの言い分には一理あるのかもしれない。しかしそれでも約束を破やぶったうえで、相手を侮辱する態度には嫌けん悪お感が募る。

　だがそれと同時に、恭太郎の脳裏に「余計なトラブルは起こすな」という、冷静な自分の声が響いた。

　そう、黙ってやり過ごしていればもうすぐ元の世界に帰れるのだ。

　今ならまだ夕飯の材料を腐らせずに済むし、ＭＭＯの期間限定イベントにも間に合う。加えて、期末試験も近いので授業の復習くらいはしておきたい。

　一刻も早く元の世界に帰るべきだ。

　帰るべきなのに……。

「ちょっとやり口がひどくないか？」

　冷静な思考より、燃えたぎる感情が先走っていた。

「リュミエールは退学を懸かけてまで不利な勝負に挑んだんだ。だったらあんたも潔いさぎよくノエルに謝ってくれよ」

「は？　部外者が偉そうにしないでくれる？」

「謝れよ」

　低く、怒気を含んだ声で恭きよう太た郎ろうは謝罪をうながす。

「……うぅ」

　恭太郎の気迫に押されたためか、ヴィヴィアンは小さくうめき声を上げる。そして見間違いかもしれないが、その瞳ひとみに涙の粒がかすかに浮いていた。

　……え？　もしかして今ので泣いた？

　そんなことを考えるより早く、ヴィヴィアンがサッと目元をぬぐった。すぐに元のツンとした目つきに戻る。態度も先ほど同様にふてぶてしくなっていた。

　泣いていたのはやっぱり見間違いだったようだと、恭太郎は考える。

「ムカつくわ！　人間の分際で、この純血種のエルフであるヴィヴィアン・オールドバレーに盾突くなんて」

　ヴィヴィアンが怒気を込めて言い放ち、

「あんたのせいでお腹なかがへったじゃない！」

　テーブルの上にまだ残っている、パッチのフライを手づかみにしてモシャリと食べる。

「え？　揚げたて？」

「オールドバレーさん、こっちのソースをつけるとすごく美お味いしいですよ」

　ノエルが、タルタルソースの入った皿をヴィヴィアンに差し出す。

　自分をイジメた相手に対しても親切に振る舞うノエル。

　対して、ヴィヴィアンは「ふん」とソッポを向きながらも、フライにタルタルソースをつけて一口頰ほお張ばる。

　瞬間、ヴィヴィアンは目をカッと見開く。

「うまっ……くなんてないわよ。こ、こんなの家畜の餌よ」

　家畜の餌呼ばわりの割には、ヴィヴィアンは夢中になってフライにタルタルソースをつけて口に運ぶ。そしてフライを咀そ嚼しやくして飲み込むと、「んぅー!!」と幸せそうな声を上げ、そのツンとした目をとろけたように潤うるませる。

「……と、とりあえず訊きいてあげるわ。このドロドロの白くてクソマズいものってなに？」

　クソマズいなどと暴言を吐きながら、ヴィヴィアンはタルタルソースを指先に絡からめてはペロリとなめ、そのたびに電撃に打たれたかのようにビクンと身体からだを震わせる。

　美味しくてしょうがないという感じで、美食の快感に痺しびれるヴィヴィアン。

　そのさまに恭太郎は苦笑してしまう。

「それはマヨネーズっていう調味料を使ったソースだよ」

　プラスチック製容器を軽く振ると、恭太郎はマヨネーズをテーブルの上に置いた。

「マヨネーズ？　……うそ」












　先ほどまでの陶とう然ぜんとした表情から一転して、ヴィヴィアンの顔が強こわ張ばる。

　なにを大おお袈げ裟さな、と思う間に、リュミエールの緊張した声が聞こえた。

「失われた伝説の調味料……」

　リュミエールが口に手を当てながらマヨネーズの容器を見つめる。

　伝説の調味料て、と恭きよう太た郎ろうは笑いそうになる。だが周囲の雰囲気は真剣そのもので、ふざけている感じではない。

「まるで、三百年前の英雄さまの再来です」

　ノエルが潤うるんだ瞳ひとみで恭太郎を見上げた。

『伝説』だの『英雄』だのと、本来なら自尊心をくすぐる単語なのに、恭太郎としては戸惑いの気持ちしかない。

　だって、彼女たちの評価の対象がマヨネーズだから。そして、古今東西、どの英雄の伝記を読んでも、英雄を英雄たらしめる要素にマヨネーズなど入っていないから。

　人類史上でマヨネーズを最初に作ったとされるメノルカ島の人たちは偉大だけど。

　とはいえ、意味不明な評価に恭太郎はうまく言葉が出てこない。

　すると、ヴィヴィアンが勢いよく立ち上がった。

「マヨネーズっていっても、その男がたまたま持ってただけかもしれないじゃない！」

　彼女は怒りをあらわにしながら、

「英雄の再来なんて認めない。この大陸は、我がオールドバレー氏族が手にするんだから」

　それからヴィヴィアンは恭きよう太た郎ろうを睨にらみつける。

「あなたなんて、いい調味料があるから美お味いしいものを作れただけじゃない。エルフでもないただの人間ごときに料理の本質なんてわかるわけないわ」

　その侮辱にはさすがの恭太郎もカチンときた。

　先ほどの家畜の餌発言は聞き流したが、今のそれには、一人の料理を愛する人間として聞き捨てならないものがある。

「確かに調味料は料理を作るうえで大切な要素かもしれない。でもおれは調味料に頼るだけの料理人じゃない」

　恭太郎はヴィヴィアンに相あい対たいして堂々と主張する。

「あんたに料理の本質をとやかく言われたくない。なぜなら、おれのほうが美う味まい料理を作れるからだ」

　その発言がヴィヴィアンのプライドを傷つけたのか、彼女もムキになって言い返す。

「だったら決闘よ！　どちらが美味しい料理を作れるか勝負しましょう」
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　窓の外から見上げた夜空には、青白く輝く大きな月と、それを巡るように二つの小さな月が赤しやく銅どう色に滲にじんだ光を発している。

　そして大気中には乳白銀にほの光る粒子が絶え間なく降り注ぐ。

「きれいだな。やっぱりおれの世界とは別の世界なんだな、この世界ガストルシエルって」

　夕食を終えたあと、恭太郎は自分の世界では見られない神秘的な夜景に見入っていた。

「ねえ、明日の勝負、本当に大丈夫なの？」

　ベッドの端に座るリュミエールが不安そうに聞いてきた。

　時刻は夜。ここは学生寮のリュミエールの個室である。

　ヴィヴィアンとの決闘を了承したあと厨ちゆう房ぼうの後片付けをして、リュミエールとノエルに学園内を案内してもらった。

　それからこの部屋にきたのだが、ベッドを見た瞬間ドッと疲れが出てしまい、気がつけば眠っていた。目が覚めたときには陽ひも落ちており、フライしか口にしていない恭太郎に、リュミエールが寮で出された自分の夕食をこっそりと持ってきてくれた。

　ちなみに、ノエルは雑務の当番があるとかで少し前に部屋から出ていった。

「おれにもプライドはあるからな。簡単に負けるつもりはないよ」

　恭太郎は振り返ると手近な椅い子すに腰かける。

　部屋はベッドと文ふ机づくえ、クローゼットがあるだけの簡素なものである。

「でも……」

　リュミエールが言いよどんだ。

「大丈夫だ。肉の焼き方は昔、嫌ってほど仕込まれたから」

　恭きよう太た郎ろうはのんびりした口調で答える。

　勝負内容はキュトルの肉焼き──リヴ曰いわく『キュトル』とは恭太郎の世界の牛のことで、すなわち牛肉のステーキ勝負となる。

　技術の良よし悪あしが出やすいということでステーキになったのだ。使える調味料も岩塩のみである。

　明日、学園長を審査員にして勝負する。

　学園長への審査の依頼、その他の準備はすべてヴィヴィアンがやると言い張った。リュミエールは「学園長もエルフなのよ……」と不正を心配したが、ノエルの「学園長先生はどの種族に対しても公平な方だから」という言葉に渋々と納得した。

「それでも負けてしまったらあなたは……」

　恭太郎の身を思いやっているようでリュミエールが目を伏せる。

　明日の勝負、恭太郎が勝てばヴィヴィアンはノエルへの謝罪をする。負ければ恭太郎はヴィヴィアンの奴隷になり、彼女の家に強制的に仕えるという取り決めがなされた。

「負けたときのリスクが高すぎるわ。とてもじゃないけど釣り合わない」

「それはリュミエールも同じだっただろ？　退学を懸かけてまで挑んだんだ」

「だけどあなたはノエルの友人でもなければ、そもそもこの世界ガストルシエルの人間でもない。そこまで一生懸命になってもらう理由がない」

「ノエルはヴィヴィアンに対しても優しく振る舞ういい子だ。そんな子がイジメられてるのは腹が立つ。おれ自身も料理人としての能力を否定されたんだ。しっかりと実力を見せつけて、ヴィヴィアンには落とし前をつけてもらう」

　グッと拳こぶしを握りしめる。

「それにステーキっていうのは、あれでなかなか難しい料理なんだぜ」

　こう言っては嫌な奴になるかもしれないが、タルタルソース程度で夢中になっているヴィヴィアンにステーキの焼き方の妙が理解できているとは思えない。

　そこでマヨネーズを紛失してしまったことを思い出す。厨ちゆう房ぼうのテーブルに置いておいたとこまでは覚えているが、後片付けが終わったときにはなくなっていたのだ。

　間違えて捨ててしまったのだろうか？

　別に高価なものではないが、食料品を無駄にしてしまったことには心が痛んだ。

　そのとき、リュミエールが伏せていた瞳ひとみを上げ、恭太郎をまっすぐに見つめた。

「異世界の料理人……あなたなら、純血のエルフにも勝てるのかもしれないわね」

　半分は自身を納得させるような感じの口調だった。

「なあ、純血のエルフってのはそんなにすごい連中なのか？」

　これまでの漏れ聞こえてきた話を繫つなげると、純血エルフはこの世界で一番偉い種族で、さらに彼女たちは料理で大陸を支配しようと目もく論ろんでいるらしい。

「エルフは、他種族に比べて遥はるかに長い寿命を持っているの。だいたい平均して五、六百年以上ものね」

　そこらへんは物語の中の『エルフ』と同じなんだなと、恭きよう太た郎ろうは感心する。

「だから三百年前の英雄がもたらした技術や知識を保存しているのよ」

「英雄？」

　厨ちゆう房ぼうでノエルも言っていたその単語に、恭太郎は耳ざとく反応していた。

「リヴが三百年前に召喚した偉大な料理人よ。この世界ガストルシエルに一大料理文明を築いて、夢のように美味な料理や調味料が次々に誕生したの」

「……マヨネーズも？」

「ええ。それ以外にもケチャップ、味み噌そ、出だ汁しの取り方などが生まれ、それらを、『もたらされ、そして失われた伝説の調味料』と呼んでいるわ」

「んな、大おお袈げ裟さな」

　どれも自分の世界ではありふれた調味料だ。が、ふと気づく──今、挙げられた調味料は日本で使われているものばかりではないか、と。味噌など完全な和風調味料である。

「その英雄ってのはもしかしておれと同じ日本人なのか？」

「わからないわ。英雄に関する記述は五十年前の大陸大戦で焼失してしまったから……記録だけじゃない、彼がもたらした調味料も、多くのレシピもみんな灰になってしまった」

　はあ、とため息をつき、

「もちろん人も多く死んだわ。料理の知識や技術の継承が途絶えるレベルでね」

「そういや、デカい戦争で食文明が一気に衰おとろえたってリヴも言ってたな」

　厨房で、マズいソースをなめたときにリヴが言っていたのを思い出した。

「都市の復興が進むにつれ、みんな、かつての美食を求めはじめたわ。それこそ王侯貴族から平民まで、あまねく人々が過去の栄華を取り戻したいと願った。このヴェルミリオン王立料理学園も、そんな願いから新設された学校なのよ」

　一度唇くちびるをなめると続ける。

「今の時代、料理の腕次第で巨万の富を得ることができる。場合によっては国を手に入れることだって」

「マジかよ……」

「本当よ。この世界は今、『食』がなによりも尊ばれる世界なのだから」

　真剣そのものの表情と口調で、大原則だと言わんばかりにリュミエールが告げる。

「なら、ヴィヴィアンが言ってた大陸の支配も妄想ってわけじゃないんだな」

　正直、彼女のことを頭の中がアレな女の子かもしれないと思っていたが、どうやらそういうわけではなかったようだ。

　と、ヴィヴィアンの名を聞き、リュミエールがちょっと嫌そうな顔をする。

「エルフ族も先の大戦でたくさん死んだけど、もともとが長命な種族だから、三百年前の当時のレシピや記録を覚えている者もちらほらと生き残っているの」

「料理文明が衰おとろえた中で、高い調理技術を持ってるってわけか」

「しかもそれを一族だけの秘密にしてるから、エルフと他の種族では天と地ほどの差ができてしまっているわ」

　なるほど、知識がない状態で自力で食文化を向上させようとすれば、これはもう相当の時間を必要とするだろう。

「……自力？　いやいや、リヴがいるじゃないか。食神がこっちの手にあれば、食文化なんてどんなふうにでもできるだろ？」

　ややノリツッコミ的に恭きよう太た郎ろうは言いながら、文ふ机づくえの上に置かれているリヴを見る。

「不ふ甲が斐いない話なのじゃがな、妾わらわは不完全な状態なんじゃ」

　部屋に入ってからずっと無言だったリヴが、申し訳なさそうに答えた。

「五十年前の大戦中に妾のメインの核が盗まれての、今じゃ二つのサブの核でなんとか補っておるのじゃ」

　言われて観察してみると、包丁の柄の側面に小さな宝石が二つ収まっており、柄え尻じりにはくぼみがあった。二つの宝石がサブの核で、柄尻のくぼみにはかつてメインの核が収まっていたのだろう。

　そしてリヴが自身の核について説明しだした。

　要約すると、メインの核は食神としての、食の知識や技術、自身の記憶、時空間移動をつかさどるとのこと。

　サブの核の片方は、時空間移動の補助（現在は、『翠すい銀ぎんの黄昏たそがれ』で増幅中）、もう片方は言語の調整能力と異世界の知識の補助（これにより、異世界の食材の翻訳ができる）だという。

　つまり、メインの核がないゆえに、食神とは思えないほどにリヴの『食の知識』が欠乏していたということらしい。

「心配せずともよい。おぬしを元の世界に還かえすくらいはできるからの」

「なんだったら、今からリヴの力で元の世界に帰るって選択肢もあるわ」

　リュミエールが立ち上がり、ドキリとするきれいな碧あおい瞳ひとみで恭太郎を見つめる。

　しかし恭太郎は首を横に振った。

「売られた喧けん嘩かを買わずに逃げるなんてダサいことはしたくない」

　恭太郎もリュミエールの瞳をまっすぐに見る。

「大丈夫だ。絶対に勝って、あの生意気なエルフに謝らせてやる」

「わかったわ。わたしも全力で手て伝つだうからどんな雑用でも言いつけて」

　そう告げると、リュミエールが銀髪の前髪を払い、ふんわりとほほえんだ。

　今までのツンとした雰囲気からは想像もできないほどに、自然で愛らしい笑え顔がおだった。

　不覚にも恭きよう太た郎ろうは自身の顔が熱を帯びるのを感じる。

「今夜はノエルの部屋で寝るわ。あなたはここでゆっくり休んでちょうだい」

　それから、リュミエールが制服のフレアスカートの端をつまんで、まるで貴族の令嬢のような優雅な仕草でお辞儀をする。

「今日は本当にありがとう──ヴィヴィアンに真っ向から立ち向かったときのあなた、その、とてもカッコよかったわ」

　ちょっと恥ずかしげに顔を伏せるリュミエール。ほおが朱色に染まっていた。

「あ、ああ」

　恭太郎も腑ふ抜ぬけた返事しかできない。そんな彼を残して、彼女が部屋から出ていった。

　一人残った恭太郎にリヴがからかうように言う。

「キョータロー、鼻の下が伸びておるぞ？」

「……伸びてねえよ」

　恭太郎はぶっきら棒に答えると、リヴから顔を背けて再び窓の外の夜景に目をやる。

　三つの月から降り注ぐ青白い光と赤しやく銅どう色の光、大気中の乳白銀の粒子が混ざり合うようにして夜よ闇やみをやわらかく照らしていた。
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　深夜──。

　草木も眠るような時間、学生寮の自室でヴィヴィアンはヤケ酒をあおっていた。

　とはいえ、ごく少量の蒸留酒を果実の搾り汁で割っただけの、ほぼノンアルコール飲料である。

「絶対にわたくしが勝ってあの男をぎゃふんと言わせてやるわ！」

　顔をほのかに上気させながらヴィヴィアンが気勢を上げる。

　食神に召喚された異世界人だかなんだか知らないが、あの「キョータロー」とかいう男は絶対に許せないのである。『おれのほうが美う味まい料理を作れる』などと自分を侮辱してきたのだから。

　だがそれ以上に許せないことがある。

　あの男はよりにもよって、エルフ氏族社会でも高い地位にある自分を泣かせた極悪人なのだ。

「謝れよ」なんていうドスの利きいた声で脅されて、めちゃくちゃ怖かった。

　おもわずジワリと涙が出たが、そこは一生懸命こらえた。

「……本当はノエル・ハーツに謝ろうと思っていたのに」

　酒もどきを一口飲み、ヴィヴィアンがつぶやく。

　ハーフエルフが純血エルフから差別を受けているのは事実だが、実はヴィヴィアンにはそういった差別意識はほとんどない。

　むしろノエルのことは心優しい少女として好感を持っており、できるなら友達になりたいと思っている。

　しかしあの女は違う。リュミエール・ノーデンフェルトは大っ嫌いだ。

　昔からリュミエールとは反りが合わなかった。

　他種族とはいえ、祖父同士が友人であったため、ノーデンフェルト家とは少なからぬ交流があり、幼いころからヴィヴィアンとリュミエールは顔を合わせていた。

　その席上で、彼女はリュミエールと仲良くなるために最大限の努力をしてきた。

『喜びなさい。あなたをわたくしの取り巻きの一人に迎えてあげるわ』

『歩き疲れたわ、お馬さんになりなさい』

『わたくしの食べ残し、食べてもいいわよ？』

　周囲の者たちは、自分がこのように言えば喜んで応えてくれた。

　だから仲良くなれると思っていた。

　なのに、あの冷血能面女は虫でも見るような目で、ことごとく自分の好意を無視してきたのだ。

　いつしかリュミエールへの好意は裏返り、憎悪となってヴィヴィアンを包んでいった。

　一度でいいからリュミエール・ノーデンフェルトをひざまずかせたい！

　以来、今日までことあるごとにリュミエールに絡からんできたが、一度として彼女をやり込めたことはない。

　やり込められたことは数え切れないが……。

　今回も、そういった経緯の延長線上で、心にもない暴言でノエルを傷つけてしまった。

「とにかく、明日の勝負に勝ってキョータローを奴隷にして、リュミエールに一泡吹かせてやるわ」

　勝敗に関係なくノエルへの謝罪はするつもりよ、と付け加える。

「それに勝つための準備も整ったし」

　ふふんと、ヴィヴィアンは邪悪な笑みを浮かべる。

　相手は、今やポンコツとはいえ、あの『食神』が呼んだ異世界人なのだ。もしかしたら本当に三百年前の英雄と関係があるのかもしれない。いくら自分たちエルフ族が大戦以前の食の知識を継承していても、相手が『英雄』なら認めたくないが勝ち目は薄いだろう。

　勝つためには多少の卑ひ怯きような行為も辞さない。

　いずれ大陸の覇権を握る我が氏族が、『食』で負けることなど許されないのだから。

「こちらにはコレもあるし」

　そう言ってヴィヴィアンは、伝説の調味料であるマヨネーズを取り出す。厨ちゆう房ぼうの後片付けのとき、リュミエールたちの目を盗んで懐ふところにしまったのだ。ギッたのである。泥棒だ。

　しかしヴィヴィアンはぶれない。勝つために一直線なのだ。

「これでわたくしの勝ちは揺るがないわ」

　マヨネーズのキャップをはずすと人差し指に少量取って、それをペロリとなめる。

　その瞬間、口こう内ないに広がる未知の旨うま味みにほおの筋肉がゆるゆるに緩ゆるんで、ツンとした目つきもトロンととろけたものになる。

「うぅううううまっ!!　なんて美お味いしいの！　素晴らしすぎるわ！　身体からだが内側から無理やり支配されていくみたい」

　陶とう然ぜんとしながら、ヴィヴィアンはプラスチック製容器をプニプニする。

　そして、この偉大なる調味料への暴言に対する謝罪をおこなう。

「ああ、厨房でクソマズいなんて言ってごめんなさい！」
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　ヴィヴィアンが自室でよからぬことを考えているのと同じ時刻、恭きよう太た郎ろうの部屋を訪問する者がいた。

　その人物はマスターキーで部屋の鍵かぎを開けるや、卓越した身のこなしでもって完全に気配を消して入室した。

　ベッドのそばまでくると、小さないびきをかく恭太郎に目を向ける。

「……ヴァンシュティンガーの予言通りね。再びこの世界ガストルシエルに『英雄』がやってきた」

　カーテンの隙間から漏れ注ぐ月明かりに照らされて、女性的な凹おう凸とつのある影を落としたその人物はつぶやく。

「今、あなたに元の世界に帰られるわけにはいかないの」

　それから文ふ机づくえの上に置かれたリヴシュティンガーを手に取った。眠っているようで反応はない。包丁のくせに眠るというのも不思議だが、昔、彼女から直接聞いた話では、物質に宿っていると精神エネルギーの消耗が激しいとのことで、睡眠という形でエネルギーの回復を図っているのだという。

「ごめんなさい、リヴシュティンガー……」

　謝罪の言葉と共に、リヴシュティンガーの、時空間移動の補助をつかさどるほうのサブの核を器用に抜き取った。

　それを上着の内ポケットにしまうと、その人物は切実な願いを口にする。

「この大陸を救えるのはあなただけ。どうかその磨き抜かれた技術と知識で、悪あしき者たちの野望を打ち砕いてください」
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　懐かしい夢を見ていた。

　それがいつで、どんな場所だったかも覚えていないが、一人の少女にオムライスをご馳ち走そうしたときの夢だ。

　同い年ほどのその少女は泣いていたのもウソのように美お味いしそうに平らげてくれた。

　ああ、そうだ──。

　このとき、生まれて初めて料理を作ることに喜びを感じたのだと、恭太郎は幸福感に包まれる。

　と、その少女がニコリとほほえみ恭太郎に手を伸ばす。

　恭太郎もその手を握ろうと自身の手を伸ばすが、途端に見えない壁に遮さえぎられる。

　壁は透明で、やわらかなうえに弾力もある。たゆんたゆんと吸いつくような感触が気持ちよくて、まさぐるように何度も繰り返し揉もんでみる。

　まるで、エスニック料理の勉強で扱ったトロピカルフルーツの『スターアップル』のような揉もみ心地ごこちだ。世界広しといえどあの果実ほど魅惑的な触感のフルーツもないだろう。

　恭きよう太た郎ろうは引き続き絶妙な反発力に陶とう然ぜんとなりながら、しかし次の瞬間には夢の世界から現実世界へと覚かく醒せいした。

　だが脳はまだ半覚醒の状態であり、寝ぼけ眼まなこのままである。

「……それにしてもコレって一体なんなんだ？」

　次第に目が覚めてきて視界がクリアになる。

　視線の先にリュミエールがいた。なぜか彼女の顔は真まっ赤かで、さらに涙目だった。

　対して、恭太郎はベッドからやや起き上がるような体勢で彼女へと手を伸ばしていた。

　そしてその手は彼女の……胸を揉みしだいていた！

「んん、あぅ……お、お願い……もうやめて……」

　リュミエールが吐息のようなか細い声で懇こん願がんする。

「うおっ!?」

　恭太郎は引きつった声を上げて手を引いた。

　それと同時にリュミエールが涙をぬぐい、肩を抱くように胸を隠す。その仕草が、いつもの凛りんとした雰囲気とのギャップもあってとんでもなく色っぽかった。

「……って、なに考えてんだおれは」

　恭太郎は自身にツッコミを入れながら、

「あの、えっと、ごめんっ!!」

　とにかくまず謝罪の言葉を口にする。

「……別にかまわないわ。寝ぼけていただけだもの」

　こちらに視線を合わせることこそしなかったが、リュミエールは怒ることもなく寛容な態度で許してくれる。

「わざとだったら包リ丁ヴで刺してたけど」

　ポツリとリュミエールがつぶやく。その素っ気ない言い方が逆に本ガ気チっぽくて怖かった。

　ていうか、包丁をそういう目的で使おうとするなよな。

　恭太郎がそんなことを考えているうちに、彼女が呼吸を整えるように深く息を吸う。

「ドアが開きっぱなしだったわ。不用心だからちゃんと施せ錠じようはしておいて」

　本来のクールな声音で業務連絡のような内容を口にした。

「ドア？　寝る前に鍵かぎはかけたはずだけど」

　かけ忘れたかなと恭太郎は考えながら、しかしそんなことよりも、胸を触られたことなどあまり気にしていないという彼女の態度になんだかモヤモヤする。

「おれって異性として見られてないのかな……」

　男としての魅力がないことにガッカリしながら、恭太郎は大きなため息をついた。

「……そんなわけないじゃない」

　リュミエールが碧あおい瞳ひとみを潤うるませながら恭きよう太た郎ろうの言葉を否定する。

「は、初めて男の人に、しかもあんなふうに触られて意識しないわけないでしょう……」

　自身の発言に気づき、彼女のほおが再び朱色に染まっていく。

「お、おう」

　想定外の展開に間抜けな反応しかできず、だけれど恭太郎は彼女の恥ずかしがる顔に見み惚とれていた。

　すぐに我に返り、恭太郎はリュミエールから顔をそらす。と、彼女が顔を赤らめたまま、床に置かれた木き桶おけで顔を洗うようにうながした。

　彼女が持ってきてくれたもののようで、きれいな水で満たされていた。

「あ、ああ。サンキュ」

　恭太郎は起き上がると顔を洗う。思っていたよりも冷たい水で気持ちいい。

「そろそろ準備してほしいわ。対決の時間が近づいてるから」

　冷静をよそおいながらリュミエールが告げ、恭太郎は無言でうなずく。

　なんでも本日は休校日で、ヴィヴィアンとのステーキ勝負は午前中におこなうとのこと。それ自体は昨日聞いていたが、思ったよりも早い時刻にやるのだなと少し驚いた。

「午後一番で教師たちが厨ちゆう房ぼうを使うから、ちょっと早い時間になったのよ」

　疑問を察してくれたようで、リュミエールが答えた。

　恭太郎は納得して手て櫛ぐしで髪を整える。服は昨日から着たままなので皺しわができていた。皺を伸ばしてから、椅い子すに掛けておいたエプロンを取った。

「一応服を用意したわ」

　腕に掛けていた調理着をリュミエールが渡してくれる。

「厨房用の白衣コツクコート！　異世界にもあるんだな」

　長なが袖そでの調理着を受け取り、恭太郎は感激の声を上げる。

「外で待っているから、着替えたら出てきて」

　そう言うと、リュミエールは木桶を持って部屋から出ていった。

　恭太郎は調理着に着替える。少し大きかったが、おおむね自分の身体からだに合っていた。

「やっぱり白衣を着ると身が引き締まるな」

　気分が高揚してくるのを感じながら、恭太郎は文ふ机づくえの上のリヴに声をかける。

「リヴ、起きてるか？」

　包丁のくせにリヴは五感があり、おまけに睡眠もとる。『神』とはいえなんとも不思議な存在である。ちなみに、睡眠をとるのは精神エネルギーの回復のためらしい。

「ふぁあああ……妾わらわはの、朝は弱いのじゃ。じゃが、今日はがんばるかの？」

「じゃあいこうか、ヴィヴィアンの鼻を明かしに」




　恭きよう太た郎ろうはリュミエールから渡された朝食のパンを食べながら移動する。

　そして厨房に隣接する食堂に到着すると、大勢の学生がすし詰め状態で二人を迎えた。

　リュミエール曰いわく、ヴィヴィアンが『異世界人』『頂上決戦』というキーワードを寮中に吹ふい聴ちようして回った結果、多くの学生や教師が見学にきたとのことである。

　パッと見にいろいろな種族がいる。

　エルフはもちろん、獣耳と尻尾しつぽが特徴的な獣人、鱗うろこに角を備えた竜人間、ドワーフのような小人族など多種多様であり、最近読んだファンタジー小説の中にでも入り込んだ気分だった。

「あ、あの、キョータローさん──」

　いろいろな種族に見入っていて気づかなかったが、ノエルがそばまできていた。

「お、おはようございます！」

　小動物のようにオドオドしながら、ノエルが上目づかいで見つめてくる。人と話すのが苦手なためか、ほおを紅こう潮ちようさせて涙目になっていた。

「おう、おはよう」

　手を振りながら朝の挨あい拶さつをする。そして三人は厨ちゆう房ぼうへと足を踏み入れた。

　厨房にはヴィヴィアンと、その取り巻きのエルフが三、四人いた。

「あらあら、ずいぶんお早い登場ね。逃げ出したのかと思ったわ」

　開かい口こう一番、小こ憎にくたらしいことを言うヴィヴィアン。

「この手の対決のセオリーじゃ、先に着いてるほうが負けるもんなんだよな？　おれのことが怖くて一睡もできなかったんじゃないのか」

「ふ、ふざけないで！　あなたのことなんて怖いわけないでしょ!!」

　トラウマにでも触れてしまったのか、ヴィヴィアンが顔を真まっ赤かにして声を荒らげる。

　取り巻きのエルフたちも次々に、「なんて無礼な殿方なの」「野蛮人ですわ」「人間の分際でお嬢さまに暴言を」「ウィットルを食べてお腹なかをこわせばいいのよ」と騒ぎ出した。

「なんだよ、ウィットルって──」

　少女たちの非難の声に未知の言葉が出てきたので、恭太郎はつぶやいた。

「ウィットルはおぬしの世界でいうところの牡か蠣きのことじゃな」

　恭太郎の疑問にリヴが答える。

「牡蠣で腹こわせって言われたのか……」

　さすがにちょっとだけへこんだ。思春期男子にとって、たとえ別種族とはいえ女の子にここまでの暴言を吐かれると、こう、心がポキリと折れそうになる。

　思わず膝ひざをつきそうになったとき、一人の女性が厨房に入ってきた。

「両者揃そろったようですね」

「ソフィア・ガヴァリエーレ学園長！」

　ヴィヴィアンが背筋を伸ばし、ついで優雅にお辞儀をする。取り巻きたちも、リュミエールやノエルも腰を折って挨あい拶さつをする。

　一人取り残される形で恭きよう太た郎ろうは『学園長』と呼ばれた女性に目を向ける。

　艶つややかな黒色のセミロングの髪、同色の切れ長の瞳ひとみ、エルフなのだろうピンと長い耳をした、二十代前半くらいに見える美しい女性だ。

　彼女も恭太郎に視線を送るとかすかにほほえんだ。

「さて、オールドバレー氏族の令嬢、ヴィヴィアン・オールドバレーの名誉を傷つけた無礼者を裁さばくための料理対決、趣旨はそういうことでよろしいのですね？」

「その通りですわ。本来なら問答無用で氏族会議にかけてもよろしいのですが、下げ賤せんの者に慈悲をもってチャンスを差し上げることにいたしましたの」

「とても素晴らしいことですよ、ヴィヴィアンさん」

　彼女たちの一方的なやり取りに、「はあ？」と恭太郎はいぶかしむ。

「あの女、学園長に卑ひ怯きような伝え方をしたみたいね」

　隣でリュミエールもポツリとつぶやいた。

　そうするうちに、何人かの学生が生肉ののった大皿を厨ちゆう房ぼうの中央に運んだ。

　さらにそれとは別に、エルフの学生が、貝類や、エビやカニに似た甲こう殻かく類をのせた皿をヴィヴィアンのそばへと持ってきた。

「勝負って、肉を焼くだけだよな？」

「ええ。そのはずだけど」

　恭太郎とリュミエールが小声で話す中で、学園長ソフイアが口を開いた。

「勝負の前にとても名誉なお知らせがあります」

　彼女は誇らしげな声音でしゃべると、一拍溜ためを作る。

　厨房と食堂を繫つなぐ窓や大扉が完全に開かれているので、その声は食堂に集う面々の耳を打ち、皆が次の言葉に集中する。

「ヴィヴィアンさんが『伝説の調味料』であるマヨネーズの製造に成功いたしました。我々は今日、過去の偉大なる食文明へと一歩近づくことができたのです」

　一瞬の静寂、だがすぐにそれを打ち破やぶるように拍手喝かつ采さいが沸き起こる。

　その熱気に酔うように、ヴィヴィアンが誇らしげにマヨネーズを掲げた。ご丁寧に、プラスチック製容器から陶器の器に移し替えていた。

「さあ、そろそろ料理勝負を始めましょう。キュトルの肉はこちらで用意しましたが、そのほかの具材や調味料は各自が用意したものを使っていただきます。もちろん、ヴィヴィアンさんはご自身が製造したマヨネーズを使っても構いません」

　ステーキ肉を焼くだけという勝負内容のはずなのに、魚介類などの付け合わせや、岩塩以外の調味料を自由に使用してもいいというふうにルールがねじ曲げられていた。

「……あまりにも露ろ骨こつすぎるわ。ヴィヴィアンが今回の事態で卑ひ怯きような伝え方をしたと思ったけど、学園長もグルになってわたしたちを嵌はめようとしてるんじゃないの？」

「学園長先生はどの種族に対しても公平で、とても優しい方なのに……」

　リュミエールとノエルが絶望的な声で話す。

　そして、その卑怯すぎる現状に恭きよう太た郎ろうは……思わず声を大にして笑っていた。

「キョータロー？　あまりのことに気が触れてしまったかの？」

　心配そうに語りかけるリヴに、恭太郎は首を左右に振る。

「いやいや、あまりにも必死すぎて逆にかわいいなって」

　笑いすぎて涙目になりながら、

「でもこれでおれの勝ちを確信したよ。こんな安っぽいやり方をするってことは、ヴィヴィアンの技術なんてタカが知れてるってことだ」

「聞き捨てなりませんね？」

　ヴィヴィアンではなく、ソフィアが恭太郎に声をかける。

「今の状況を理解していますか？　剣一本で堅けん牢ろうな砦とりでを攻略するような絶望的な戦いを強いられているのですよ」

「堅牢？　おれにはその砦、紙でできたペラペラなものにしか見えないぜ？」

「あら、あなたはわたしたち純血エルフに勝てるとおっしゃるの？」

「余裕で」

　恭太郎の不敵な勝利宣言に、しかしソフィアの表情がやわらかな笑みに変わる。

「ならば異世界の方、わたしにあなたの力を見せてください」

　敵らしからぬソフィアの優しい口調と表情に、恭太郎は憎まれ口を叩たたくことも忘れてコクコクと間抜けにうなずいていた。

「ここまでコケにされてなんだけど、あの学園長さん、なんか悪い人には思えないんだよな……」

　同種族であるヴィヴィアンではなく、異世界人の恭太郎に期待しているふうなのだ。彼女の真意がつかめず戸惑うが、とにかく恭太郎は肉を選ぶために大皿の前に移動する。

　同じタイミングでヴィヴィアンも出てきて二人は大皿の前でかち合う。

　ヴィヴィアンが自身の優勢を高たか飛び車しやに笑いながら、

「ふふん、あなたを奴隷にしたらどうしてあげようかしら？　そうだ、毎日わたくしの足をなめさせてあげるわ」

「ああ。足でもケツでも好きなところなめてやるよ」

「ケツ？　……は、破は廉れん恥ち！　変態！　死んじゃえ、異常性欲者!!」

　自分から喧けん嘩かを売っておきながら涙目で叫ぶヴィヴィアン。

　恭きよう太た郎ろうは、ケダモノでも見る目でヴィヴィアンに睨にらまれながらも肉を選ぶ。

　キュトルを牛と同じような動物とするなら、目の前にある肉の部位はおそらくリブロースやサーロイン、ヒレ、ランプといった、ステーキに適した部分になるだろう。

　さらにそれらの肉が鮮度の良いものから、羽虫がわずかに飛んでいる傷みかけのものまで用意されている。

　恭太郎とヴィヴィアンは迷わず傷みかけの肉を手に取った。

「ふん。少しはお肉についての知識があるみたいね」

　上から目線で言い、ヴィヴィアンが自身の陣地に戻っていった。

　純血エルフっていう連中はあながち無知というわけではないんだなと、彼女の背中を見送りながら恭太郎も思う。

　恭太郎が戻ると、リュミエールとノエルが古い肉に対して疑問を口にする。嫌みになるかもしれないが、純血エルフ以外はこの程度の知識もないようだ。

「肉っていうのはさ、時間が経たてば経つほど旨うま味み成分であるイノシン酸ができたり、タンパク質がアミノ酸に分解されたりして美う味まくなるんだ」

　この現象を『自己消化』といい、いわゆる『熟成』の状態になる。

　あとは肉の収縮を抑えるために叩たたき、食べやすくするために切れ目を入れて筋繊維を短くすればステーキの下準備は完了する。

　そこでふと、恭太郎はヴィヴィアンがマヨネーズをなにに使うのかに興味を持った。

「ヴィヴィアン！」

「なにかしら？　あなたごときに呼び捨てられる筋合いはないわ」

「そのマヨネーズなんだけどさ」

「こ、これはわたくしのモノよ！　わたくしが作ったものなんだから!!」

「別にそれで構わないけど、マヨネーズでなにを作るのかと思って」

　返却を求められたわけではないと知ると彼女は安あん堵どの息を吐き、ついで侮あなどるようにニヤリと笑う。

「マヨネーズで、伝説のパティナの茹ゆでサラダを作るのよ！」

　恐れ入ったかと言わんばかりに堂々と宣言する。

　そこでリヴが食材翻訳機よろしく説明してくれる。

「パティナはの、ジャガイモに味も見た目もそっくりな根菜じゃ」

「ってことは、茹でサラダってのはポテトサラダになるんだな。マヨネーズの作り方も知らないのに、よくポテトサラダは作れるよな」

「純血のエルフは過去のレシピを豊富に保存してますから、その中に『パティナの茹でサラダ』のレシピもあったんだと思います」

　恭太郎の独り言にノエルが答えてくれた。

「そっか。じゃあこっちも同じものを作ろう」

「同じ物って……パティナの茹ゆでサラダを？　マヨネーズもないのにどうやって」

　リュミエールが困惑の表情を見せながら疑問を口にする。

「マヨネーズなんて簡単に作れる」

　不安そうにしているリュミエールに、恭きよう太た郎ろうはサラッと言ってのける。

「ヴィヴィアンと同じものを作って実力の違いを見せてやる。もちろん、ステーキに使う調味料は岩塩だけだ」

　あくまでポテトサラダは番外編である。ステーキを最低限の調味料で仕上げ、ヴィヴィアンの、高級食材を用いた豪ごう華か絢けん爛らんなステーキに勝つことで、「調味料のおかげで美お味いしいものを作れる」という自分への侮辱を雪そそぐのだ。

　それから恭太郎は、なにをすればいいのかわからないという顔をしている少女二人に、必要な材料を伝えて食糧庫から取ってきてもらう。

　そしてここからは分担作業に入る。

　恭太郎は卵と酢、岩塩、胡こ椒しよう、食用油、それに隠し味を加えてマヨネーズを作り、リュミエールにはパティナ（≒ジャガイモ）を茹でてもらい、ノエルにはピコロスの実（≒玉ねぎ）とキュウリに相当する野菜を切ってもらう。

　マヨネーズが完成すると、恭太郎は二人にポテトサラダの作り方を教える。パティナを焼いたり揚げたりする料理法は彼女たちも知っていたとのことだが、『伝説の調味料』であるマヨネーズを使ったポテトサラダの知識はなく、調理方法を真剣に聞いていた。

　いよいよ恭太郎はステーキを焼く作業に入る。

　ステーキ──肉を焼くという調理は子どもでもできる。誰でもできる料理ゆえに、『極み』に到達しようと思えば、逆に長い時間の鍛たん錬れんを要する。

　その鍛錬を怠おこたり、付け合わせの具材やソースで誤ご魔ま化かすのは三流である。

　ここで、ステーキの焼き方の絶対原則を語れば『肉汁（旨うま味み）を無駄にしない』ということに尽きる。

　肉のタンパク質は三〇℃あたりから凝固がはじまり、五〇℃を超えると内部の水分、すなわち肉汁が徐々に流れ出てしまう。その後、五〇℃台半ばで『レア』の状態になり、七〇℃台に突入するとほとんど肉汁のない固いステーキになる。

　これを踏まえたうえでステーキの焼き方を説明すれば、強火で両面を素早く焼き固め、ついで弱火で内部まで火を入れる。しかし火を入れすぎるとマズくなるので、ギリギリを見極めなくてはならない。このとき必要になるのが、火と肉の温度を肌で感じ取る熟練の感覚センスであり、これを身につけることで『極み』に達することができる。

　最後に、温めた皿に焼き上がった肉を数分ほど寝かせることで肉内部の温度が絶妙になり、肉汁の豊富な柔らかいステーキが完成する。

　そこまで手順を確認しながら、「……ちょっとヤバいな」と恭きよう太た郎ろうは嘆息する。

　美食家の父親からＤＶドメステイツクバイオレンスまがいのしごきを受け、プロ裸足はだしの技術で肉を焼くことができる恭太郎だが、それもここが現代の調理場だったらという話である。魔法で火力調整をするこの世界ガストルシエルのコンロでは、彼は炎の調整ができない。

　リュミエールかノエルに調整してもらうとしても、おそらく彼女たちではここ一番の微妙な火加減がわからないと思う。恭太郎がいくら丁寧に指示を出しても、経験不足から加減を誤るだろう。

　中途半端なステーキを焼けば、絢けん爛らん豪華なヴィヴィアンのステーキのインパクトに負けかねない。

「王道でビシッと決めたかったんだけどな……」

　ピンチであるにもかかわらず、恭太郎はちょっと楽しげな顔をする。

「しょうがない。裏技を使うか──」





　　　　※






　両者、すべての調理が終わり、審査の時間となった。

　常に冷静であるリュミエールも、さすがに緊張で体温が上昇していく。

「わたしにできることはすべてやったわ」

　リュミエールはつぶやく。ノエルと一緒に、キョータローに指示された通りに調理して無事にパティナの茹ゆでサラダを完成させたのだ。

　そんな中、まずヴィヴィアンの料理が審査員であるソフィアの前に供される。

　それからリュミエールたちのもとにも運ばれてきた。

　目の前に置かれたキュトル（≒牛）の肉焼き、その豪華さに目を見張る。種々の貝と甲こう殻かく類、野菜、キノコが添えられ、果実酒のソースが芳ほう醇じゆんな匂いを放っている。

　なんて豪華で美しい彩いろどりで、しかしルールを無視した卑ひ怯きような料理なのだろう。

　ヴィヴィアン・オールドバレー──彼女とは昔から相性が最悪だった。

　他種族とはいえ、祖父たちの仲がよかったため、彼女の家とは行き来があった。お互い顔を合わす機会も多かった。

　祖父たちにあやかり、自分たちも良き友になるべくリュミエールはがんばった。

　だが、あのドＳ貧乳チビエルフはとんでもない女だった。

　取り巻きにしてやるとか、馬になれだとか、残飯を食べろなどと正気を疑うことをのたまってきたのだ。

　たぶん、純血エルフとしてのプライドゆえに、人間である自分のことを毛嫌いしてあんな嫌がらせをしたのだろう。

　誰かが「好意の裏返し」などと言っていたが、静かなる怒りに包まれていたリュミエールはとことんヴィヴィアンのことを無視した。

　そんなことが十年以上続き、今や不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵となった。

「わたしたちは負けない」

　一言つぶやき、絶対に美お味いしいなんて思ってやるものかと意気込む。

　リュミエールはナイフで肉を切り分ける。断面の中心がほのかに赤みがかっており、肉のこうばしい匂いが鼻び腔こうをくすぐる。思わず彼女のお腹なかが「きゅうぅ」と鳴り、ほとんど無意識にゴクリと唾を飲み込んでいた。

　そして、そのうちの一つをソースに絡からめてから口に入れた。

「美味しい……」

　数秒前にした決意があっさり崩されてしまった。でも美味しいのだからしょうがない。

　果実酒の甘いソースが絶妙で、おもわずほおが緩ゆるんでしまいそうになる。

　さらに、付け合わせの魚介類も、パティナの茹ゆでサラダの味わいも素晴らしい。気づけばヴィヴィアンの料理を完食していた。

　あんな嫌な女が作った料理なのに、もっと食べたいと思う卑いやしい自分がいる。この料理をもう一度食べられるのなら、どんな屈辱も甘んじて受け入れてしまいそうだ。

　そう、裸で首輪をして、あのドＳエルフにひざまずいてもいいとさえ思ってしまう。

　屈服なんてしたくないのに、彼女の料理を口にしてしまった今、心のドレスをすべて剝はぎ取られてしまったようだ。

　想像以上のヴィヴィアンの実力と、美味なる料理に、自分たちはこの肉焼きに勝てるのだろうかと焦燥感で心がざわつきだす。

　そんな不安定な気分の中で、キョータローの料理がリュミエールの前に運ばれてきた。

　ソースも付け合わせもないただの焼いた肉──ヴィヴィアンのそれと比べると地味以外の何物でもなく、インパクトで完全に負けている。味付けも向こうの芳ほう醇じゆんなソースに対してこちらは岩塩のみである。

「……絶望的だわ」

　リュミエールはつぶやくと、目の前に立つキョータローを見上げる。キョータローと目が合い、彼が「大丈夫だ」というようにニッと笑った。

　しかし極限まで弱っている心ではキョータローを信じることができず、リュミエールは肉を切り分けると、焦点の合わない瞳ひとみのまま一口食べた。




　──プチン!?




　弾力性に富んだ、弾はじけるような音が頭の中で派手に響いた。

　ついで……奔ほん流りゆう！　圧倒的で暴力的な旨うま味みの洪水が押し寄せて、自分をドＳエルフのもとから遥はるかなる新天地へと連れ去ってくれる。

「すごいっ!?」

　囚われた心が完全に救われて、リュミエールは感嘆の声を上げていた。

　嚙かむたびににプチンプチンと独特の歯ごたえがして、熱々の肉汁が口こう内ないに溢あふれ出でる。その肉汁と共に肉を飲み下し、胃の腑ふに落ちるときの「肉を喰くらっている」感が半端ない。

　さらに岩塩だけというシンプルな味付けが、肉本来の野性的な旨味を上品に仕上げている。熱々の肉汁と旨味の波状攻撃に抗あらがうすべはなく、気がつけば汗の粒が額からしたたり落ちていた。

　汗で濡ぬれた前髪をかきあげると、リュミエールはちょっと行儀悪く唇くちびるをペロリとなめ上げる。そして美味なる余韻に浸ひたりながら、ほうとため息をついた。

　今になって思うと、ヴィヴィアンの肉焼きはソースの味と、付け合わせの魚介類の味しかしなかった。肉汁などほとんどなく、肉本来の旨味など感じられなかったのだ。肉を食べているようで、その実ソースと魚介類を食べているにすぎなかった。

　でもキョータローの肉焼きは違う。ガッツリと肉を喰らっているのを意識できるのだ。

「次はパティナのサラダね」

　肉をすべて平らげ、次の料理に移る。












　この、パティナを茹ゆでてマヨネーズであえたサラダはリュミエールとノエルで作ったものだ。ただ、味見はキョータローがしており、彼女はまだ味わっていなかった。

　しかし、ヴィヴィアンの作ったものとほとんど同じなので味に大きな違いはないだろうと、リュミエールは考える。

「でも、せっかくの料理なのだからいただかなくちゃ」

　木匙さじでサラダをすくって口へと運んだ。

「ふわぁ……」

　あまりのことに変な声が出た。

　先ほど食べたサラダと見た目は同じなのに、味は断然こっちのほうが上なのだ。

　いや、『味』自体に優劣はない。ただこちらのほうがとんでもなく爽やかだった。

　そもそもヴィヴィアンが作ったこのサラダはマヨネーズの味が濃厚なため、肉焼きと一緒に供するにはくどいと感じていたのだが、キョータローのそれは、目が覚めるようなすっきりとした酸味で口当たりが抜群によかった。

　脂っこい肉のあとに酸味の利きいたサラダ──。

「おいっしぃいいいいい!!　これならいくらでも食べられるわ」

　リュミエールは心の昂たかぶりから体温の上昇を感じて、制服の胸もとをわずかにはだける。そして、艶つやっぽくほおを火ほ照てらせながら歓喜の声を上げた。
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　全員の試食が終わった──。

　恭きよう太た郎ろうは周りを見回す。自分の料理を食べた人たちが全員、満足げな顔をしている。あのヴィヴィアンでさえもウットリとしていた。

　と、ソフィアが艶えん然ぜんとほほえんだ。

「素晴らしい料理です。でも、どうしてこんなに美お味いしくお肉を焼けるのでしょう？」

「難しいことはやってないですよ。おれは『ステーキのムニエル』を作っただけです」

　隠すつもりもなかったので、恭太郎はあっさりと裏技の正体を明かす。

「ムニエル？」

　不思議そうな顔をするソフィアに恭太郎は説明する。

「はい。まず肉に小麦粉を薄くまぶします。この状態で焼くと、肉から出てくる水分と熱で小麦粉のデンプンが糊こ化か……」

　小麦粉のデンプンが糊化（αアルフア化）して肉を包むので肉汁を閉じ込めてくれる。さらに、デンプンが熱をガードしてくれるので、火の微調整に多少の猶予期間ができる。

「……それに加えて、デンプンによるとろみが焼き固まるから、それが独特の歯ごたえになります」

「瑞みず々みずしい果実のような、あの気持ちのいい食感は小麦粉によるものだったのですね」

　感心するようにほほえむソフィアに、恭きよう太た郎ろうはうなずく。ちなみに、この世界ガストルシエルの小麦粉も彼の世界のそれとほとんど同じものだった。

　そのとき、ヴィヴィアンが会話に入ってきた。

「そんな方法で肉焼きがこんなに美お味いしくなるなんて……いえ、それよりもサラダよ！　どうして同じものであんなにも差が出るのよ！」

「根本的な話なんだけど、ポテトサラダってステーキに合わないんだ」

　ステーキもポテトサラダも重い料理であり、組み合わせとしての相性はよくない。

　本来ならこんな組み合わせで献立は作らないのだが、今回は勝敗を明確にするためにヴィヴィアンに合わせた。

「あ、あの、だったらどういうサラダなら合うんですか？」

　遠慮がちに、しかし興味津々にノエルが訊きいてくる。

「そうだな、シャトロンなんかの柑かん橘きつ類るいを使ったサラダならとりあえずなんでも合う」

　シャトロンというのは、こちらの世界のレモン的な果実のことである。リヴ曰いわく、味や成分もほとんど同じだという。

　シャトロン──つまり、レモンを使ったサラダなら肉料理との相性もいいのだ。

　特にレモンの成分の一つであるエリオシトリン（シャトロンにも含まれている）は、腸での脂肪吸収を抑えるダイエット効果もある。あとは単純に、肉によって脂っぽくなった口の中を、柑橘類の爽やかな酸味が洗い流してくれるからだ。

　それから恭太郎は人差し指と中指を立てて、

「今回、ポテトサラダに使った隠し味は二つ。一つはシャトロンの果肉を混ぜたんだ。もう一つはオレンジ……この世界だとアランジュの果汁を使ってマヨネーズを作った」

　そう、アランジュ（≒オレンジ）のマヨネーズとシャトロン（≒レモン）の果肉の、異なる酸味の二段構えでステーキに合うポテトサラダを完成させた。

「負けないように完かん璧ぺきに準備してきたのに。まったく歯が立たなかった……」

　ヴィヴィアンが膝ひざから崩れ落ちる。

　それを合図にするようにソフィアが立ち上がり、

「勝負がつきましたね。異世界の方、あなたの知識と技術に、ヴェルミリオン王立料理学園学園長ソフィア・ガヴァリエーレ、心より敬意を払います」

　優雅に、そしておごそかに腰を折った。

　同時に、食堂から成り行きを見守っていた学生や教師たちからざわめきが起こり、ついでエルフ以外の種族から歓声が上がった。

「ふう。これで元の世界に帰れるな」

　恭きよう太た郎ろうが安あん堵どの息をついたとき、リヴが申し訳なさそうな声を出す。

「キョータロー、ちょっと言いにくいのじゃがの、その、おぬしを還かえせなくなってしまった……」

「は？」

「なぜか知らぬのじゃが、サブの核も一つなくなってしまったようなのじゃ」

「はぁああああ？」




　神楽かぐら坂ざか恭太郎、異世界での華麗なる料理人生活の始まりであった。






第二章　異世界での日常
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　ヴェルミリオン王立料理学園──。

　人間の国であるバレンロード王国の王都に新設された、料理の技術と知識を授ける学園（四年制）である。いまだ大陸は先の大戦から復興しきれず、ゆえに料理を専門的に教える教育機関はここしかなく、種族の垣根を超えて十代半ばの多様な学生が学んでいる。

　三百年前の英雄が『人間』であり、彼がバレンロード王国で料理を広めたことにちなんでこの国に学園が置かれた。しかし学園長は支配種であるエルフが務めるなど政治色は濃く、学園内でもエルフが幅を利きかせている。

　そんな学園に、ステーキ勝負の直後、学園長ソフィアの計らいで恭太郎は入学した。

　そして三日が経たった。




　恭太郎の朝は、学園の鐘しよう楼ろうから流れる鐘の音で始まる。

　文明レベルは彼の世界の中世ほどなのだが、振り子の原理が既に発見されているようで、電子時計のようなハイテクなものはないが懐中時計は存在していた。

　ベッドから起きると、恭きよう太た郎ろうは素早く制服に着替える。学園から、調理着と共に制服が支給されており、実技の授業以外では後者のほうを身に着けることになっている。

　それから、文ふ机づくえの上でまだ半分寝ている食神──包リ丁ヴを手に取った。彼女がいないと恭太郎はこの世界ガストルシエルの言語がまったく理解できないので、基本的にはいつでも一緒に行動する。

　部屋を出て、恭太郎は学生寮内の共同水場に向かった。

　到着して水場で顔を洗っていると、

「おはようッス、キョータロ」

「ブヒヒヒヒ、今朝も良い天気だ」

　タータンとマードンに声をかけられる。

「おう。いい天気だな」

　片手を上げて恭太郎が応えると、二人も顔を洗い出した。

　タータンとマードンはこの世界で初めてできた同性の友人だ。種族は全然違うが同じ十六歳の男子学生である。

「ふう、さっぱりしたッス」

　タータンがブルブルッと顔を左右に振ると、水滴がパパッと散った。

　彼を一言で説明すれば『犬人間』である。童話などに出てくるコボルトに似ており、豊かな獣毛に、柴しば犬いぬのような愛らしい顔をしている。

「腹が減ったわい、ブヒヒン」

　もう一人のマードンは、さしずめ『馬人間』といった感じだ。ギリシア神話に出てくるミノタウロスの馬バージョンと言えば想像しやすいかもしれない。

　二メートル超の長身は隆々たる筋肉と、しっとりとした体毛に覆おおわれており、加えて澄んだきれいな瞳ひとみをしている。

　ヴィヴィアンとのステーキ勝負が終わったすぐあと、二人とも恭太郎に興味を持ったようで話しかけてきたのだ。

　とても気のいい連中であっという間に仲良くなった。

　特にマードンは、その日のうちに恭太郎がニンジン（的な野菜）のグラッセをご馳ち走そうした途端、「神だ！　神がここにおるぞ」とひざまずいたほどだった。

「さ、朝飯食いにいこうぜ」

　恭太郎は二人をうながして食堂へと向かった。

　ちなみに、リヴは寝起きのテンションが低く、朝はほとんど会話に入ってこない。

　途中、中庭を移動する。

　中庭には、三百年前の英雄の銅像が置かれており、信心深い学生は毎朝祈りを捧ささげるらしい。恭太郎は信仰心というものをあまり持ち合わせていないので祈るようなことはしない。とはいえ、銅像を見れば英雄が日本人かどうかわかるかもしれないと初めは期待していた。だが、長い年月によって徐々に緑ろく青しようで覆おおわれてしまったようで顔の判別がつかなかった。そのため、恭きよう太た郎ろうはこの銅像への興味を失ってしまった。

　ほどなくして食堂に到着する。

　三人は空いている席を探すが、これがまたちょっと注意が必要なのである。

　棲すみ分わけというか、純血エルフたちのグループとそれ以外の種族のグループというふうに、派閥のような感じで固まっている。ゆえに、恭太郎のような純血のエルフに嫌われている者がうっかりと彼らのそばに座るとトラブルに発展する恐れがあるのだ。

　恭太郎は入り口付近をサッと見まわしてノエルを見つける。周りに純血のエルフたちは座っていなかった。

「おはよう、ノエル」

　彼女の隣の席に恭太郎が腰かけると、タータンとマードンも対たい面めんの席に座った。

「お、おはようございます！　キョータローさん、それに皆さんも」

　ノエルは恭太郎たちが隣に座ることに緊張しているようで、視線をあっちこっちにさまよわせて顔を真まっ赤かにする。

　恭太郎も毎朝、小動物のようにあわあわするノエルを見ると、昔飼っていたハムスターのチョコチョコした動きを思い出して心がホッコリする。

　だが着席と同時に、周囲からの、もはや日課のようなヒソヒソ声が聞こえはじめる。

　タータンやマードンのように、異世界人である恭太郎やハーフエルフのノエルに好意的に接する者は少数派であり、ほとんどの学生は遠巻きに警戒している。

　ヴィヴィアンに勝利したとき喝かつ采さいを送っていた連中も、学園を牛ぎゆう耳じる純血エルフを敵に回すことを恐れているようなのだ。

　ふと視線を感じて、純血エルフのグループに振り向くとヴィヴィアンと目が合った。が、すぐに目をそらされてしまった。

　あの勝負のあと、恭太郎が見守る中でヴィヴィアンがノエルに謝ろうとしていたようなのだが、直後にリュミエールとの罵ののしり合いが始まり、謝罪はうやむやになってしまった。

　さらにその言い争いではリュミエールに負けていたので、近いうちにまたちょっかいをかけてきそうな気がする。

　そんなことを考えているうちに、リュミエールと他の朝食当番が料理を運んできた。

　この学園では、朝食は学生が回り持ちで調理することになっており、今週は彼女も当番の一人なのである。

　全員の前に料理が並び、食事の時間となる。当番の学生は厨ちゆう房ぼうで食べることになっているので今ここにリュミエールはいない。

　本日の朝食は、雑穀パン、豆と燻くん製せい肉のスープ、生野菜のサラダと果くだ物ものである。

　味はそれほど悪くなかった。

　もちろん、意地悪くアラを指摘していけば、スープの出だ汁し（おそらくブイヨンだと思われる）の煮込み時間が足りないとか、サラダのドレッシングの油分が多いとか、いくらでもケチはつけられる。

　しかし、そういった細かい点を除けば特に不満は残らなかった。

「改善の余地はあるけど、料理学校の食事だけあってそれなりだよな」

　つぶやきつつ、恭きよう太た郎ろうは食事を摂とった。

　朝食が終わると休憩時間をはさんで授業となる。

　授業は料理の講義と実技に分かれており、まずは講義からはじまる。

　恭太郎にとっては今更な授業内容だったが、学園生となった以上は真面目まじめに受ける。

　一度、伝説の調味料マヨネーズの作り方を披露したら大好評で、生徒だけでなく教師からもとても喜ばれた。

　ただ、純血エルフの教師や生徒からはより一層の敵意を向けられることになった。高い調理技術と、豊富な知識を持っている彼らからすれば、自分たちですら知らない伝説の調味料マヨネーズの作り方を簡単に教える恭太郎は嫌けん悪おの対象を超えて脅きよう威いの存在になるのだろう。

　講義が終わると実技の授業となり厨ちゆう房ぼうに移動する。

　ここで昼まで調理技術を学ぶと一日の授業は終了となり、昼食後は自由時間になる。

　トラブルのようなことも起こらず、調理の授業と昼食が無事に終わった。

　そして午後の自由時間──自習をする者もいるが、やはりほとんどの学生は友人とのおしゃべりや、街への買い物に使ってしまう。

　かく言う恭太郎も、タータンやマードンと駄だ弁べることに時間を費やす。もちろん元の世界へ帰りたいという思いはあるが、環境適応力が高い彼はなんだかんだでこの世界ガストルシエルに馴な染じんでいるのである。

　今日もタータンたちとすごそうと思っていたら、

「今から少し付き合ってほしいのだけど」

　リュミエールからいきなりお誘いを受ける。

「デートじゃないッスか！　デート!!」

　タータンが尻尾しつぽをパタパタと振りながら騒ぎ出し、恭太郎も異性からの、しかも学園の中でトップクラスの美少女であるリュミエールからの申し出にドギマギする。

「デートじゃないわ。掃除に使う磨き粉を街まで取りにいくから男手が欲しいの」

　リュミエールが涼しげな表情を崩さずに言ってのける。ほおに赤みが差しているように見えるのは、たぶん気のせいだろう。

「そんなことだと思ってたよ」

　美少女とのデートという甘酸っぱい青春を期待してしまっただけに、恭太郎は恥ずかしさのあまり身み悶もだえしそうになった。




　ヴェルミリオン王立料理学園はバレンロード王国の王都、その東端に置かれている。

　学生たちが『街』と呼ぶ商業区は南西にある。ちょっとした距離なので学園所有の馬車を使おうとしたが、すべて貸し出し中だったため、二人は『街』まで徒歩で向かった。

　自動車もバイクも、自転車すらない不便な世界だが、そのぶん空気は美う味まく、煉れん瓦が造づくりの町並みはまるでヨーロッパの古都のようで、恭きよう太た郎ろうには新鮮だった。

　そして商業区に近づくにつれ、さまざまな種族の人たちで道は溢あふれかえる。

　亜人種には慣れたつもりだったが、学園の外だけあって年齢層や職種に幅があり思わず見入ってしまう。

　そんな中でも、特に興味を惹ひかれたのが虎人ウエアタイガーと竜冠族ドラーゴである。

　虎人は、人間に虎のような獣耳や尻尾しつぽが生えた種族で、竜冠族も、人間にドラゴンのような二本の歪わい曲きよくした角が生え、身体からだの一部が鱗うろこでおおわれている種族なのだ。

「……虎人や竜冠族はタータンたちとは違うんだな」

　恭太郎は独りごちた。

　そう、タータンやマードンが人間のような姿をした犬だったり、馬だったりするのに対して、彼らは獣耳や角が生えているだけで、コスプレだと言われれば信じてしまうほど人間と容姿に大差がないのだ。

「そうね。タータンたちよりも、虎人や竜冠族のほうがわたしたち人間に近い生き物よ」

　独り言の意図を汲くみ取とったようで、リュミエールが答える。

「でも運動神経は人間を大きく上回るし、寿命も長い。虎人じゃ無理だけれど竜冠族の中には空を飛べる者もいるわ」

「……全然同じじゃないんだな」

　少なくとも人間は自力で空を飛ぶことはできない。

「とはいえ、人間との関係は良好で人と……」

　途中まで話し、しかしなぜかリュミエールが口ごもった。しかも、うっすらとほおを上気させながら、キョロキョロと目を泳がせていた。

「ん？　人間とは友好的で、それからなんなんだ？」

　恭太郎はその先を知りたくてリュミエールに続きをうながす。

「つ、つまり、人と……するのよ」

　恥ずかしげにぼそぼそと話しながら、リュミエールの顔がどんどん赤みを増していく。

「肝心のところが聞き取れないんだけど」

　彼女の表情の変化を不思議に思いつつも、恭太郎は訊きき返す。

「だから、人と、その、……するのよ」

「いや、もっとはっきりとしゃべってくれよ」

　あまりにも要領を得ず、恭きよう太た郎ろうはちょっと困ってしまった。

　そんな恭太郎に、リュミエールは「うぅぅ」と恨うらめしげなうめき声を出す。だが彼女も意を決したようで、制服のフレアスカートの裾すそをギュッと摑むと声を張り上げた。

「子づくりするのよ！　人間とエ、エッチなことをして子どもを作る者もいるの!!」

　やけっぱちに告げるや、リュミエールは涙の浮いた瞳ひとみで恭太郎を睨にらむ。その顔色は湯気が出そうなほど赤々としていた。

「わ、わるい──」

　恭太郎は咄とつ嗟さに謝った。謝りながら顔が熱くなるのを感じ、「なんでリュミエールの表情から理解しなかったんだ」と自身の鈍さ具合にげんなりとする。

　と、リュミエールが上目づかいに睨んだまま口を開く。

「恥ずかしいから謝らないで。あと、さっきのは一秒でも早く忘れてちょうだい」

「わかった。すぐに忘れる」

　恭太郎はぶんぶんと首を縦に振る。それから二人は無言のまま目的の商店に急いだ。

　商業区の大通りに到着する。

　大通りの両端に、食料品や日用雑貨を扱うさまざまな露店が立ち並び、いきかう人々の喧けん騒そうで大いに賑にぎわっていた。

　人々から出る熱気にあてられて、気まずい雰囲気がやわらいでいく。そして二人とも気分が段々と高揚していき、あちらこちらの店を楽しげに眺めながら歩いた。

　そうしているうちに、ふと違和感を覚えた。

　旅人や商人、諸もろ々もろの職人などいろいろな職業の人がいるのに一度も衛兵などの軍人を見ないのだ。加えて武器屋とおぼしき店もない。警察官っぽい人は巡回していたけれど。

　なぜだろうと思ったが、その直後に目的地に着いたため、疑問はすぐに消えていった。

　二人が訪れたのは露店などではなく、『ミンストン商会』という他大陸との交易に力を入れている商会の本店だった。

　リュミエール曰いわく、この商会から学園は、厨ちゆう房ぼうの掃除に使う磨き粉を卸してもらっているとのこと。本来なら配達をしてもらうのだが、たまたま本日は人手不足により学園こつちから取りにくることになったのだ。

　他大陸の品だという磨き粉が麻袋で八つ用意されていたが、さすがにこんなに持って帰れないので、一つだけ持って帰ることにして残りは後日配達してもらうことになった。

　恭太郎は興味深げに麻袋の中の磨き粉に触れる。

　すると、今までずっと会話に入ってこなかったリヴが口を開いた。

「これはおぬしの世界で言うところの『重曹』じゃな」

「なるほど。キッチン周りの強い味方だ」

　磨き粉の正体を知り恭きよう太た郎ろうがうなずいたとき、店の奥から身なりのいい男性が慌ててやってきてリュミエールに丁寧に礼をする。

　男はリュミエールのことを「お嬢さま」と言い、何度も何度も頭を下げていた。

　その挨あい拶さつも終わり、二人はミンストン商会をあとにした。




「さっきの人って誰だったんだ？」

　商業区から外れた広場の一角で休憩しながら恭太郎は訊きいた。

「あの人は商会の支配人よ」

「へえ、偉い人なんだ」

「ええ。それにとても頭のいい人よ」

「そういえば、昔はリュミの家で使用人頭として働いておったの？」

　二人の会話にリヴも入ってくる。

「そうね。財産の管理と運用も任せていたわ」

　リュミエールが懐かしそうな顔をしてうなずいた。

　恭太郎は露店で買った梨のような果実をかじりながら、「使用人とか財産とか豪勢な話だよな」とボンヤリと考える。

「……って、リュミエールの家って使用人とかいるんだ」

「リュミのノーデンフェルト家はの、大戦以前は王家とも婚姻関係にあった大貴族なのじゃ」

「それってお姫さまってことだよな、すげえ」

　感嘆の声を上げる恭太郎に、しかしリュミエールは憂ゆう鬱うつの色を顔に浮かべる。

「……昔はね。でも大戦をきっかけに徐々に没落していって、今じゃ商人に足下を見られながら家宝の品を切り売りするような没落貴族よ」

　フッとため息をつき、

「家宝の品もとうとうリヴだけになってしまったわね」

「世せ知ち辛がらい世の中じゃからなあ、まあしょうがない話じゃな」

「なあ、リヴってリュミエールん家ちの持ち物だったのか？　しかも家宝だなんて……おれなんかが持ってていいのかな」

　大貴族の家宝を気安く手にしていいのだろうかと、恭太郎はちょっと焦ってしまう。

「問題ないわ。あなたは食リ神ヴに選ばれたんだし、そもそも持ち歩いてないと会話もまともにできないわ」

　リュミエールが、「そうでしょう？」と無防備にこちらの顔をのぞき込む。

「そ、そうだけど……」

　思いのほか顔の距離が近く、彼女の甘い匂いがふわりと鼻をくすぐり、恭太郎はドキドキしてしまう。それを悟られないように別の話題を口にする。

「それにしてもさ、リヴも神さまなのに人間の持ち物になったりして大変だよな」

「長い神じん生せい、そりゃいろいろなことがあったもんじゃ。宝石を散りばめた台座に載せられて一万人の人間にひざまずかれた時代もあれば、洞どう窟くつの宝箱の中で百年くらい眠ってたこともあったの？」

　リヴは懐かしげな声で語り、しかし次の瞬間には「ふぅ」とため息をつく。そして再びしゃべりだす。

「とはいえ、そういった記憶もほとんどおぼろげなんじゃ。メインの核が盗まれてしまったからの。いつの間にかサブの核も一つなくなっておるし」

　リヴのメインの核は、食の知識や技術、時空間移動をつかさどるほか、『記憶』にも作用するらしい。さらに、二つの小さな宝石であるサブの核は『時空間移動の補助』と、『言語の調整能力』を担になっており、前者のサブの核をリヴは最近失っている。

「ああ、最悪じゃ」

「最悪なのはおれだって同じだ。いつ家に帰れるかもわかんないんだからさ」

「ごめんなさい──」

　突然、リュミエールが立ち上がり、恭きよう太た郎ろうに深々と頭を下げた。

「もとはといえば、あなたを喚よんでしまったわたしのせい。どれだけ謝ったところで許されるものではないわ」

　リュミエールの口調が一段と重くなる。

「あなたの気が済むならどんなことでもするつもりよ」

「あのな、お前みたいな美人が『どんなことでもする』とか言うなよ」

　その無防備な発言に、恭太郎は嘆息する。

　すると、リュミエールも自身の発言の意味に気づいたようで、視線をそらすと唇くちびるをもにゅもにゅとさせる。

　それから彼女はおずおずと恭太郎を見上げ、ためらいがちに口を開いた。

「……それでも、なにかしなくちゃわたしの気がすまないわ」

　弱々しげに、しかしジッとこちらの瞳ひとみを見つめるリュミエール。その誠実な思いを裏切るべきじゃないと考え、恭太郎は自分の正直な気持ちを口にする。

「さっきは最悪とか言っちゃったけど、なんだかんだでおれはここが楽しいと思ってる」

　もちろん不便なことは多い。ホームシックになることもある。だけど、気のいい友人たちもできたし、マヨネーズなどのレシピを公開したときには社会に貢献しているという喜びを感じることもできた。

　それに、リュミエールは折に触れて謝罪しており、そうやって罪の意識に苦しんでる人に強くあたりたくなかった。それは単なる弱い者いじめだから。

「そもそもステーキ勝負の前に帰ることだってできたんだ。その機会を蹴けったのはほかでもないおれ自身だからさ」

　その翌日に、リヴのサブの核が無くなってしまったのは誤算だったが……。

「ありがとう。あなたには助けてもらってばかりね……なんだかあの少年を思い出すわ」

　懐かしそうな顔をしつつも、申し訳なさそうに言うリュミエール。

　恭きよう太た郎ろうは、「あの少年」とは誰だろうと疑問を覚えたが、とりあえず今は彼女の気持ちを軽くしたいと思った。

「おれたち友達だろ？　友人を助けるのは当たり前のことだ。リュミエールが困ってたら何度でも助けるよ」

　言ってから、なんてキザなセリフだろうと頭を抱えそうになった。

　しかしリュミエールがはにかんだ笑みを見せる。それから、胸の前で両手を握り合わせると逡しゆん巡じゆんするような間が流れ、ちょっと恥ずかしそうに言葉を紡つむぐ。

「──リュミって呼んで」

「え？」

「わたしのことリュミって呼んでほしい。リュミエールだとよそよそしいから」

　緊張のためか、吐息のようなかすれた声だった。だがそれが逆に、熱っぽいような色気のある声音になっていた。

「わ、わかった」

　その色気のある声に聞きき惚ほれてしまい、恭太郎は返事につかえてしまった。

「じゃあ、キョ、キョータロー、そろそろ帰りましょう」

「お、おう……リュミ」

　ぎこちない感じでお互いの名前を呼び合い、その後は気恥ずかしさから一言もしゃべれず、二人は学園への帰途に就いた。





　　　　※






　同時刻、同場所。木陰から、二人を見ている人影があった。

　赤みがかった桃色の髪に、小生意気な目つきの少女──ヴィヴィアン・オールドバレーである。リュミエールをぎゃふんと言わせようと、学園からずっと尾行してきたのだ。

　しかし弱みを見つけるどころか、なんだか二人がちょっといい雰囲気になっていて、こんなところでコソコソしている自分が惨みじめになってくる。

「このわたくしを、こんな気分にさせるなんてますます許せないわ」

　逆さか恨うらみ以外の何物でもないが、そういう性格が良くも悪くも彼女を行動的にさせている。

　それからリュミエールに一泡ふかすべく、ヴィヴィアンは思案する。

　と、すぐそばの串焼き屋の露店で、店主とおぼしきオヤジが怒声を張り上げた。

「うるさいわね。このわたくしが考えごとをしてるっていうのに」

　唇くちびるを尖とがらせながらも、ヴィヴィアンはなんとなくその怒鳴り声を聞いてみる。

　要約すると、これから客の増える時間帯に突入するにもかかわらず、若い店員が串焼きの材料の補充を忘れていたようで、それで怒っているようだった。

「間抜けな店員ね。そんなへまをやらかしたらクビになっても文句言えないわよ」

　ヴィヴィアンはつぶやく。そしてその瞬間だった。彼女はとんでもなく陰険な作戦を思いついたのだ。

「ふふふ、なんでこんな単純な方法、今まで考えつかなかったのかしら」

　不敵な笑みを浮かべながら、ヴィヴィアンは自身初となる勝利を確信する。

「やっとあの女がオロオロする姿が見られるわ。明日の朝が楽しみ！」




　　　　２




　翌朝──。

　鐘しよう楼ろうから鐘の音が流れる前の早朝、恭きよう太た郎ろうは夢とうつつの中でまどろんでいた。

　そんな彼の耳に、ドンドンとドアを叩たたく音が聞こえる。

　しかし睡魔のほうが勝り、恭太郎は毛布を頭まですっぽりとかぶった。頭の片隅で、「そういや、ドアの施せ錠じようしてなかったな」と考えながら。

　次の瞬間、ドアが開けられ誰かが入ってくる。ついで毛布が剝はぎ取られた。

　恭太郎が寝ぼけまなこで顔を上げると……リュミエールの顔がアップで映った。

「うおっ！」

　おもわず驚きの声を上げる恭太郎。対してリュミエールも、いつもの冷静さがなく真まっ青さおな顔をしている。

「キョータロー！　大変なの、朝食のパン生地がどこかにいってしまったわ」




　厨ちゆう房ぼうは絶望感で溢あふれていた。

　十数人いる朝食当番の学生たちが表情を暗くして座り込んでいる。中には嗚咽おえつを漏らす女子学生までいた。

　まるで葬式にでも参列している気分になりながら、恭太郎はリュミエールに振り向く。

「……もう一度訊きくけど、朝飯のパン生地がなくなっただけなんだよな？」

「ええ、そうよ」

　リュミエール曰いわく、昨夜のうちに二次発酵まで済ませておいたパン生地が、今朝厨房に入るとなくなっていたのだという。

　ちなみに、この世界ガストルシエルでもパンはパンと呼ばれている。この世界独特の名称も存在するらしいのだが、三百年前の英雄が『パン』と呼んでいたのでそっちの名前が定着したらしく、米や小麦粉も同じ理由で『米』、『小麦粉』と呼ばれているとのことだ。そういう例は他にもあるらしい。

「にしても、ちょっと大おお袈げ裟さなんじゃないか」

　ここまで悲観しなくてもと、恭きよう太た郎ろうは首をかしげる。

「大袈裟じゃないわ。朝食の、それも主食の準備ができなければ厳罰ものよ。最悪、停学処分もありえるわ」

「停学？　そんなんで停学とかおかしいだろ」

「料理人を育成する学園だから『調理』に関することには厳しいのよ。それに朝一番の食事には、食の神が宿ると言われて神聖なものとされているから」

「ふわぁああ、いくら妾わらわが食神でも朝食に宿ったことなぞ一度もないぞ？」

　低血圧ゆえかリヴがぶっきら棒に言った。

「あくまでそう言われているだけよ」

「ふう、人間どもの想像力ってやつは豊かなものじゃの」

「言い伝えは置いておいて、主食の代わりになるものはないのか？」

　話が脱線しそうだったので恭太郎は話題をもとに戻しつつ、質問する。

「街からの食料の配達前だから米も豆もないわ。小麦粉ならまだあるけど」

　この地では稲作もおこなわれており、パンほどではないが米もしばしば食卓に上がる。

　と、うな垂れていた朝食当番の男子学生や、女子学生が次々に自や棄けの声を上げる。

「なにも食糧庫がカラのときになくならなくてもいいのに」

「そうだよ。今からパンなんて作れるわけない」

「全員、停学になるんだわ。最悪よ」

　彼らが投げやりになるのも理解できる。パンを一から作るには時間がかかるのだ。

　パン作りの工程を超簡単に説明すれば『こねる→一次発酵→ベンチタイム（≒生地の休息時間）→二次発酵→焼く』というものになる。

　ちなみに、リュミエールたちがやっている、「昨夜のうちに二次発酵まで済ませておく」というのは最低の行為だ。発酵状態を見極めてベストな状態で焼いてこそやわらかなパンになるのである。発酵しすぎれば一気に味は落ち、それまでの工程を無駄にしてしまう。

　とはいえ、彼女たちの怠慢は意図的なものではなく無知ゆえのものなのだろう。

　今はそれに目をつぶるとして、一次発酵に三、四十分、ベンチタイムに十分から十五分、二次発酵に（条件にもよるが）四十分前後の時間がかかる。

　これに、こねる時間や焼く時間を加えれば、全工程で二時間はかかることになる。

　しかし恭太郎が厨ちゆう房ぼうに向かうときには鐘しよう楼ろうで起床の鐘が鳴っていたので、あと三十分もすれば腹ペコの学生たちで食堂が埋まるだろう。

「……一体誰がパンの生地を持っていったというの」

　苦々しげに眉まゆを寄せて、リュミエールがつぶやいた。

　そのとき、まるで彼女のつぶやきに呼応するかのように厨ちゆう房ぼうの扉が派手に開いた。

「あは、なんだか『トトルケの夜』がはじまったかのような陰いん鬱うつさね？　リュミエール、朝食は作らなくていいの？　停学になっちゃうわよ」

　ルンルン、と鼻歌まじりにヴィヴィアンが入ってきた。

　そしてその瞬間、誰もが今回の犯人を理解して、一斉に「うわぁ」という顔をする。恭きよう太た郎ろうを含めて誰もが、「お前ら二人の喧けん嘩かに巻き込むな！」と内心で突っ込んだ。

「ヴィヴィアン、今ならまだ許してあげるからパンの生地を返してちょうだい」

　対決するようにリュミエールが一歩前に出た。

「パンの生地？　なんのことかしら？」

　ヴィヴィアンも同様に一歩前に出て、ふふんと嫌みな笑みを向ける。

「返しなさい。貧乳エルフ──」

「はあ？　はあぁああ？　あんただって貧乳……くっ」

　リュミエールの豊かな胸元をチラリと見るや、ヴィヴィアンが悔しげにうめく。

「ちょっと前までは同じくらいだったのに……ムカつくわ！　あんたなんてオネショ女じゃない！」

「……オネショなんてしたことない」

「ふーん、社交界じゃ有名よ？　ノーデンフェルト家のリュミエール嬢は十二歳までオネショをしていたって。今何歳かしら、十六？　あら、あらあら、つい最近の話ね」

「裸にならないとトイレにいけない変態のくせに」

「ぐぅ、冷血ヘビ女」

「貧乳チビエルフ」

「能面ブスっ!!」

　一連のやり取りを見ながら恭太郎は立ちすくむ。

「……なんなんだ、あの罵ののしり合いは」

「ま、いつものことといえば、いつものことじゃな。ふわぁああ」

　まだ眠いのかリヴはあくびを一つ、

「とはいえ、今回はまたずいぶんと意地悪な姑しゆうとめみたいなことをしてくれたもんじゃな」

　なるほど、パン生地を盗むなんて地味に陰険なところが、なんだか嫁よめ姑しゆうとめ戦争っぽい。

　そこで恭太郎は『姑』という言葉でふと思いついた。

　ヴィヴィアンはエルフなのだから、実はそういう年齢なのかもしれない。エルフは見た目が十代の少女でも、実年齢は百歳以上なんてザラにあるみたいだし。

「なあリヴ、ヴィヴィアンってやっぱり百歳とか二百歳とかなのかな？」

「いいや、リュミから聞いた話じゃと、あやつはまだ十八歳じゃ」

「十八？　そんなに若いのかよ」

　いや、若いといっても自分よりも二歳も年上だけれど。

「ちなみに、ノエルは十四歳じゃ。エルフといっても、みんながみんなババアというわけじゃないのじゃぞ？」

「なるほど。まあ、そうだよな」

　リヴの説明に、恭きよう太た郎ろうも納得する。

　ちなみに彼女たちの年齢は今知ったばかりだが、リュミエールとノエル、ヴィヴィアンの三人は同じ学年（四年制・第二学年）である。種族や、家の事情などによって入学の時期が異なり、同学年でも年齢にばらつきが生じるらしい。恭太郎は学園長の計らいでいきなり第二学年に在籍している。

「それにしてもさ、ノエルのほうがヴィヴィアンよりもずっと発育がいいよな。純血とハーフの違いなのかな」

「純血とハーフに違いなんてほとんどないんじゃ。寿命もほぼ同じだからの。ゆえに単にヴィヴィアンの胸が寂しいだけじゃな」

　リヴが、ヴィヴィアンに聞こえないようにこそっとささやいた。

　そのとき、厨ちゆう房ぼうの窓から食堂をのぞいていた学生があえぐように声を出す。

「ああ、もう入ってきた……」

　その声につられて恭太郎も窓からのぞくと、気の早い連中がちらほらと食堂に入ってくるのが見えた。どうやらこちらに残された時間はほとんどないようだ。

「のう、キョータロー。なにか手はないかの？」

　リヴも心配そうな声で恭太郎に話しかける。

「なにかって言っても時間がなさすぎる。発酵させなくちゃパンは焼けないんだからさ」

「ふふん。もう降参して、停学の前に厨房の掃除でも始めたら？　せっかく磨き粉もたくさんあるんだから」

　ヴィヴィアンが意地悪く言い、重曹の入った麻袋を指さした。

　その途端、学生のひとりが大きなため息をつく。

「……掃除するか」

「そうね、心証がよくなるかもしれないし」

「それにしても腹へったな。へへ、いっそ磨き粉でも食べるか」

　諦てい念ねんの感情をあらわにして、厨房が負けムード一色に染まっていった。

　恭太郎はそんな彼らの会話を聞きながらつぶやく。

「磨き粉を食べる……!!」

　その瞬間、彼の頭の中で稲いな妻ずまのように閃ひらめくものがあった。

「ちょっと自分の世界の常識にとらわれすぎてたな──」

　恭きよう太た郎ろうは唇くちびるの端を笑みの形に吊つり上あげて言う。

「みんな、大丈夫だ。おれが今から美う味まいパンを焼いてやる」

「なにを言ってるの？　今からパンを焼くなんて時間魔法でも使わないと無理よ。でもそんな高等魔法、学園長先生くらいしか使えないわ」

　リュミエールがわずかに顔を伏せて心配そうな声を出す。

　しかし恭太郎は気にせず、麻袋の前まで移動すると重曹をひとつまみ取った。

「なあリュミ、パンはどうして発酵させなくちゃいけないんだと思う？」

「どうしてって、やわらかく膨らませるためでしょう？」

「その通り。発酵によって微生物が生地の中で増殖、ガスを発生させて膨らむんだ」

　恭太郎はちょっと芝居がかったふうに、つまんだ重曹をリュミエールへと差し出す。

「だが、とある人たちは発酵させずにパンを焼く方法を見つけた──」

　とある人たち──アイルランド人はイースト菌の代わりに炭酸水素ナトリウムを膨ふくらし粉ことして使用した。現代の日本ならベーキングパウダーという名で親しまれる膨らし粉、その正体こそが『重曹』なのである。

　重曹は膨らし粉以外にも、消火剤、洗剤、医薬品などにも使われる万能品だ。

「──この方法で作ったものを『ソーダブレッド』もしくは『クイックブレッド』と呼ぶ。材料を混ぜて焼くだけで完成するんだ」

　説明をしながら、恭太郎は試しにソーダブレッドを数個だけ作ってみる。

　小麦粉、重曹、砂糖、バターミルク……はなかったので、ミルクと西洋酢ビネガーで代用バターミルクを作り、すべての材料を混ぜ、成型して窯オーブンに入れる。それから魔法で火の調整を頼み、恭太郎の世界での二百度に相当する温度にしてもらい、十五分ほど焼いて完成した。

　完成した焼きたてパンを小さめに切り分け、全員で試食する。

　イースト菌を使ったときのようなふんわり感こそないものの、しっとりとした舌触り、重曹の量を調整しているので苦みもなく、小麦独自の旨うま味みが口の中に広がった。

「ふわっ、なにこれ！　しっとり上品で、でも口いっぱいに力強く弾はじけて……未知で魅惑的で未確認のすっごい美味っ!!」

　ヴィヴィアンが感極まった声を出して身み悶もだえる。

　さらに彼女はほおを桃色に染めながら、まるでマタタビを与えられた猫のようにウットリとした表情をする。

　そしてほろ酔いのような色っぽい濡ぬれた瞳ひとみで、愛めでるようにソーダブレッドを見つめると、再び小さな口でカプリとかぶりついた。

「わたくしこれ大好き！　毎朝、お茶と一緒にいただきたいわ」

　そこでヴィヴィアンが我に返る。場の全員の、冷たい視線に気づいたようだ。

「な、なに見てんのよ。さっさと朝食作っちゃいなさい」

　バツが悪そうに、ヴィヴィアンはそそくさと厨ちゆう房ぼうの隅に移動した。

「ありがとう、キョータロー。あなたが作ってくれたパンのおかげで、わたしたち停学にならずにすみそうだわ」

　リュミエールが恭きよう太た郎ろうのそばに寄ってきて感謝の言葉を述べる。

「こんなの助けたうちにも入らないさ。感謝するなら、ソーダブレッドを作ったアイルランド人にしてくれ」

　カッコつける恭太郎に、しかしリュミエールは熱っぽく瞳ひとみを潤うるませて首を左右に振る。

「全部キョータローのおかげよ。わたしはオロオロするだけだったもの」

　リュミエールがパアッと大輪の花が咲くように愛らしく笑み、もう一度「ありがとう」と礼を言う。

　彼女の笑え顔がおがかわいくて、恭太郎も「お、おう」とぶっきら棒に答えた。

　それから当番全員で寮生分のパンを焼き、スープやサラダの準備を大急ぎで開始する。

　そんな中で恭太郎は、厨房の隅でパンをパクつくヴィヴィアンのもとにいく。

　今回の、パン生地を隠してリュミエールたちを停学に追い込もうとしたことについては身勝手すぎて腹が立ったのだ。












「よう、ヴィヴィアン」

「む、このパンはわたくしのものよ」

「取らねえよ！」

　突っ込みを入れつつ、恭きよう太た郎ろうは真顔で続ける。

「お前とリュミの間にどんないざこざがあるのか知らないけど、関係ない連中まで巻き込むな。お前がどんだけ偉くても、他人の人生をめちゃくちゃにする権利なんてないんだ」

　恭太郎の語気が強いことで、ヴィヴィアンの肩がびくりと震える。

「……今回のことはやり過ぎたと反省してるわよ」

　顔を背けながらヴィヴィアンがぼそりとつぶやく。

　プライドの高い彼女の口から『反省』という言葉が出たので、とりあえずこれでよしとするかと恭太郎もうなずく。

「あと盗んだパンの生地、返すのか食べるのか任せるけど、料理人として捨てることは絶対にするなよな」

「い、言われなくても！　焼きたてのパンを貧民街スラムの孤児院に寄付するつもりよ」

　ヴィヴィアンの返答に納得して、恭太郎もリュミエールたちを手て伝つだう。

　ギリギリで間に合い、しかもソーダブレッドは寮生たちからの評判も良く、無事に朝食の時間が終了した。

　ややもすれば朝食当番全員が停学になる危機を恭太郎は救い、学園内においてその存在はより際きわ立だつことになるのだが、彼自身は自分が注目されていることには鈍感にも気づくことはなかった。




　今朝の騒々しさとは正反対に授業も昼食も平穏に終わり、あっという間に午後の自由時間になった。

　タータンとマードンに街まで遊びにいこうと誘われたが、早朝のパンの一件があまりにも慌ただしかったため、恭太郎は断って部屋で昼寝をすることにする。

　──遊びにいきたかったけどなんか眠いしな。また今度でいいか。

　あくびを嚙かみ殺しながら、恭太郎は寮の自室に戻った。

　慣れない異世界での生活はなんだかんだで精神的な疲労になっていたようで、午後のやわらかな陽ひ射ざしも手伝ってベッドに寝転がるとすぐに眠りについた。

　夢を見ることもなく、恭太郎はのどの渇きによって目を覚ます。

「どれくらい寝たんだろ……」

　窓からの陽射しはまだ高く、たいして眠っていなかったようだ。

「なんじゃ、もう起きたのか。今から街までタータンたちを追いかけるか？」

　文ふ机づくえの上に置いておいたリヴが話しかけてきた。

「そうだな、せっかくだし遊びにいくか」

　だがその前に水が飲みたくて、恭きよう太た郎ろうは共同水場に移動する。

　水場でのどを潤うるおして、外に出るべく正門に向かった。途中、中庭にさしかかると何人かの生徒が自主的に『英雄の像』の掃除をしていた。

　異世界からの英雄──この世界ガストルシエルの『食』を一気に進歩させた人物で、もたらしたものの中には和風の調味料も数多く含まれている。

　一体どんな奴だったんだろうと、ボンヤリと考えているうちに中庭を通り過ぎて食堂の前まできていた。

「あ、あの、どうか厨ちゆう房ぼうを使わせていただけないでしょうか？」

　ノエルの弱々しげな声が聞こえてくる。

　気になってのぞいてみると、食堂の、厨房へと続く扉の前でノエルと数人の学生がなにやら話している。学生は全員人間の男女で、あまり感じのいい連中ではなかった。

「ハーフエルフとかマジでウザいんだよな」

「お前なんなの？　オドオドしてなにアピール？」

「あたし思うんだけど、ハーフエルフとか全員退学になればいいんじゃない？」

　恭太郎に気づいていないようで汚い言葉でノエルを罵ののしっている。

「なんなんだよ、あいつら」

　眉み間けんにしわを寄せながら恭太郎は独りごつ。

「厨房を使わせぬという、典型的なハーフエルフいじめじゃな」

　リヴが耳打ちするようにささやいた。

「それにしたって陰険だ。なんでこの世界はハーフをこんなに毛嫌いしてるんだよ」

「嫌っておるのはハーフじゃなくてハーフエルフなんじゃ。現に、人間との間に生まれた虎人ウエアタイガーや竜冠族ドラーゴは差別なぞされぬからの」

　瞬間的に理解できずに黙り込む恭太郎に、リヴが説明する。

「エルフというのはの、ことのほか血統を大事にする種族なんじゃ。一部の者は病的なほどに純血にこだわって、混血であるハーフエルフを追い出そうとしておる」

「それってただ単にエルフ族だけの問題だよな？」

　なぜ、他種族である人間がハーフエルフを差別するのだろうかと、恭太郎は首を傾ける。

「単なる弱い者いじめじゃな。料理の知識も技術も格上の純血エルフには逆らえぬからの、代わりにハーフエルをイジメて喜んでおるのじゃ」

　リヴが忌いま々いましげに答える。

「おぬしにはまだ話してなかったが、ノエルは学園でも上から数えたほうが早いくらい優秀なんじゃ。ゆえにの、イジメや嫌がらせが陰湿になっていく」

　胸がむかつく話だった。

　まったくもってノエルに非はないのだ。ただハーフエルフに生まれたからという理由でイジメられている。

　ノエルを心配するのと同時に、彼女を差別する連中に怒りが沸き上がる。

　そのとき、学生の一人が耳を疑うようなことを言い放った。

「そうだ！　お前いい身体からだしてんだからさ、脱げよ。裸になったら厨ちゆう房ぼう使わせてやるよ」

　途端に、「脱げ、脱げ」という不愉快な合唱が響き渡る。

　ノエルが肩を抱くように両腕を交差させ、その場にすとんとしゃがみ込む。小動物のようにフルフルと震えていた。

「……ふざけるなよ」

　恭きよう太た郎ろうは口の中だけでつぶやく。

　奴らの、暴力的で冷酷、そして他者のプライドを踏みにじる行為があの男のそれと重なってみえた。

　あの男──そう、他者を思いやったり慈いつくしんだりする心など持たない、嫌い続けてきた自分の父親である。

　目の前の学生たちも、あの男同様に、人間としての大切なものを捨て去ったゲス野郎だ。そんな連中に自分の大切な仲間が傷つけられるのなど絶対に許せない。

「おい！　お前ら」

　恭太郎は食堂に入り、ノエルのそばまで走るように歩み寄った。

「強いやつに立ち向かえなんて言わない。でも立場の弱いやつをイジメるなよ」

「キョ、キョータローさん」

　恭太郎の突然の登場にノエルが驚きの声を上げ、ついでホッとしたのかポロポロと涙の粒がこぼれ落ちた。

「大丈夫か、ノエル」

「は、はい」

　ノエルが目尻の涙をぬぐいながら立ち上がった。

　大丈夫なわけないよなと、恭太郎は自分の発言にげんなりする。

「んだよ、誰かと思えば『英雄』さんか」

　ソバカスの目立つ男子学生が、鼻にかかった声でへらへらと笑う。

「なに本気になってんだよ。うぜえ」

「マジ消えてほしいんだけど？　あたしら今からここ使うし」

　女子生徒が伸ばしに伸ばした爪つめをいじりながら面倒臭そうに言う。

「料理をしようって人間の手じゃないよな」

　女子生徒の、料理学校の生徒にあるまじき長い爪を指摘しながら恭太郎は続ける。

「だいたいなんでお前らに断らなきゃいけないんだ？　学生なら誰が使ってもいいはずだ」

「うぜえ、マジうぜえ」

　垂れ目の男子学生が気けだるげに首を振った。

　それに合わせるように、リーダーとおぼしき『ソバカス』が一歩前に出る。

「別にあんたに喧けん嘩か売ってるわけじゃねえんだよ、邪魔しないでくれ」

「そういうわけにはいかない。ノエルは友達なんだ」

「ふーん、友達ねえ」

　ソバカスは不満げな顔をする。が、なにか思いついたのかニヤリとした。

「昼飯食ったあとで、ちょうど甘いもんがほしかったんだ」

　白々しく言いながら、

「おれたちに美う味まいデザートを食わせてくれたら、厨ちゆう房ぼうを好きに使っていいぜ？」

「……そんなのでいいのか？」

「ふむ。さてはおぬしら、キョータローが美味いものを作ってもマズいと言うつもりじゃな？」

　懐疑的な声を上げて、リヴが会話に入ってきた。

「んなダサいことするかよ。なんだったらそこら辺にいる奴を立ち会わせてもいいぜ？」

　いぶかしむリヴに、ソバカスは潔いさぎよい返事をする。

　それを聞きながら、正直、恭きよう太た郎ろうは拍子抜けしてしまった。

　こういう連中はもっと意地の悪い、絶対に不可能なお題でも出してきそうなのに、一体どういうつもりなのだろうか？

「立会人はいらない。とびっきり美味いデザートを食べさせてやるよ」

　あやしいなと思いつつも、腕に自信のある恭太郎は立会人を遠慮する。

「もし美味いデザートを作れなかったら、英雄さんにはおれたちの使いっぱしりになってもらうけど、いいか？」

　ヴィヴィアンにしてもこいつらにしても、ほんと奴隷とかパシリとか好きだよなと恭太郎は苦笑する。

「構わないぜ？　アンパンでもカレーパンでもダッシュで買ってきてやるよ」

「ダ、ダメです、キョータローさん！」

　恭太郎が勝負を了承した数秒遅れで、ノエルが叫び声を上げる。

「はーい、残念！　もう決まったことだからよ、『待った』はなしだ」

　ソバカスがニヤニヤといやらしい笑みを浮かべる。

「大丈夫だよ、ノエル。こんなの楽勝だ」

　安心させるように恭太郎は明るい声で言う。が、ノエルが力なく首を左右に振った。

「……無理です」

「これでもおれはデザートだってひと通りは作れるんだ。安心しろよ」

「絶対に無理なんです」

　ノエルが飴あめ色いろの瞳ひとみを曇らせてオドオドと上目づかいに訴える。

「なんて顔してんだよ、今からパッパッと作ってやるから」

「ダメなんです……」

　絶望だと言わんばかりの声音で、

「作ること自体ができないんです。だって食糧庫が空っぽだから」

　その言葉で恭きよう太た郎ろうもハッとする。

　今朝のリュミエールの「食料の配達前」という言葉が脳裏をよぎった。

「あたしも、美お味いしいドレッシングの研究をしたくて厨ちゆう房ぼうを使おうとしてただけなんです。今ここにあるのは根菜類といくつかの調味料だけ……果くだ物ものもミルクも卵も、小麦粉すらないんです。デザートなんて作れるわけありません」

「おぬしら、地味にきたないことをするの」

　悲観的になるノエルと憤いきどおるリヴ。

　ソバカスが軽薄に顔を歪ゆがませる。

「まさか英雄さんは一度交わした約束を破やぶったりなんかしないよな？」

　クツクツと意地の悪そうな笑い方をしながら言う。

「そうそう、夕方には食材が配達されるけど今すぐ作ってもらうぜ？」

　完全に詰んだと思われた中で、恭太郎は冷静な声音で訊きく。

「なあノエル、食糧庫にある食材と調味料を正確に教えてくれないか？」

「は、はい。ちょっと見てきます」

　恭太郎に動揺がなかったためか、泣き出しそうになっていたノエルも落ち着きを取り戻して食糧庫に駆けていった。

　すぐに戻ってくると食材と調味料の内訳を報告し、それをリヴが翻訳する。

「レンコン、ヤマイモ、ゴボウ、ダイコンとニンジン……食材はたったこれだけじゃな、キョータロー？　調味料も岩塩と砂糖、魚ぎよ醬しよう、胡こ椒しよう、西洋酢ビネガーくらいじゃ」

　やはり果物や卵はなく、小麦粉も今朝のソーダブレッドで使い切ってしまい、ミルクもそのときにバターミルクの材料として全部使ってしまった。

「……これでは無理じゃのう？」

　音ねを上げるようにリヴが言う。そしてソバカスもせせら笑った。

「聞いてて憐あわれになってくるような材料だよな？　こりゃ、異世界のどんな料理人だって作れねえよ」

　ソバカスたちの嘲ちよう笑しように、ノエルもガクリと肩を落とす。

　恭太郎の負けは誰の目から見ても明らかだった。ソバカスが「使いっぱしりの一発目になにをしてもらおうかな」と鼻歌まじりにつぶやく。

「……こんなのひどいです。いくらキョータローさんが異世界のすごい料理人でも、材料がないとどうすることもできない」

　泣きそうな顔をしながら、ノエルが儚はかなげな声を出した。

　そんな敗色濃厚な空気が流れる中で、しかし恭きよう太た郎ろうはスッと息を吸い込むと答える。

「あまり、料理の歴史をなめるなよ──」

　ソバカスたちをしっかりと見据え、

「食材がある限り料理に不可能はない。見せてやるよ、この材料で作りあげる絶品のデザートを！」

　ビシリと決め、恭太郎は必要な食材と調理の順序を頭の中で確認する。

「キョータローさん、あたしもデザート作りは得意なほうなんですが、それでもこんな材料だけじゃ……」

　ノエルが困惑ぎみに恭太郎を見上げる。

「確か調味料は食糧庫の他に厨ちゆう房ぼうの棚にもあったよな」

　彼女の不安に直接答えず、恭太郎は厨房に入る。ノエルもついてきた。それから二人は調理台に隣り合っている棚に移動する。小型の壺つぼがいくつか並んでおり、順々に中身を調べてお目当てのものを見つけた。

　恭太郎はその調味料をひとつまみ取り、

「今から作るデザート、そのメインとなる食材は『砂糖』だ」

「調味料がメインなんですか？」

　興味と戸惑いが半々のような表情でノエルが聞き返した。恭太郎は軽くうなずくと、砂糖の化学作用について説明を始める。

「砂糖ってさ、とめどなく水に溶ける物質なんだ……」

　小学校低学年の理科の授業でやった、『砂糖を水やお湯に溶かしてみよう』というあまりにも簡単な実験を思い出してほしい。砂糖があまりにも溶けるので、『一体どれだけ溶けるのだろう？』と疑問に思ったことはないだろうか？

　回答すれば、沸騰したお湯（一〇〇ｇ）ならば四八七ｇ以上も溶かすことができる。一般的な市販のスティックシュガー一本を三ｇとするなら、実に一六二本以上も溶けるのだ。

　そして砂糖水の濃度を上げていけば沸点も上昇する。極端な話、一〇ｇの水と九〇ｇの砂糖でできた濃厚溶液なら、一二四℃まで沸点は上がるのだ。

　結果、砂糖水の濃度と温度を調整することで、シロップやボンボン、飴あめ、カラメルへと変化させることができる。

「……この特性を利用して、日本人は金こん平ぺい糖とうを、フランス人は甘味素材であるフォンダンを、そして中国人は抜絲バースーを生み出した！」

　抜絲バースー──油糖絡がらめと呼ばれる、食の大国中国の点心デザートである。

　食用油に砂糖を煮溶かして、沸点一六〇℃以上の超濃厚溶液を作る。すると、まるで金糸のように美しい糸を引くのだが、それが『抜絲』の名の由来になっている。この油糖を、素揚げしたサツマイモや栗くり、ヤマイモに混ぜ絡めて食べるのだ。

　一通りの説明をすると、ノエルが目を丸くして感嘆の声を上げる。

「すごいです！　あたし、無理だと思っちゃったから……本当にすごいです!!」

「『料理』ってのは、数千年以上に渡る人々の叡えい智ちの結晶なんだ。たかがチンピラの悪意に負けるほどやわじゃない」

　それから恭きよう太た郎ろうは油糖作りを担当する。ノエルには、抜絲の『タネ』の部分であるヤマイモの素揚げを任せる。

　砂糖の結晶ができないように丁寧に調理しながら、恭太郎はノエルの調理をそれとなく観察する。

　包丁の扱いに無駄がなく、素揚げのタイミングもほとんど完かん璧ぺきだった。油が弾はじける微妙な音を、エルフ特有の大きな耳で聞き分けているのだろうか？　前回のステーキ対決のときも手て伝つだってもらったが、そのときは彼女の技量に気づかなかった。

　リヴも、ノエルは優秀だと言っており、鍛えればすごい料理人になるかもしれない。

　そんなことをちょっとだけ考え、すぐに調理に専念する。そうするうちに油糖が出来上がった。一口大のヤマイモの素揚げを油糖に混ぜ絡め、皿に盛り付ける。余った油糖を金糸のように網掛けにすると、まるで芸術品のような一品に仕上がった。

　そしてソバカスたちの前に持っていった。

　抜絲をのせた皿を置いた途端、彼らはその盛り付けの美しさに目を見開いた。

「なんかめちゃくちゃ綺き麗れいなんだけど……」

　女子生徒が呆ぼう然ぜんとしてつぶやき、垂れ目も無言でうなずいた。

「あんな材料だけでなんでこんな料理ができんだよ……」

　ソバカスだけが苦々しい顔でうめく。

　それを横目に、恭太郎はさっそく作りたての抜絲を味わうことにする。

　抜絲は油糖絡めだけあってめちゃくちゃ熱い。そのため、小椀に用意した水にくぐらせて冷やし固めながら食べるのだ。

　井戸で汲くんできた冷水にひたすと恭太郎は抜絲を口に放り込んだ。

　油糖の粘り気のある舌触りと濃厚な甘みが口こう内ないに広がり、ついで素揚げされたヤマイモの滑らかな食感があわさる。砂糖由来の甘みと、芋由来の甘みが混ざり旨うま味みが倍加して、繊細にして鋭えい敏びんな味わいが脳のう髄ずいを刺激する。

「よっしゃ！　上々の完成度だっ!!」

　抜群の出来栄えと味に、恭太郎は快かい哉さいを叫ぶ。

「ふわぁ、ただ甘いだけじゃなくて根菜の旨うま味みが混ざって……奇跡です。奇跡の味です！　この料理の虜とりこになってしまいそうです!!　わふん」

　隣ではノエルも感激のあまり変な声を出す。しかもとても色気のある目つきで顔まで熱っぽく上気させ、唇くちびるについた油糖を人差し指でふき取る。それをペロペロとなめるとほうとため息をついた。

「……絶対無理な注文をしたってのにあっさり解決しやがった」

　と、ソバカスが抜絲バースーを一口味わい、そのあまりの美う味まさに悔しさで顔を歪ゆがめる。

「こんなもの無理な注文でもなんでもないさ」

　恭きよう太た郎ろうは包リ丁ヴの背で自身の肩をポンポンと叩たたきながら言う。

「あんた、ちょっと料理の偉大さをなめてたな」

「クソッ──」

　ソバカスが舌打ちをする。それから女子生徒と垂れ目にあごをしゃくり、厨ちゆう房ぼうから出ていこうとする。

「厨房は使ってもいいのか？」

　答えはわかりきっていたが、念のために恭太郎は問う。

「勝手に使えよ」

　ソバカスは恭太郎を忌いま々いましげに睨にらみ、












「なあ、あんたも『人間』ならあまり他種族なんかとつるむなよな」

　吐き捨てるように言い、あとは振り返ることもなく足早に立ち去った。

　彼らの、自分への嫌けん悪お感に恭きよう太た郎ろうは少なからずショックを受ける。

「美う味まいものを食えば差別なんてやめて仲良くなれると思ったのに……」

　だが現実には、「美味い！」の一言もなく、憎悪をたぎらせながら出ていったのだ。

「これが『食』が尊ばれる世界ってやつなのか……？」

　料理と、それに関する知識、技術がそのまま権力と結びつく世界──まるで、料理を利用して社会的地位の向上ばかりを追い求めた恭太郎の父親の、そのゲスな行為を全肯定するような暗黒世界デイストピアである。

　そして、その父親の思想を肯定する世界の、特に醜悪な部分をまざまざと見せつけられているようだった。

「料理は人を幸せにするためにあるもんだろうがっ！」

　恭太郎は込み上げてくる苛いら立だちから声を荒らげていた。

　そのときだった。

「この世界ガストルシエルに絶望しないでください──」

　ノエルが両手で、キョータローの手をギュッと握りしめた。

「確かにこの世界は今、『食』至上主義の歪ゆがんだ世界だと思います。でも、本当に美お味いしいものを食べた瞬間だけは権力とかそんなことは忘れてただ幸せな気分になります」

　祈るような瞳ひとみで恭太郎の目をしっかりと見つめる。

「あたしはキョータローさんの料理を食べてとても幸せな気分です。生きててよかったと本気で思います。だからこれからも笑え顔がおで美味しいものをたくさん作ってください」

「……ノエル」

　そこで、大胆にも異性の手を握っていることにノエルは気づいたようで、ボンと顔から湯気が出て慌てて手を離した。

　対して恭太郎は、彼女の真心と、手のひらから伝わってくるぬくもりで、胸中にわだかまっていた怒りや嫌悪の感情が少しずつやわらいでいった。

　目の前に、自分の料理を食べて幸せだと言ってくれる人がいる。

　その言葉こそが料理人にとっての最高の報酬であり、より美味い料理を作りたいという原動力になり、食事で誰かを癒いやすと同時に自分自身もまた癒されているのだと実感できるものだった。

「『食』で権力を得ようとする者は多いが、だからといってこの世界の者どもが嫌な奴ばかりというわけではないじゃろ？」

　リヴが穏やかな声音で恭太郎に話しかける。

「ああ、そうだよな」

　恭きよう太た郎ろうはリヴにうなずき、それからノエルに視線を戻す。

「ありがとう、ノエル。おれこそノエルの言葉で料理を作ってよかったって思えた。おれもすっげえ幸せだよ、これからもよろしくな」

「は、はいっ！　こちらこそ不ふつ束つか者ものですが末永くよろしくお願いいたします!!」

　プロポーズの返答みたいな感じで言うと、ノエルが満面に笑みを浮かべた。




　そして朝食のパン騒動、デザート事件を難なく解決した恭太郎の料理人としての手腕は、その後学園の中のみならず王都内にも広く知れ渡ることになるのだった──。
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　夕食も終わり、恭太郎は自室のベッドに寝転がっていた。

　特にやることもないので、昼間街に遊びにいっていた犬人間タータンがお土産みやげに買ってきたエロ本……もとい犬の画集を読むことにした。

　恭太郎にとっては『犬の画集』でも、タータン的には『エロ本』になるらしい。

　木版印刷の技術が洗練されているようで、写実的で巧みな絵が多かった。

「……タータンはこのポメラニアンみたいな犬の絵で興奮しちゃうわけか」

　そうつぶやいたとき、ドアをノックする音が響いた。

　タータンたちでもきたのだろうと思い、ドアに向かって「開いてるぜ」と声をかける。

　ノックが止やみ、ドアが開いた。

「夜遅くにすみません」

　そう言って入ってきたのは、黒色のセミロングの髪に同色の切れ長の瞳ひとみの美女、ソフィア・ガヴァリエーレ学園長だった。

　思いもよらぬ人物の来訪に、恭太郎も本を持ったまま慌ててベッドから起き上がった。

　すると、ソフィアが艶えん然ぜんとした笑みを浮かべる。

「あらあら、そんな破は廉れん恥ちな本を隠しもせずに堂々と」

　恭太郎の持つ本に目をやり、

「さすが年頃の男の子、お楽しみの邪魔をしてしまってごめんなさい」

「ちょ、違いますって！　これ、犬の本で、別にそんなんじゃ」

「あ、触らないでください。妊娠してしまいます」

「しませんよ!!」

　一連のソフィアの言動に、「この人、こんな変な人だったのか？」と恭太郎はうまい具合にリアクションを取れない。

「若くて美人なのになんか残念な人だ……」

「正解じゃ、キョータロー。ノエルやヴィヴィアンは見た目通りの年齢じゃがの、ソフィアは三百年以上も生きておるババアじゃぞ？　まさに残念ババアじゃな──」

　恭きよう太た郎ろうのつぶやきに、リヴが嬉き々きとして答える。

「あら、あらあら、リヴシュティンガー？　ババアなんて言葉、とても下品ですよ。あなたこそ有史以前から存在するクソババアじゃないですか」

　やわらかくほほえむソフィア。しかし目は笑っていなかった。

「学園長先生、おれになんの用なんですか？」

　なんだか不穏な空気を感じるので、恭太郎は話題を変えるために彼女の用件を訊きく。

　するとソフィアが魅惑的なウインクをして言う。

「キョータローさん、少しだけお姉さんと夜のデートをしましょう」




　二人は学園裏の丘の上、円環に配された巨石群の前まできた。

「立っているのもなんですし、座りましょうか？」

　ソフィアにうながされて、恭太郎は巨石を背もたれに腰を下ろす。下草が夜よ露つゆに濡ぬれており、尻が少しだけ冷たかった。

　恭太郎は巨石群を珍しげに見る。

「おごそかな場所ですね──」

　イギリスのストーンヘンジのような環状列石ストーンサークルに息を吞のむ。加えて、三つの月からの滲にじんだ光と、乳白銀の粒子が降り注ぎ、夢の世界にでもいるように錯覚してしまう。

　神秘的な雰囲気に酔う恭太郎に、フフッとソフィアが目を細める。

「いろいろとおしゃべりするなら、こういう雰囲気のあるところがいいと思いましたので。女の子を口説くにもいい場所です」

　大人っぽい仕草で前髪を払う。

「だからってわたしを口説いてもダメですよ？」

「どこじゃ？　どこにおる？　口説こうにも女の子なぞどこにもおらぬぞ？」

　ヒャッヒャッと笑いを上げるリヴ。

「……学園のお鍋の数が足りなかったのですが、どうやら近いうちにいい鉄が手に入りそうですね、リヴシュティンガー？」

　またぞろ、リヴとソフィアの間で胃が痛くなりそうな空気が流れる。

「あ、あの、この銀色の光、とてもきれいですね」

　話題をそらすために、恭太郎は大気中の光の粒子を摑んでみる。摑んだそばから粒子は小さく弾はじけて霧散してしまった。

「飽和した魔力が結晶化してるんです。今年は十年に一度の『翠すい銀ぎんの黄昏たそがれ』ですから」

　ソフィアも手を伸ばして乳白銀の粒子に触れる。

「わたしたちエルフ族は高度な魔法を扱える種族ですから、魔力濃度が上昇する『翠すい銀ぎんの黄昏たそがれ』には盛大なお祭りを、逆に大幅に低下する『トトルケの夜』には平穏無事に過ごせるための祈りを捧ささげるのです……とはいっても、もはやそんな風習も廃すたれたのですが」

　彼女の話を聞きながら、この世界ガストルシエルにきた初日、厨ちゆう房ぼうでリュミエールたちが魔力濃度云うん々ぬんの話をしていたのを恭きよう太た郎ろうは思い出す。

「……そういえば、魔力濃度が死語だとかなんだとかヴィヴィアンが言ってたな」

　恭太郎がつぶやくと、ソフィアも小さくうなずいた。

「ええ。戦神ヴァンシュティンガーによってそうなってしまったのです」

「戦神……？」

「妾わらわの双子の弟じゃ」

　サラッとリヴが答える。

「リヴって弟がいたのか？」

「うむ。『食』すなわち『生』をつかさどる妾と、『戦いくさ』つまり『死』をつかさどる弟ヴアン──妾たちはの、この世界では『至高の双子神グツラス・ツヴアイグル』と呼ばれておるんじゃぞ？」

　ドヤッと誇らしげに言い、

「ちなみに、ヴァンの相棒はソフィアだったんじゃよな？」

「ええ。懐かしい話です。今となっては彼がどこにいるのかもわかりませんが」

「ヴァンはこの世界の連中に愛あい想そを尽かしてしまったからの」

「わたしたちがあまりにも愚かすぎたのです。戦神たる彼に、彼の存在そのものともいえる『戦』を封じさせてしまったのですから」

「ヴァンは真面目まじめじゃったからのう。ちと頑固者じゃったが」

　二人の会話から、『戦』を封じるというよくわからない言葉が出てくる。しかし恭太郎はふと思いつくことがあった。

　それはリュミエールと街まで重曹を仕入れにいったときのこと──警察官らしい人はいたものの、軍人や武器屋がまったくなかったことへの疑問だった。

　ここが日本ならそれも普通のことなのだが、こういう中世的な、王制の国で軍人などがいないと逆に違和感を覚えてしまう。

「『戦』を封じる……つまり、この世界には戦争が存在しないってことか？　軍人もいないみたいだし」

　先ほどの会話からパッと思いついたことを恭太郎は口にする。

　一瞬、ソフィアがポカンとした顔をして、すぐに自虐的な笑みを浮かべた。

「その通りといえばその通りなのですが……そういう言い方をすると、昔から争いがなかったように聞こえますね」

「実際には逆じゃよ。ガストルシェルは戦争ばかりやっておったからの、ヴァンの逆げき鱗りんに触れて『攻撃の手段』をすべて封印されてしまったのじゃ」

「『戦いくさ』をつかさどると言っても彼はとても優しい性格でしたから、人々が無意味に殺し合うことに心を痛めていました」

「結果、五十年前の大戦──最低最悪の終末戦争の末にヴァンは『戦』を封じての、ドロンと行方ゆくえをくらませてしまったのじゃ。妾わらわと違って巨大な剣なんじゃが、今はどこぞの洞どう窟くつにでも眠っておるのかのう」

「心やすらかであればよいのですが……わたしは攻撃魔法なんてなくなってホッとしているくらいですから」

「確かにエルフの極大魔法は、キョータローの世界でいうところの核兵器級じゃったからな、今考えるとゾッとするの」

　そこまで聞き、恭きよう太た郎ろうも背筋が寒くなる。

「そんなすごい力を持ってたのか……」

「なんじゃ？　剣や槍やりでツンツンやっておる程度じゃと思っておったか？」

「いや、まあ、そういう戦いのほうが、ロマンがあるとは思うけど……戦争は絶対にやらないほうがいいよな」

　殺されるのも嫌だが、殺すのはもっと嫌だと思った。

　恭太郎の思いに共感するようにソフィアも優しげな瞳ひとみを向けてくる

「安心してください。今はもう、日常生活で使うような火や水の魔法しか使えませんし、そういう魔法だって他者に危害を加えようとすれば発動しません」

「でも、剣とか弓矢なんかはあるんですよね？」

「狩りなど生きるために必要なこと以外で……それこそ殺人目的で使おうとすれば、その瞬間に粉々に砕け散ってしまうんです」

「じゃから武器屋はなくなってしまったし、鍛か冶じ職人も包丁なんぞを打っておるな。泥棒対策などで治安を守るために警官はおるが、軍人と呼ばれる連中はもうおらぬ」

　ソフィアとリヴが答えてくれた。

「……軍事力のない世界か。平和でいいよな」

「そうでもないですよ？　今や軍人の代わりに、料理人と、経済力を握っている商人がこの世界ガストルシエルの中心になります。殺し合いこそないものの、よりよい料理を作ることや、お金をたくさん稼かせぐことで争っています。貴族たちも経済活動に精を出したり、一流の料理人を手に入れたりと必死なんです」

　ソフィアの説明で、恭太郎はこの世界のあり方をなんとなく理解する。

　しばしの静寂──。

　それを打ち破やぶるようにソフィアが切なげな吐息をついた。

「あなたが、あの人と全然違う人でよかった」

「あの人と違う人？」

　意味がわからず恭きよう太た郎ろうはオウム返しに聞き返す。

「ええ。あなたによく似たあの人──三百年前の『英雄』です」

　瞬間、恭太郎の心臓がドクンと脈打った。自分によく似たという言葉が耳の奥で響く。なんの確証もないが、ある種の予感が胸の中で膨れ上がる。

「キョータローさん、これを読んでみてください」

　そう言うと、ソフィアが手品のように冊子を取り出して恭太郎に渡した。

　中身をめくって読み、恭太郎は衝撃を受ける。内容からしてこの本は料理のレシピだろう。だが問題はそこではなく、書かれている文字が日本語であることと、恭太郎の筆跡に似た癖のある字だということだった。

「『英雄のレシピ』とわたしたちは呼んでいます。かつての英雄が記したもので、わたしたち各氏族の長おさが分冊して持つ、純血エルフの最高機密です」

　ソフィアが静かに告げる。

「ヴァンシュティンガーがまだわたしのもとにいたときに、彼が予言したのです。『この時代、このときに、正しい心を持った新たな英雄が召喚される』と。しかもその英雄は、かつての英雄と深い縁えにしで結ばれている、とも」

　それ以上はもう聞く必要がなかった。恭太郎の中で予感が確信に変わったのだ。

「まどろっこしい言い方はやめてください。その三百年前の英雄は……神楽かぐら坂ざか慎しん太た郎ろう、おれの父親なんでしょう？」

　恭太郎は決定的な一言を吐き出していた。

　一大料理文明を築けるほどの食の知識をもった英雄、不自然に伝わっている和風調味料、そして一年前に突如失しつ踪そうした父親──線で結びつけることはできても、時代が違いすぎることなどから本気で考えることをしてこなかった事柄だった。

　しかしソフィアの言葉で否いやが応おうでも向き合わざるを得なくなった。

「名前はわかりません。彼は、自身の名前がこの世界ガストルシエルにはそぐわないと言い、もっぱら『漂流者』と名乗っていたので……ただ、あなたと同じように料理の知識と技術が豊富で、容姿もよく似ていました」

　そこで彼女はわずかに言いよどんだ。

「でも、とても邪悪な人だった。卓越した技術で宮廷料理長になり食文化の発展に貢献した反面、貴族たちと結託して当時の国王の毒殺事件に関かかわり、より巨大な権力を手に入れようと他国への侵略戦争を進言して……最終的にはその戦争で死んでしまいました」

　最低な最さい期ごだと、恭太郎は身体からだが震えた。

「異世界にきてまで料理を道具扱いして権力が欲しかったのかよ、クソ親父おやじ……！」

　実の父親が既に死んでいるという事実に衝撃を受けながら、しかし憐れん憫びんの感情よりも怒りのほうが上回っていた。

　妻の死に涙することもなく、より大きな権力を得るために自分に虐待まがいの教育をほどこした父親を、恭きよう太た郎ろうは心の底から軽けい蔑べつしているのだ。

「よくあんな最低な男が『英雄』なんて祭り上げられたもんですね。食文化の発展だって自分の権力を強化するためじゃないですか」

　自や棄けの声を上げ、恭太郎は眉み間けんにしわを刻みながら首を左右にぶんぶんと振った。

「功績が功績でしたから……」

　ソフィアもうつむきながらつぶやく。

「それに、彼がこの世界ガストルシエルで生きたのはたったの十年、今から二百九十年前までの話です。年月と共に、特に五十年前の大陸大戦ではあまりにも多くの人が亡なくなったので、彼の悪評も風化してしまったのだと思います」

　気を取り直すように顔を上げ、ソフィアが恭太郎をまっすぐに見つめる。

「でも、あなたはあの人とは全然違った。リュミエールさんやノエルさんを助け、ヴィヴィアンさんの理不尽な行為に堂々と立ち向かいました。ヴァンシュティンガーの予言通りの正しい心を持った人です」

　ソフィアが熱っぽく恭太郎の人間性を褒ほめる。対して恭太郎はなんて答えていいのかわからず、ただ彼女を見ているだけだった。

　なぜ彼女がこんなにも自分なんかに好意的なのか不思議だった。

「少しはしゃぎ過ぎてしまいましたね──」

　恭太郎の心の中を察したようで、ソフィアが寂しげに笑んでみせる。

「デートのつもりで楽しいおしゃべりをするはずが、重たい話をしてしまいました」

「いえ、おれもいろいろな話が聞けましたし、その、バカ親父おやじが迷惑をかけました。おれが謝って許されることではないと思いますけど」

　恭太郎は頭をさげながら、なにか自分にできることはないかと考える。この世界のためになることを、それもみんなが幸せになれることをしたいと思った。

　と、ソフィアがゆっくりと首を横に振る。

「キョータローさんが謝ることなんてありません……謝罪するのはむしろ」

　そこで彼女は口をつぐみ、しかしすぐに言葉を続ける。

「一言だけわたしの本心を聞いてください」

　祈るような、切実な顔をするソフィア。

「この世界にきてくれてありがとうございます──これがわたしの本音。どうかこれだけは忘れないでください」

　あまりにも彼女が真剣な顔をするので、恭太郎もただうなずくことしかできなかった。

　その後は特に会話が弾むこともなく、しばらくして寮に帰ることになった。




　こうして恭きよう太た郎ろうの異世界での日常は静かに過ぎていく。しかし彼はまだ気づかない。この大陸を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている連中が少しずつ動き出していることを──。






第三章　『英雄』の弟子
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　バレンロード王国の王都にある大邸宅の一室で、その邸やしきの主あるじである宮廷料理長アドレー・オールドバレーは苛いら立だちの声を上げ、ヴィヴィアンをなじっていた。

「人間ごときに後れを取るとは、このグズめがっ!!」

　怒りのままに、アドレーは乗馬用の鞭むちでヴィヴィアンの肩口を打ち据える。衣服が裂け、ヴィヴィアンの柔やわ肌はだに線を引くように血が一筋流れていった。

「うぅ……申し訳ありません、お父さま」

　肩を押さえながら、ヴィヴィンは膝ひざをついて許しを請う。

　だがアドレーの怒りは収まらない。

　エルフ族の中でも最大の勢力を誇るオールドバレー氏族、その長おさであるアドレーは野心家であり、純血エルフ以外は決して認めないというエルフの純血主義者である。

「このわしが人間ごときの国で料理人をしている理由はなんだと思う」

「まずはこのバレンロード王国をオールドバレー氏族が手中に収め、それを足掛かりに大陸を支配するためです」

「それがわかっていてなぜ人間の小僧などに肉焼きで負けるか！」

　机の上の物を乱暴に払いのける。高価なワインや、切子のグラスが床に叩たたきつけられて割れてしまった。

「そのうえ、パンについても失態を演じたそうだな」

　学園の、エルフの教師の一部はオールドバレー氏族の者であり、彼らによって学園での出来事は逐一アドレーの耳に入ってくる。

「……お父さま、あのキョータローという男子は、その、異世界の人間なのです」

　おそるおそるといった感じでヴィヴィアンが弁明する。しかしアドレーの鞭むちがヒュンと空を切り、彼女はヒッと身をすくませた。

　アドレーは鞭をしごきながらヴィヴィアンを罵ば倒とうする。

「そんなことは報告済みだ、馬鹿者！」

「た、ただの異世界人ではなく、『英雄の再来』と言われております」

「だから負けても仕方がないと？　そう言いたいのか」

「そ、そういうわけでは……」

　ヴィヴィアンが無言のままうつむく。

　無能な娘に腹が立ち、アドレーは足元に転がるワインの瓶を蹴けとばした。

「貴様が我が氏族の名を貶おとしめた事実は変わらん！　もういい、さっさと学園の寮に帰れ」

　鼻息荒く退室を命じると、ヴィヴィアンはよろよろと立ち上がり、弱々しく一礼して出ていった。

　それからアドレーは使用人を呼びつけて部屋の中を片付けさせる。自身は、ポルクと呼ばれる野生動物の毛皮を敷いた椅い子すにどっかと座った。

「あの御お方かたの再来──」

　眉み間けんにしわを寄せながらアドレーは苦々しくつぶやく。

　認めたくないがもしそれが本当なら、この大陸における力関係が変わってくるだろう。

　現在の大陸の支配種は純血のエルフたちである。各氏族で利権などについて対立しているものの、一丸となれば他種族の追随を許さぬほどの食の知識と技術がある。

　しかしそんな彼らでさえ恐れている者たちが存在するのだ。

　それが三百年前の英雄の弟子たち──種族は多岐にわたり、英雄からその知識と技術を学んだつわものたちである。もちろん、長命なエルフ以外の種族の弟子たちは今や孫弟子、ひ孫弟子という形になっており、先の大陸大戦で伝承が途切れてしまった者たちも大勢いたが、それでも戦せん禍かを免まぬがれ知識と技術を継承した者たちが存在する。

　そしてエルフ同様に大陸支配を虎こ視し眈たん々たんと目もく論ろんでいる。

　実はアドレーも英雄の直じき弟子の一人である。弱小だったオールドバレー氏族を最大勢力にまで押し上げることができたのも、英雄から与えられた知識と技術があればこそだった。

「……その小僧、なんとかこちらに取り込みたいな」

　他の弟子たちに持っていかれる前に、自分のところで懐かい柔じゆうしてしまいたいのだ。

　報告によればその異世界人はハーフエルフとつるんだり、マヨネーズなどの調味料の製造方法を公開したりしているという。

「ハーフエルフなどと関かかわっているというのも汚らわしいが、それよりも技術を披露しているというほうが問題だな」

　伝説の調味料と呼ばれるマヨネーズや味み噌その作り方、出だ汁しの取り方などは実は英雄の弟子たちも知っている。知っていて徹底的に秘ひ匿とくしているのだ。例えばアドレーも、自身の知識と技術の多くを隠し、一族の者たちに開示している情報はごく一部である。

　そうやって自身の優位を保ってきたため、ポッと出の異世界人にそれをぶち壊されるのだけは防がなくてはいけない。

「さて、どうしたものか──」

　そのときノックの音がする。「入れ！」と声をかけるとドアが開き、老執事が入室した。

　彼はアドレーのそばまで歩むとうやうやしく礼をした。

「ご主人さま、内務卿がお呼びでございます」

「内務卿？　ああ、治水工事の件か……!?」

　脳内にきらめくように名案が浮かび、アドレーは口の端を歪ゆがめて嗤わらう。

「ふむ。これを口実に、異世界の小僧に接触してみるか」
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「焼き魚の生焼けを防ぎたかったら金串焼きブロシエツトの技法が有効だな。金かな串ぐしは熱伝導率……熱の伝わりがいいから、内側からしっかりと焼いてくれる」

　午後の厨ちゆう房ぼうで、恭きよう太た郎ろうは魚の金串焼きについて説明する。自由時間にもかかわらず多くの学生と教師が集まり、熱心に調理方法を聞いている。

　一通りの説明を終え、各人それぞれで調理に入ってもらう。

　調理にはバーベキューグリルのような炙あぶり焼き器を使う。いわゆる現代の、ガスコンロに組み込まれたような魚焼きグリルは存在しないからだ。機構は単純で、巨大な鉄鍋の中に炭を入れ、その上に金網を設置したものである。

　みんなが順調に調理を始めたのを確認して、恭太郎は丸椅い子すに腰かけて休憩する。

　ボンヤリと調理風景を眺めているうちに、今回の経緯を思い出していた。

　あの夜──ソフィアに、自分の父親が死んでいるという話を聞いたあと、寮に戻ってから徐々に恭太郎の心の中で複雑な感情が芽生えていった。

　嫌っていたとはいえ実の父親の死にはやはり悲しみが募り、しかし愚かしい最さい期ごには依然怒りがくすぶり、その二つの感情のコントロールがうまくいかず無気力感に襲われた。

　二日ほど学校を休んで悶もん々もんとしていた。

　そんなとき、リュミエールがずいぶんと心配してくれた。彼女に、自分の父親が三百年前の『英雄』であることを話した。最初はあまりのことに呆ぼう然ぜんとしていた彼女も、しばらくして落ち着くと、余計なことは言わず聞き役としてそっと寄り添ってくれた。

　その気づかいが嬉うれしくて、恭きよう太た郎ろうは吐き出すように自身の悩みを口にした。

「親父おやじのせいで、この世界ガストルシエルが『食』至上主義になってると思うと息子むすことして辛いんだ」

「あなたのお父さまは関係ないわ。食が尊ばれるこの状態は、先の大戦で食文化が一気に衰おとろえたのが原因なんだから」

　リュミエールがゆっくりと首を横に振り、恭太郎の心を受け止めてくれた。

「だけど、親父が自分の権力のために食文化を盛り上げなければここまで異常なことにはならなかったと思う……」

「だったら、いっそのことキョータローの手で世界を変えてみたらどうかしら？」

　恭太郎の手に、リュミエールが自身の手を重ねて柔らかくほほえんだ。

「おれの手で？」

「そう。あなたの食の知識と技術で、歪いびつな形で食が尊ばれているこの世界を変えるのよ」

　世界を変えるというリュミエールの言葉に戸惑ったものの、恭太郎は胸中にたれこめていた暗雲が晴れて希望の光が見えた気がした。

「よし！　料理が権力に結び付いて人を差別する、こんな暗黒社会デイストピアをぶっ壊してやる」

　それこそがこの世界の人たちの幸せにつながると、恭太郎は信じる。

　そのためにはまず食事の水準を上げなくてはいけない。料理の技術や知識が高いレベルで一般に広まれば、現在の『食』を中心とする偏った価値観も変わっていくだろう。

　その第一歩として、恭太郎は授業後の自由時間に勉強会を開くことにした。自身の技術と知識を公開していき、まずはこの学園から改革を始めることにしたのだ。

　そして今日が初日だったのだが、予想よりも大勢の人が集まった。さすがに純血エルフの参加者はいなかったが。

「魚の焼けるいい匂いがするの」

　リヴがうっとりとした声で話しかけてくる。

　包丁のくせにどうやって匂いを感じているのだろうと、今さらながらに考える。超常の存在なのだから考えてもしょうがないのかもしれない。

　そのとき、恭太郎はふと現実的な疑問を感じる。

「そういやリヴ、おれの父親は一年前に失しつ踪そうしたはずなんだけど、なんで三百年前なんかに召喚されたんだ？」

　ソフィアと話したときにも感じた疑問だったが、あのときはいろいろな話を一気にされてその質問をする精神的な余裕がなかったのだ。

「あちらとこちらでは時間の流れが違うのじゃろうな。時空間の歪ゆがみもあったのかもしれぬし……正直、妾わらわもよくわからぬのじゃ」

「わからないって、リヴが召喚したんじゃないのか？」

「厳密に言えばそのときの妾の持ち主じゃな」

「それってどんな人だったんだ？」

「……わからぬ。メインの核がなくなってから、本当に昔の記憶がおぼろげになってしまったのじゃ。誰が妾の持ち主じゃったのかも、なにが理由でおぬしの父親を召喚したのかも記憶の中にモヤがかかっておってよくわからぬのじゃ」

「……父親あいつについての記憶もか？」

　なんだかんだ言っても、父親がどんなふうに生きていたのか気になるのだ。

「すまぬな。顔すらもよく覚えておらん……ただあまり好きではなかったことはうっすらと覚えておるな」

　そこでリヴが取り繕つくろうように、

「や、キョータローのことは妾、結構気に入っておるのじゃぞ？」

「そう言われるとなんか照れるな」

　恭きよう太た郎ろうはほおをポリポリとかく。それとほぼ同時に、急に周囲がざわめきだした。

　なにごとかと目をやると、三人の男女が厨ちゆう房ぼう内に入ってくるところだった。一人はヴィヴィアン、もう一人は二足歩行の猫といった姿の獣人、最後に中年男性である。

　入ってくるなり猫の獣人がトコトコと前に出てくる。艶つやのある黒猫で、背丈は小学生くらい、赤いチョッキを着ている。さらに麻袋を担かついでおり、それがなんだかとてもほほえましい。彼は無言で全員を見回し、コホンと演技がかった咳せきをしたかと思うと、

「控え控えーい！　こちらにおわす御お方かたをどなたと心得る」

　甲高い声で有名な時代劇のクライマックスのようなセリフを口にする。

「オールドバレー氏族の長おさにして、バレンロード王国国王陛下より宮廷料理長の職位を賜たまわる、アドレー・オールドバレー閣下であらせられるぞ。一同、頭ずが高い。控えーい！」

　言い切ったというドヤ顔をして、彼は手の甲をペロリとなめる。そして、それを何度も顔に擦こすりつけて毛づくろいを始めた。

　容姿と相まって愛あい嬌きようがあるなと、恭太郎はうなずく。近くでリュミエールも胸の前で手を合わせて、「わあっ」とウキウキした声を上げた。

　発言の内容とは裏腹に、場の空気がほんわかと和なごんだときだった。

「異世界の方はどこにおられる？　中庭の学生に、厨房にいると聞いたのだが」

　アドレーと呼ばれた中年男性が低く威い厳げんのある声を発する。

　オールバックに嫌みな口ひげを生やし、エルフ族の特徴通り耳が長い。体格がいいうえに、ゆったりとした毛皮の羽織を身に着けているので威圧感が半端ない。

「お父さま、異世界人ならこちらにおります」

　脇わきに控えていたヴィヴィアンが恭きよう太た郎ろうへ向かって歩いてくる。ケガでもしているのか彼女は肩をかばっていた。

　──っていうか、今、お父さまと言ったのか？

　恭太郎はまじまじと二人を見比べる。きつそうな目つきがそっくりだと思った。

「あのオジサン、お前の親父おやじさんなのか？　目元とか似てるな」

　自分の前まできたヴィヴィアンに話しかけたが、彼女は恭太郎の腕をつかんで「こっちにきて」と短く言う。

　そのままアドレーの前まで連れていかれた。

　アドレーが気けだるげな視線を向け、しかし次の瞬間には驚きよう愕がくするように目を見開いた。

「……そっくりだ。いや、あの御お方かたはこんなにも若くはなかったが」

「そんなにおれと親父って似てるのか？」

　恭太郎は思わず疑問の声を上げる。

　ソフィアも自分を見て「よく似ている」と言っていた。恭太郎自身は似ているという認識はなかったのだが、他人から見るとそうでもないのかもしれない。

　そういえば昔近所のおばちゃんから、自分と父親の顔つきが似ていると言われたことがあり、ちょっと嫌だったなと恭太郎は思い出した。

　と、アドレーが感嘆の息を吐き、

「あの御方のご子息であられるのか……三百年の時と間きを経て、英雄のお子にまみえることができ、このアドレー・オールドバレー感激の至りである」

　偉ぶっている人物とは思えないほどに、アドレーがうやうやしく頭こうべを垂たれる。

　そして、『英雄のお子』という発言に周囲がざわつきだした。

　恭太郎が英雄の息子むすこであることは、今のところリュミエールとリヴ、ソフィアしか知らないことなので無理もないだろう。

「……親父とは仲が良かったのかな」

　あまりに慇いん懃ぎんなアドレーの態度に恭太郎は引きぎみにつぶやく。

　それを耳ざとく聞き取り、アドレーが善人をよそおった噓うそくさい笑みを浮かべた。

「わしはあの御方の直じき弟子である。あの御方から『食』の知識と技術のすべてを伝授していただいたのだ」

　それが最大の名誉だと言わんばかりに胸を張り、

「貴君も料理の腕において一流のものがあると聞き及んでおるが、お父上から指導を受けたということなのだな？」

「……そうですけど」

　ウソをついても仕方がないので正直に答えるが、恭きよう太た郎ろうが受けていたのは『指導』というよりも『しごき』と言ったほうが正しかった。

「我らは兄弟弟子となるわけだ。これは話が早い──」

　アドレーが肩をゆすって愉快そうに笑う。しかし瞳ひとみの奥には猛もう禽きんのような鋭するどさが宿っており、恭太郎は気を抜かず彼を見つめる。

「そう身構えるでない。今日は貴君に頼みがあって参ったのだ」

「おれに頼み？」

「うむ。実はな、今、バレンロード王国ではムムルガ川の治水工事をしておるのだ」

　なんの話なのか意図が読めず恭太郎はいぶかしむが、そんなことを気にするふうもなくアドレーが話を続ける。

「予想外に地盤が緩ゆるんでおっての。工事がはかどらず、人足どもの疲ひ弊へいも激しい。それを憐あわれんだ内務卿が、人足どもに精のつくものを与えたいとわしに相談してきたのだ」

「……つまり、元気の出る料理をおれに作れってことですか？」

「いやいや、話は最後まで聞かれよ」

　アドレーが片手を左右に振り、

「内務卿めが、税を使っての事業ゆえ、人選に公平を期すため初めからわし一人に決めるわけにはいかぬと生意気を言いよるのだ。最低でももう一人選び、その者と競合させてよりよい料理を作った者に任せたいと──」

　一度区切り、アドレーが唇くちびるをぬぐう。

「しかし困ったことに、この国でわし以上の腕を持つ者などおらず、しかし腕の足りぬ者を選んでも恐縮して辞退してしまう。ほとほと困り果てておったところ、異世界人の噂うわさを聞き、藁わらにもすがる気持ちでここにきたのだ。そうしたらどうだ、あの御お方かたのご子息というではないか。これなら実力は折り紙付きである」

「料理コンペってわけか──」

　アドレーの話が終わり、恭太郎は腕を組んで考える。

　事情を聞く限りでは特におかしな話ではなく、税金の投入のために競合させるというところなど公平なやり方で好感が持てる。

　そんな恭太郎にアドレーが畳みかけるように頼み込む。

「どうであろう？　貴君がわしに勝てば、その料理が採用されて相応の謝礼金が支払われることとなる。貴君の名も広く轟とどろき、多方面から仕官の誘いもくるであろう。負けた場合はわしの屋敷に招いて、兄弟弟子として貴君を徹底的に鍛え直してやろうではないか」

　年上の貫録という感じで、アドレーが豪快に言ってのける。

「仕官……公務員へのお誘いか。別にそういうのには興味ないけど」

　だが、『神楽かぐら坂ざか恭きよう太た郎ろう』の名前が広がるのはいいと思った。有名になれば自分の知識や技術を伝えるのに役立ち、この世界ガストルシエルの価値観を打破するのに繫つながるからだ。

　リスクはないと考え、恭太郎が了承しようとしたときだった。

「……これは罠わなよ。さっさと断りなさいよ」

　恭太郎の隣にたたずんでいたヴィヴィアンが誰にも聞こえないような小声で、しかしハッキリと警告する。

　──罠？

　突然のことで恭太郎はうまく頭が回らない。もう少しわかりやすく問いただしたいのだが、ヴィヴィアンはソッポを向いてこちらを見ようともしない。

「どうだ？　貴君に損など一つもない話であろう。わしを助けると思って受けてくれ」

　アドレーに迫られ、恭太郎は逡しゆん巡じゆんの暇もなくうなずいてしまいそうになる。

「別に構いませ……」

「ちょっと待ってください！」

　恭太郎の返事にかぶせるようにソフィアの声が響いた。

「偉そうなエルフが厨ちゆう房ぼうに向かったという報告を聞いて駆けつければ、あなたでしたかアドレー・オールドバレー」

　ソフィアが険しい顔つきで厨房に入ってくる。怒りのオーラをまとっているようで、カツンカツンと足音を派手に立てながらこちらに向かってきた。

「ソフィア・ガヴァリエーレか……忌いま々いましいやつがきたものだ」

　アドレーは聞こえよがしに言うと、これまた大きな舌打ちをする。

「一体どんな悪巧みをしているのかしら、アドレー？」

「ふん。治水工事における料理対決の話をしているだけだ。勝てば金が入り名も売れ、負けてもわしの屋敷に招待して手ほどきをしてやる、いいことずくめではないか？」

「屋敷に招く？　キョータローさんを監禁する、の間違いでしょう？」

　ソフィアが冷笑する。それから恭太郎に振り向いた。

「キョータローさん、アドレーの言うことを真に受けないでください。彼は、あの人と同じくらいに邪悪な性格の持ち主です」

「聞き捨てならんな。あの御お方かたとわしを愚ぐ弄ろうするつもりか」

「愚弄もなにもその通りではありませんか。キョータローさんを脅きよう威いに感じて取り込もうとしているのでしょう？」

　二人のやり取りから恭太郎は考える。

　おそらくアドレーというエルフは人相通りの悪党なのだろう。父親あいつを「あの御方」などと信奉している時点で、少なくとも自分とは反りが合わない。

　加えて、どういう風の吹き回しか知らないが、あのヴィヴィアンまでこちらを気づかって警告してくれたのだ。

「胡う散さんくさいの。キョータローよ、断ったほうがよいのではないか？」

　リヴも真剣な声音で勝負をやめるように助言してくる。

　だが、恭きよう太た郎ろうは軽く唇くちびるをなめるとアドレーに宣言する。

「いや、勝負は受ける──」

　リスクもあるが、それ以上に名が売れるのは魅力的だった。この世界ガストルシエルを変えるという目的を持った今、積極的に攻めていこうと思うのだ。

「騙だまされないでください！　アドレーはあなたの考えているような善人ではありません」

　ソフィアが必死に恭太郎を説得しようとする。

「大丈夫です、騙されてなんかいません。勝てばいいだけの話なんですから」

　やんわりと勝利宣言をした瞬間、アドレーの顔つきが怒りで歪ゆがんだ。

「優しくしておれば図に乗りおって。人間ごとき下等生物の分際で大口を叩たたけば後悔するぞ？　わしはあの御お方かたからすべてを受け継いだ直じき弟子なのだ」

　馬脚をあらわしたようで、アドレーがスッと目を細め、恭太郎を恫どう喝かつする。

「あんたが尊敬する親父おやじだって下等生物にんげんだぜ？」

「ふん。あの御方は特別だ。このわしを上回っておるのだからな」

「だったらおれのことを下等生物呼ばわりしたことも取り消してくれ。あんたよりも劣ってるってことになっちまう」

「ガキめが……いいだろう、少しだけわしの実力を見せてやる」

　舌ぜつ戦せんの結果、料理対決がはじまりそうな雰囲気になった。

　肩を怒らせながら、アドレーが炙あぶり焼き器の前に歩む。彼が現れたときに、各おの々おのが火を消したようなので魚が丸焦げになるという惨事は避けられていた。

「金串焼きブロシエツトか……技法としてはよいが、焼き魚ではちと芸がないな」

　アドレーは金かな串ぐしをいじりながら、

「やはり魚は煮るに限る。味付けに腕の差が出るからのう」

「だったら今から煮魚を作ってみようか？」

　挑発に乗る形で恭太郎は答える。

「よかろう。器具と調味料は自前の物を持ち合わせておるが、魚はさすがに手持ちがない。学園にあるものを使わせてもらう」

　言うや、アドレーが従じゆう者しやにあごをしゃくる。すると猫が慌てて担かついでいた麻袋を降ろし、包丁などの調理器具を差し出した。

　アドレーは毛皮の羽織を脱ぎ捨て、包丁を受け取ると、麻袋の中身も確認し始める。そのそばで猫が羽織を丁寧に折りたたんでいた。

　一流の料理人は常に自分専用の道具を持ち歩くというので、このアドレーも相当に意識の高い奴だと恭きよう太た郎ろうは気を引き締める。

「……このような私闘のごとき勝負は、当学園を預かる身としては許可できません」

　ソフィアが顔を曇らせながら二人の間に入る。が、アドレーに鼻で笑われる。

「私闘ではない。同門のよしみで料理の研けん鑽さんをしようというだけのことだ」

「殴り合いの喧けん嘩かをしようってわけじゃないんです。美う味まい煮魚を作るだけですよ」

　アドレーと恭太郎に強く出られ、ソフィア自身も思うところがあったようで、彼女は渋々と煮魚作りを許可した。

　それによって、食糧庫に保管されてあった白身魚が用意された。氷魔法のおかげで鮮度は抜群だった。

「魔法ってマジで便利だな……」

　感嘆の声を上げながら、恭太郎は魚を三枚におろす。

　用意された魚は、リヴ曰いわく、キンメダイに似ているが脂はあまりない淡白な味わいだとのことである。

　そして切り身にしたモノに『霜降り』、もしくは『湯引き』と呼ばれる、臭みを取り去る下処理をおこなう。

　まず、九十℃の熱湯に切り身を通して表面のヌメリや汚れを固める。次に、差し水をして冷ました熱湯の中で、ヌメリ、汚れ、血合い、鱗うろこをきれいに洗い落とす。

「丁寧な仕事は『味』を絶対に裏切らない」

　独りごち、恭太郎は煮汁の調合をする。

　今回の魚が淡白な味だというので、濃い目の煮汁を作るために水と魚ぎよ醬しようを一対一にする。みりんを適量入れたいのだがこの世界ガストルシエルにはないので、代用で砂糖を多めに入れる。

「本当は日本酒も欲しいんだけど……」

　みりん同様に存在しない。葡ぶ萄どう酒しゆを入れてみようかと思ったが冒険になりそうなのでやめておいた。

　下処理と煮汁ができたので、いよいよ魚を煮付ける。

　魚を煮るときの必ひつ須すポイントは、煮汁が魚を覆おおい隠さない量（＝ひたひた）で、煮汁が沸騰してからの魚の投入、短時間で煮ることの三つになる。あとは、一度煮立ったら落し蓋ぶたをして、煮汁の味を身の中に閉じ込めるように煮詰めたら完成である。

　生姜しようがやゴボウを一緒に煮込むと魚の臭においを消せるが、臭いの強い青魚ではなく白身魚なので、今回はそれらを使わずに食材の味を生かす方向で調理する。

　そうするうちに恭太郎とアドレーの煮魚が完成した。

　試食用に切り分け、まず恭太郎の煮魚をみんなが食べる。

　その途端、料理を味わった人たちが、

「すっごく美味いッス！」

「うわっ、わっ、嚙かみしめるたびに旨うま味みが溢あふれて、口いっぱいに楽園が広がる!!」

「身の中まで煮汁が染しみ込んでて、お米と一緒に食べたいです」

　と、口々に感動の声を上げた。

「ふむ。下処理も味付けも完かん璧ぺき、煮付け方も絶妙であるな。想像以上の腕だ」

　アドレーも賞賛の言葉を口にする。だが彼の表情に焦りの色はなかった。

　続いて、アドレーの煮魚の試食に移る。

　恭きよう太た郎ろうはフォークで身をほぐして一口分を頰ほお張ばった。

「……っ!?」

「アドレー・オールドバレーの煮魚のほうが美お味いしいわ……」

　代弁するような、リュミエールの呆ぼう然ぜんとした声が厨ちゆう房ぼう内に響いた。

　そしてその感想に異を唱える者は誰もいなかった。それは、場の全員がアドレーの料理を恭太郎のものより美う味まいと感じている証拠でもあった。

「なんでこんなにも差が出るんだよ」

　恭太郎もアドレーの煮魚を味わいながらうめき声を上げる。

　自分の調理の仕方は完璧だったのに、現実にはアドレーの煮魚のほうが美味かったのだ。

　──なぜだ？

　パッと見に、自分と同じく生姜しようがなどは使わずにシンプルに仕上げている。

　──これはなんの差だっていうんだ？

　恭太郎はもう一度煮魚を口に入れて深く味わう。口こう内ないから鼻へと芳ほう醇じゆんな香りと旨味が抜ける。全体的な旨味と香りが自分のものより一段階も二段階も高いのだ。

「……わかった！　この正体は日本酒だ」

　煮魚に日本酒を加えると、酒の糖分と魚のアミノ酸とが結びつき味と香りを格段に向上させる。

「ご名答──」

　余裕の声音で答え、アドレーが麻袋から酒瓶を取り出した。

「でも、なんで日本酒が？　この世界ガストルシエルには存在しないものなんじゃないのか」

「言わなかったか、小僧？　わしはあの御お方かたからすべての知識と技術を伝授していただいた、と」

「親父おやじ、日本酒の醸じよう造ぞうまでできたのかよ……！」

　料理の知識と、酒造の知識ではまったく系統の異なるものなので、あの男がそこまでできたという事実に愕がく然ぜんとする。

　だが考えてみれば、この世界では稲作もおこなわれており、日本酒の原料には困らない。

「大戦で完全に途絶えた技術なのだがな、わしのようなあの御方の弟子はそういったもののすべてを詳細に継承しておる。そしてあの御方への揺るがぬ忠誠心こそが、わしと貴様の勝敗を分けたのだ」

　優越感に浸ひたるようにほおを緩ゆるませ、満足げな顔でアドレーが言い放った。

「くそっ……」

　目の前のエルフの言葉を否定したかったが、今の恭きよう太た郎ろうには拳こぶしをきつく握りしめることしかできなかった。

　この世界ガストルシエルに召喚されて初めての敗北だった──。
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　その日の夜。

　王城の一室にあるアドレーの居室で、ヴィヴィアンはソファに腰かけながら浮かない顔をしていた。

　現在、アドレーと内務卿、人足の派遣を業務とする組合ギルドの長おさが作戦会議を開いている。

　昼間の煮魚の勝負後、アドレーが一方的に治水工事の料理対決を五日後に設定した。ヴィヴィアンは、キョータローが断るものだとばかり思っていたが、彼は反骨精神をあらわにして勝負を了承したのだ。

「……なんでまだ戦おうとするのよ。バカみたい」

　ヴィヴィアンは桃色の髪をいじりながら唇くちびるだけでつぶやく。

　それから、円卓をはさんで話し込むアドレーたちを彼女は見るともなく見ていた。

「それにしても本当に料理勝負などするのかね？」

　心配そうな顔で内務卿がアドレーに訊きく。

　実は、内務卿は人足のことなど一切思いやっていない。人足を激励するための料理作りというのは本当のことだが、それは詰まるところ税金を懐ふところに入れるための名目であり、競合などというまどろっこしいことは望んでいない。

　競合というのは、アドレーがキョータローを取り込むために言い出したことに過ぎない。

「万が一にもきみが負ければ旨うま味みがまったくなくなってしまう」

「案ずるでないわ。昼間の一件であの小僧の実力は十分に理解した」

「当然、きみのほうが上回っているのだろう？」

「ふむ。正直なところ拮きつ抗こうしておる。あの御お方かたの血筋だけあって侮あなどれぬな」

「拮抗……それではどちらが勝つかわからぬではないか」

　内務卿が顔を歪ゆがめる。国の要職に就きながら、この男は小心者なのである。

「大丈夫だ。能力が互角ならばあとは財力がモノを言う──あの小僧では手に入らぬ高級食材を集めて、絢けん爛らんたる馳ち走そうを用意すればいいだけのことよ」

　アドレーが自信満々に語り、内務卿もホッと胸をなでおろす。

　そんなやり取りに、ヴィヴィアンは内心でため息をついた。

　彼女は、父親の大陸支配の野望こそ理解しているが、実は財力や搾さく取しゆといった権力者特有の「暴力」が好きではない。まあ、リュミエールとの口喧げん嘩かではそういうことを口にしてしまうこともあるが……。

「とはいえ、審査員にソフィア・ガヴァリエーレが入ってきたのは誤算だった」

　苦々しく口の端を吊つり上あげ、アドレーが舌打ちをする。

「全員、こちら側の者たちで固めるつもりだったのだが……」

　内務卿もトホホと気弱な声を出した。

　ちなみに、審査員は内務卿と組合ギルドの長おさ、そして学園長ソフイアの三人である。本来は、アドレーの手の者を入れる予定だったのだが、ソフィアが強硬に抗議して審査員入りを果たした。

　ヴィヴィアンは少しだけ胸のすく思いだったが、しかし依然二人は父親の側であり、キョータローが勝つ見込みはない。

　彼が負ければ、一室に軟禁されて一生を送ることになるだろう。

「内務卿よ、弱気な声を出すでない。貴殿とノヴォン殿がわしに一票を投ずればそれで済むだけの話ではないか」

　アドレーが、ノヴォンと呼ばれた組合の長に向き直り、

「ノヴォン殿、よろしくお願いしますぞ？　わしが勝った暁あかつきには謝礼を弾ませてもらいますし、組合に優先的に仕事も回しますからの」

「……もちろんです、料理長閣下」

　言葉少なにノヴォンが答える。心なしか表情が暗かった。

　しかしそんなことは気にせず、アドレーが次の話題を口にする。

「さて話は変わるのだが、この国から汚らわしいハーフエルフを排斥したいと考えておる。そこでの、内務卿から国王陛下へその旨むねを進言してほしいのだ」

「それは構わぬが……陛下に奏上するにも手ぶらというわけにはいかぬだろう？」

「わかっておるわ。貴殿には十分な礼をする」

　この後は延々とゲスなやり取りが続いていき、その合間にハーフエルフがいかに不浄な生き物かという話が入る。

　種族に対しての差別意識がほとんどないヴィヴィアンにとっては気分のいい話ではない。しかしアドレーからの折せつ檻かんが怖くて、彼らに意見することなどできなかった。

　なにも言えず、ただジッとしているだけの自分が惨みじめでちっぽけで、ヴィヴィアンは憂ゆう鬱うつの中できつく目を閉じた。
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　あちらこちらでツルハシの地面を砕く音が響く。

　何百人という労働者たちがムムルガ川の大規模な治水工事に従事している。『瀬替え』と呼ばれる、新しい河道を作って川の流れをコントロールする工事である。

　労働者たちの怒号が飛び交う中を、恭きよう太た郎ろうはタータンやマードンと一緒になって黙々と働いていた。

「きっついな……」

　額の汗をぬぐいながら、恭太郎は掘くつ削さくによる土砂を、縄を網状に編んだ『もっこ』という籠かごに入れて運ぶ。もっこは、吊つり縄のついた籠を長い棒に通して前後二人で担かつぐ伝統的な運搬用具で、前を恭太郎、後ろをタータンというコンビで、もう何十往復もしている。

「大丈夫ッスか？　もう少し土砂の量を減らしたほうがいいかな」

　後ろからタータンが心配そうに声をかけてくる。

「いいや、大丈夫だ。マードンを見習わなくちゃな」

　恭太郎はチラリと斜め前方を見る。マードンがブヒン、ブヒヒンと声を上げながら、文字通りの馬力でもってツルハシをふるっていた。

「すげえな、ペースがちっとも落ちてない」

「マードンの体力は底なしッスから」

「よし！　おれたちも頑張るか」

　恭太郎は肩に食い込む棒を担ぎ直すと、そのまま土砂の集積場まで運んだ。

　煮魚の勝負に負けた日から三日が経たっていた──。

　そしてこの三日間、恭太郎は授業が終わるとこの工事現場で労働に加わっていた。

　明後日に控えている料理勝負、彼はまだなにを作るのか決めかねていた。ただ、治水工事で疲れている人たちを癒いやす料理を作るなら、まず自分も同じように労働に従事してその苦労を知らなければいけないと考えたのだ。

　その考えにタータンたちも共感してくれて、男子三人は肉体労働、リュミエールとノエルの女子二人は炊事場の手て伝つだいをすることになった。

「もう絶対に負けたくない──」

　恭太郎はつぶやいていた。

　敵は自分と同等以上の実力を持っている上に、自分では手に入れられない食材も用意できるだろう。

　それでも負けたまま引き下がりたくない。

　負けたときのリスクよりも、相手を恐れて逃げ出すことのほうが致命的だと思ったのだ。一度逃げてしまえば逃げ癖がつき、その後の重大な局面で奮い立つことができなくなってしまいそうだから。

　そんなことを考えているうちに土砂を運び終えていた。

　そのタイミングでタータンが小便をしたいと言い出したので、小休止をすることにする。タータンを見送りながら、恭きよう太た郎ろうは地べたに腰を下ろした。

　そして恭太郎は再び料理対決について考えを巡らす。

　──なにか勝つためにヒントはないか。

　しかし妙案などそうそう思い浮かばず、うんうん唸うなっているとノエルがやってきた。

「あの、キョータローさん、お腹なかでも痛いんですか」

　恭太郎が唸っているのを勘違いしたようで、ノエルが心配そうな顔をする。

「いや、別に腹が痛いわけじゃないんだ」

「……そうですか。でもなんだか辛そうです」

　そう言うと、ノエルは「お水でもどうぞ」と木杯を差し出した。

　恭太郎は礼を言い、それを受け取った。

　どうやら彼女は炊事場の手て伝つだいの一環として水配りをしているようだ。周囲を眺めると、別の場所でリュミエールも水を配っていた。

　恭太郎は水を一口飲み、のどを潤うるおす。

「こういう工事現場を見ていると故郷を思い出します」

　ノエルがポツリとつぶやいた。

「故郷？」

「はい。あたしの故郷は山の中の小さな村なんです。家族はみんな鉱山で働いてます」

「エルフってもっと優雅な生活をしてるもんだと思ってた……」

　笛や竪たて琴ごとを奏かなで、木の上で昼寝をするというようなものを想像していたのだ。

「純血のエルフだと、確かに贅ぜい沢たくな暮らしをしている方も多いと思います」

　ノエルがフッとため息をつく。

「あ、ごめん。鉱山で働いてるからエルフっぽくないとか、ひどいこと言って」

「いえ、気にしないでください。それにみんな鉱山労働に誇りを持っていますから」

　にこりと笑うが、次の瞬間にはその笑え顔がおがわずかにかげる。

「でも大変な割にあまり稼かせげない仕事です。組合ギルドから仕事を回してもらうんですけど、足下を見られて安い賃金しかいただけないので」

「派遣労働みたいだな。いや、こういう世界のほうがもっと扱いがひどいんだろうけど」

「だから父があたしには料理人になりなさいって言って、いろいろ無理してこの学園に入れてくれたんです」

「そっか、いいお父さんだよな」

　恭太郎がつぶやくように言うと、ノエルも小さくはにかんだ。

「おれの親父おやじなんか……」

　言いかけて言葉を飲み込んだ。口に出せばグチになってしまいそうだったから。

　恭きよう太た郎ろうの父親が『英雄』であることは、アドレーの発言でみんなに知られてしまった。

　しかし、リュミエールがみんなに恭太郎の辛い気持ちをそれとなく伝えてくれたようで、仲間たちも父親のことを話題にすることはなかった。

　現に、ノエルも恭太郎の胸中を察してくれたようで聞かなかったふりをしてくれている。

　そんな彼女の気づかいに感謝する。

　それから恭太郎はふと思いついた疑問を口に出す。

「さっきの話に戻るんだけどさ、組合ギルドの待遇が悪いってことは、やっぱりここの人たちもあまりお金をもらえないのかな」

「どこの労働者もみんな低賃金で働いてますが、ここはまだマシだと思います」

「どうして？」

「昨日、炊事場のおばさんと世間話をしたんです。そしたらここの工事を仕切ってる組合は良心的なところで、その組合長ギルドマスターのノヴォンさんはとてもいい人だって」

　女性が集まれば井戸端会議がおこなわれるのはどこの世界も同じようで、ノエルが噂うわさ話などを楽しそうに語ってくれた。

「キョータロー、ノエル！」

　二人の話に割り込むようにリュミエールの声が聞こえた。

　慌ただしくリュミエールが駆けてくる。

「そちらは終わりにして炊事場を手て伝つだってほしいって炊事長が言ってるわ」

　彼女曰いわく、炊事場のおばちゃんが何人も風か邪ぜでダウンしてしまい、食事の準備に大わらわらしい。

　恭太郎たちと、用を足して戻ってきたタータンは炊事場に移動する。

　マードンは掘くつ削さくに精を出していたので、適材適所ということでそっとしておいた。

　そして到着した炊事場はまさに戦場だった。

　なんせ数百人の食事を作らなくてはいけないのだから、工事現場以上の肉体労働となるだろう。

　年配の炊事長から指示されて恭太郎たちは調理に取り掛かる。

　ノエルとタータンは燻くん製せい肉を切り分ける作業を、恭太郎とリュミエールは野菜の皮剝むきを命じられた。

　一見すると地味だが調理の第一段階となる作業のため、ここでグズグズしているとドミノ倒し的に遅れてしまう。

　リュミエールも包丁を握って準備万端であり、恭太郎もリヴを革鞘ざやから抜いた。

「よっし！　フルスピードでいこうか、リュミ？」

　籐の籠かごに山盛りになっているパティナ（≒ジャガイモ）を一つ取る。

「いいジャガ……じゃなくて、いいパティナだな。なあリュミ、おれも結構この世界ガストルシエルの野菜の名前とか覚えてきたんだぜ」

「……悪いけど、少し黙っててくれないかしら？」

「ん？　どうした？　あ、パティナの芽は深く取っとけよな、あと皮が緑っぽくなってたら厚めに剝むいたほうがいい、ソラニンっていう」

「少し黙っててくれないかしら！」

　らしくない大声を上げるリュミエール。恭きよう太た郎ろうはギョッとして彼女を見やる。

　と、リュミエールが鬼気迫る表情で包丁を右手に、パティナを左手に握りしめていた。

　なんというか醸かもし出す空気が真剣勝負を前にした武士のようだった。瞳ひとみは極限まで見開かれ、呼吸の回数も多い。明らかにアドレナリンが過剰分泌していた。

　そんな中で、リュミエールのつぶやき声が聞こえる。

「柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る、柄を握って刃で切る──」

「こわっ!!」

　一心不乱につぶやき続けているのも怖かったが、つぶやいている言葉が常識とも言えない常識だったのには背筋がゾクッとした。

「昔は包丁の〈刃〉を握って〈柄〉で切ろうとしておったからの、ああやって確認するようになっただけリュミもマシになったもんじゃ」

「いやいやいや、浮気現場を押さえたヤンデレさん状態じゃねえかよ！　って、お前本当に料理学校の生徒なのか」

　リヴの発言に恭太郎が突っ込んでいるうちに、リュミエールが覚悟を決めたようで包丁をパティナの皮へと滑り込ませた。

「お、おい！　切れてる！　皮じゃなくて親指が切れて血が出てるぞ！」

「うぅ、血が出ちゃった……」

　鬼気迫る表情から一転して、リュミエールは涙目になりながら親指を軽く吸った。

「『うぅ』じゃねえよ！」

　恭太郎はケガの具合を診るためにリュミエールの手を取る。唾液で濡ぬれた親指の傷は深くはなかったが、それでも血は止まっていなかった。

「薬塗ったほうがいいな。ったく、なんでそんなに不器用なんだよ」

「不器用なことくらい自覚してるわ。あまりイジメないでちょうだい」

　ちょっと拗すねたように上目づかいで恭太郎を睨にらみ、リュミエールはもう一度親指を吸う。

　指を吸うたびに唇くちびるの柔らかさが色っぽく強調されて、恭太郎はやたらとソワソワしてしまった。

「……どうしたの？　顔が赤くなってるけど」

　リュミエールが指を吸ったまま首をかしげる。

「い、いや、なんでもない」

　直視するのが気恥ずかしくて、恭きよう太た郎ろうは視線をそらした。

　それから、炊事場のおばちゃんにリュミエールの手当てを頼み、恭太郎が彼女の分まで活躍することで遅れることなく料理が完成した。

　夕食は雑穀パンと燻くん製せい肉、そして野菜のスープというシンプルなものだった。お世辞にも豪華な食事ではない。しかし労働者たちは文句も言わずに食べていた。

　煮炊き用の焚たき火びの前で、恭太郎はリュミエールと一緒に食事を摂とる。

　ノエルは学園での課題の提出が残っているとのことで戻っており、タータンはおばちゃん連中とおしゃべりを、マードンは屈強なオヤジさんたちと飯を食べていた。

　工事中の喧けん騒そうも今だけは穏やかな談笑に変わり、恭太郎もゆったりとした気分で食事を口に運んだ。

　しかし、なんというか。

「しょっぱすぎるな。これじゃあ高血圧になる」

　味付けは炊事長がおこなっており、悪くはないのだがやたらと塩辛いのだ。しかも今日だけというわけではなく、昨日も一昨日も塩が利ききすぎた料理だった。

「重労働でたくさん汗をかくから塩分を多めにしてるのよ」












「……なるほど。確かにしょっぱいけど身体からだは拒否しないんだよな。むしろもっと塩気を欲しがってる感じだ」

　料理人としての鋭えい敏びんな味覚はこの味を否定しても、汗だくで酷使した肉体は強烈に求めているのだ。

　塩辛い料理を味わいながら、恭きよう太た郎ろうはふと日本史の授業を思い出す。そう、江戸時代の労働者用の飯屋も、同様の理由から醬しよう油ゆを多用した塩辛い料理ばかりだったらしいのだ。

「ここで働いている人たちのほとんどはキュリア地方の出身ね」

　と、リュミエールが独り言のようにつぶやいた。

「キュリア地方？」

　オウム返しに恭太郎は訊きき返す。

「王国の北西に位置する、寒さと暑さの厳しい土地よ。産業らしい産業もないから多くの村人が出で稼かせぎでやってくるわ」

　やるせなさそうにため息をつき、リュミエールが続ける。

「かつてはノーデンフェルト家の領地だったの。いろいろな政策を試したらしいんだけど、これといって有効なものはなかったらしいわ」

「そういやリュミん家ちって大貴族だったんだよな？」

　前に重曹を買いにいったときの会話を思い出して恭太郎は言う。

「昔はね。わたしのノーデンフェルト家が神聖竜を祀まつる『竜の巫み女こ』の家系、そしてヴィヴィアンのオールドバレー家が邪悪なるものを封じる『封印の巫女』の家系なの」

　リュミエールが、「だからヴィヴィアンの家とは交流があったのよ」と付け加えた。

「竜の巫女、か。なんかカッコいいな、竜に変身できそうで」

「変身はできないけれど、竜冠族ドラーゴなんかの竜族の血は混じってるわ」

「マジでか！」

　食事の手をとめ、恭太郎は羨せん望ぼうの眼まな差ざしでリュミエールを見つめる。『竜族の血』などというものはとんでもなく心ときめく単語だったから。

　そのとき、近くを通った給きゆう仕じのおばちゃんが二人に木杯を手渡してくれた。

　水だと思って、恭太郎は一気に飲み干す。

「うおっ！　これって酒か？」

「キュリア地方で好まれるレグ酒ね。酒精度アルコールは低いからまず酔っぱらうことはないわ」

「確かに甘くてうまいな。アルコールもほとんどないからジュースみたいで飲みやすい」

　疲れた肉体は塩分同様に糖分も求めており、思わずもう一杯おかわりしていた。

「うん！　やっぱりジュース、いやアルコールの度数を思いっきり低くした果実酒……ともちょっと違うな」

　未成年ゆえに、恭太郎は自主的に飲むことはしないが、調理のために父親から各種の酒を飲ませられていた。

「果実酒ではないぞ、キョータロー？　レグ酒はの、果実ではなくレグという穀物から作っておるのじゃ。もちろん、レグはおぬしの世界には存在せぬがな」

「そっか、この世界ガストルシエル独特の穀物で作った酒か……原料が穀物なら、レグ酒って焼酎のような蒸留酒なのか？　いや、その割にはアルコール度数が低すぎるか……」

「どちらかといえば日本酒に近いの」

　リヴがそう答えてくれる。

　なるほど、言われてみればこれは焼酎のような蒸留酒というよりも、日本酒のような醸じよう造ぞう酒としての複雑な味わいがあると、恭きよう太た郎ろうは心の中でうなずく。加えて言えば、醸造酒なら蒸留酒よりもアルコール度数は低い。とはいえ、日本酒でもアルコール度数は十五、六度ほどあるので、ジュースと間違えてしまうくらいアルコール度数が低くて甘いレグ酒は、醸造酒としても特殊なのかもしれない。

「レグはデンプンの量が米の二倍以上もあるから、甘すぎて主食には向かぬのじゃ」

　メインの核が盗まれ、料理の知識を失ったと言う割にリヴは的確な補足をしてくれる。もしかすると知識がわずかに残っており、ふとした拍子に思い出しているのかもしれない。

「って、米の二倍も!?」

　リヴの知識の有無も気になるが、今はレグの栄養成分について恭太郎は興味を覚える。そしてデンプンの量が二倍という情報に、先日の煮魚での雪辱の糸口を見み出いだした。

「こっちの世界にもすげえいいもんがあるじゃないか」

　興奮ぎみに独りごち、

「他にもどんな食材があるんだろう？　一回でいいから、大怪獣ベヒモスや混成獣コカトリスみたいな、狩りゲーに出てくる巨大モンスターとか調理してみたいんだよな」

　この世界独特の食材に胸をときめかせながら、恭太郎はまだ知らぬ『味』に思いを馳はせる。

　そのとき、リュミエールがレグ酒を飲みながらなにかをつぶやいた。

「キュリア出身の彼らは、疲れた身体からだを癒いやすために辛い料理で塩分を摂とり、レグ酒を飲んで糖分を補いながら故郷を想おもうのね」

　彼女のしみじみとした声が恭太郎の耳にも入る。その瞬間だった。まるでパズルのピースがきれいにはまっていくように、自分がどんな料理を作ればいいのかを理解した。

「……そうだよな。勝負は勝負でも本質を見失っちゃいけなかったんだ」

　身体の芯に熱が宿り、たるんでいた心が引き締まる思いだった。

「ちょっといろいろな人と話をしてくる！」

　料理を一気に食べると、恭太郎は手あたり次第、そこらの人たちに話しかけていった。




　その日の深夜──。

　厨ちゆう房ぼうで、恭きよう太た郎ろうは工事現場で得たさまざまな情報をもとに料理の試作をする。とっくに消灯の時間は過ぎていたが、ソフィアに頼み込んで使わせてもらっているのだ。

　リュミエールたちも手て伝つだってくれていたが、さすがに昼間の労働の疲れから少し前に部屋に戻っていった。リヴも眠くなったらしく、少し前に「先に休ませてもらう」と断ったきり一言もしゃべらなくなった。

　恭太郎も疲労がたまっていたが、試したいことが多く、『しゃべる包丁』から睡眠によって『ただの包丁』になったリヴを手に、今もまだコンロの前に張り付いていた。

　鍋の蓋ふたがコトコトと揺れ、芳かぐわしい匂いが鼻び腔こうをくすぐる。

　ちなみにコンロの火はリュミエールが時限式の炎の魔法をかけてくれたので、料理ができあがるころに消えてくれる。

「──まだ残ってるの？」

　不意に声をかけられて振り向くと、厨房の入り口にヴィヴィアンが立っていた。調理に集中していたので気配に気づかなかった。

　依然としてリヴは眠っていたが言語の調整能力に問題はないようで、ヴィヴィアンの言葉はちゃんと理解できた。

「よう。おれが怖くなって偵察にきたのか？」

　軽く片手を上げ、恭太郎はからかい口調で話す。

「お父さまより弱いくせに口だけは一人前よね」

　ヴィヴィアンは足音を響かせながら近づき、恭太郎の近くの丸椅い子すに腰を下ろした。

　しばらくの間、彼女は口を利きかず中空を見つめていた。

　なにをしにきたのだろうと、恭太郎は首をかしげる。だが、今は鍋の中の物が煮えすぎないように調理に専念する。

　そのままお互いに無言の時間が続いた。

　そして料理が完成する。そろそろ自分のほうから声をかけようかと思ったとき、それを察したようにヴィヴィアンが先に口を開いた。

「……明後日の勝負に負ければ、死ぬまで飼い殺しの目にあうでしょうね」

　いつもの生意気な口調ではなく陰を含んだ声音で告げる。

「そりゃ怖いな」

　ヴィヴィアンの雰囲気に戸惑い、恭太郎はとりあえずおどけたふうに答える。

「お父さまは本気よ。これ以上の料理知識の流出を防ぐために、あなたを一室に監禁して一生自由になんてしない」

「……もしかして、おれのこと心配してくれてるのか？」

　彼女のことだから嫌みの一つでも言いにきたのかと思ったが、どうも様子が違う。

「あなたのことなんて心配していない。むしろ、このわたくしを散々イジメてきたんだから不幸になるべきだと思ってる」

「……おれがいつお前をイジメたよ」

　しかしヴィヴィアンはそれを無視するように話を続ける。

「でも本当はわたくし……」

　一度息を吸い込み、

「わたくし、お父さまには勝ってもらいたくない」

　精一杯の勇気を振り絞るように、ヴィヴィアンが心の内を吐露する。

「わたくしたちは料理での大陸支配を目指している。それは我が氏族の至上命題といってもいいわ。でも支配の先に見ているものがわたくしとお父さまとでは違いすぎる」

　恭きよう太た郎ろうは黙ってヴィヴィアンの話の続きを聞く。

「わたくしは『食』を極めたい。大陸中じゆうの食材を研究して、技術を向上させ、かつてを超える食の黄金時代を築きたい。だけどお父さまは権力が欲しいだけ。気に食わない種族の排除と搾さく取しゆを繰り返して自分だけが潤うるおうことを考えてる……わたくしはそんな暴力は振るいたくない」

　思いを吐き出すヴィヴィアンの瞳ひとみがうっすらと濡ぬれていた。だがすぐにそれに気づいたようで、彼女は慌てて目元をぬぐった。

　自分も昔は、あの冷徹で暴力的、権力の虜とりこのような父親に、料理に関するめちゃくちゃなしごきを受けてよく泣いていたのを思い出す。

　ヴィヴィアンとは案外同じような境遇なのかもしれないと、恭太郎は目の前の少女に幼い日の自分を重ね合わせていた。

「お互い父親のことで苦労するよな」

　恭太郎はできあがったばかりの料理を皿に盛り付け、ヴィヴィアンの前に置いた。

「自信作なんだ。よかったら味見してくれよ」

　ふわりとした湯気が立ちのぼり、得えも言いわれぬ香気が辺り一面を満たしていく。

「……いい匂い」

　思わずといった感じでヴィヴィアンがつぶやき、置かれた料理に目を落とす。

「これって煮魚？　お父さまに負けたくせにまた同じ料理を作ったの？」

「ああ。今度は負けないように工夫した」

「負けず嫌い──」

　一瞬だけほおを緩ゆるめ、しかし次の瞬間には困ったような顔をする。

「でもいいの？　わたくしがお父さまに情報を漏らすかもしれないわよ」

「これは明後日の勝負にメインで出す料理じゃないし、お前はそんなことしないだろ？」

「わたくしは……あなたとの肉焼き勝負で散々卑ひ怯きようなことをしたわ」

　恥じるようにヴィヴィアンがうつむいた。

「あのときはめちゃくちゃ苦戦させられたよ」

　もう気にしていないというように、恭きよう太た郎ろうは明るく振る舞う。

「……ウソつき。わたくしなんて目じゃなかったくせに」

　ヴィヴィアンも少し悔しそうに笑むと、フォークを器用に使って煮魚を口に運んだ。

「美お味いしい！　この前食べた煮魚も美味しかったけど、こっちのほうがよりまろやかな味わいで香りも複雑で豊かになってる」

　ぱあっと顔がほころび、続けて二口三口と頰ほお張ばる。

「料理は本来『美う味まい』だけでいいんだ」

　恭太郎はつぶやく。そう、権力や名誉などと結び付けようとするからおかしくなってしまうのだ。美味しく食べてくれればそれ以上の喜びなんてないはずなのに。

　するとヴィヴィアンが顔を上げて恭太郎を見つめる。

「これ、お父さまのより美味しいわ……でも本番の料理対決なら、あなたは絶対に負ける」

　恭太郎の敗北を確信するように言い切り、

「審査員三人のうち、学園長先生以外はお父さま側の者なのよ。内務卿は言うまでもなく、組合長ギルドマスターだってしっかり買収されているわ」

　それが本当のことならこちらの勝利は絶対にないだろう。

　しかし恭太郎はゆっくりと首を左右に振った。

「おれは、人の本質は清らかなものだと信じている。決して心は金じゃ買えない」

　それから力強く笑むと、

「だから心配するな、お前のバカ親父おやじはおれがぶっ倒してやる」

　自分の料理を美味しそうに食べる少女に、恭太郎は宣言した。





　　　　※






　そして勝負当日を迎えた。

　勝負会場は学園の食堂である──窓から午後の陽光が差し、審査員のソフィア、内務卿、組合長のノヴォンは既に席についている。

　周囲は野次馬の学生たちで溢あふれ返り、ヴィヴィアンもそんな中で観戦していた。

　そんな熱気の中で恭太郎はアドレーと対たい峙じしていた。

　二人とも調理用の白衣コツクコートを身に着けている。特にアドレーは恰かつ幅ぷくがいい分、一流レストランの総料理長グランシエフのような雰囲気を醸かもし出している。

　双方、助手としての料理人を五人まで許可されており、アドレーは自身の弟子なのであろうエルフの料理人を五人フルに、恭太郎はリュミエールとノエル、タータン、マードンの、気心の知れた四人を選んだ。

「逃げずによくやってきたな、小僧？　あっぱれなものだ」

　アドレーが挑発するように口の端を歪ゆがめ、ふんと鼻にかかるような声を出す。

「逃げる？　あんたごとき相手になんで逃げなくちゃいけないんだよ」

　わざとムカつくような感じで首をかしげて、恭きよう太た郎ろうも鼻で笑う。

「貴様っ！　あの御お方かたの子息だろうと容赦せんぞ」

「同感。おれもあんたをぶっ潰つぶすのに手加減なんてしないつもりだ」

「言わせておけば、身の程知らずの青二才め！　このわしに敵かなわぬことくらい先の対決で理解しただろうが」

「身の程知らずだから、おれがあんたより劣ってるなんて欠片かけらも認めてないんだよ」

　そこで恭太郎はリュミエールに振り向き、「悪いけど、アレを持ってきてくれ」と声をかける。彼女も小さくうなずき、ノエルと一緒に厨ちゆう房ぼうに入っていった。

　すぐリュミエールとノエルは食堂に戻ってくる。

　二人とも煮魚の載った皿を二枚ずつ持っており、ソフィアと内務卿、ノヴォンの前に皿を置き、最後の一枚をアドレーに手渡した。

　それぞれに料理がいきわたったのを確認して、恭太郎は口を開く。

「午前中に仕込んでおいたんだ。今回の勝負とは無関係に食べてほしい」

「どんな小こ細ざい工くを弄ろうしたのか知らんが食うまでもないわ。貴様ではわしに及ばんよ」

　一度勝利している驕おごりからか、アドレーは冷笑でもって煮魚を一いち瞥べつする。

「いいではありませんか、前菜ということで食べてみましょう」

　ソフィアがやわらかな声音で提案し、ついで内務卿とノヴォンにほほえむ。

「う、うむ。座興としてはよいのではないかね、アドレー？」

　美人の微笑に鼻の下を伸ばす内務卿。ノヴォンは表情を崩すことこそしなかったが、合意するように軽くあごを引いた。

「……助すけ平べえ爺じじいめ」

　アドレーが聞こえないような小声で毒づき、

「いいだろう。ガキの心得違いを正してやるのも大人の務めだ」

　渋々といった具合に了承する。

　そして本番前の、エキシビションのような趣で四人が煮魚を食べ始めた。

「素晴らしいです!?」

　最初に感嘆の声を上げたのはソフィアだった。ついで内務卿が目を見開き、ノヴォンもかすかに口の端を緩ゆるめた。

「味と香りが前回よりも抜群によくなっています……あぁ、魚の身を嚙かみしめるたびに旨うま味みが口こう内ないに広がり、ふくよかな香りが鼻から抜けていきます」

　ブルブルと身を震わせながら、ソフィアが陶とう然ぜんとした顔で感動を言葉にする。

「先日アドレーが作った煮魚より数倍美お味いしいです!!」

　身み贔びい屓きではなく、本心からの声でソフィアが恭きよう太た郎ろうの煮魚を絶賛する。

　前回は居合わせなかった内務卿とノヴォンは比較材料がないことと、アドレー側の人間であるためなのだろう、特に感想を述べることはなかった。

　そして、他の三人よりも遅れて煮魚を口にしたアドレーが驚きよう愕がくに顔を歪ゆがませる。

「……馬鹿な、なぜこのようなことが」

　皿を持つ手をわななかせながら、

「ニホン酒を使ったわしのものより香りがよい……小僧っ！　一体なにを使ったのだ」

　焦燥の色すら滲にじむアドレーの怒声が響く。そのタイミングでタータンが恭太郎に、五合（≒九百）入りの、徳利とつくりに酷こく似じした陶製の酒器を渡した。

　恭太郎はその酒器を軽く掲げる。

「おれは日本酒の代わりにレグ酒を使った」

「レグ酒？　あんな甘いだけの貧乏人どもの酒をか？」

　予想外の回答にアドレーが間の抜けたような顔で恭太郎と徳利を見比べる。

「貧乏人の酒、か……今からあんたがド三流だってことを証明してやるよ。そのクソ長い耳をよく傾けて聞いてくれ」

　挑発というよりも怒りを込めて、恭太郎は酒と煮魚の化学反応について説明する。

「煮魚に日本酒を使うのは、酒の糖分と魚のアミノ酸が結合することで香りと味が爆発的によくなるからだ。じゃあ酒の糖分というのは一体なんなのだろうか？　正体は……」

　酒の糖分の正体は、もちろん原料である『米』によるものである。では『米』の、どういう種類の糖分によるものなのか？

　答えは、米に含まれるデンプンが、日本酒を醸じよう造ぞうするときの麴こうじによって変化する『ブドウ糖』である。そのブドウ糖が魚のアミノ酸と結びつき、煮魚は香り豊かで美味な味わいへと昇華する。

　そして恭太郎が手に入れたレグ酒の『レグ』、この穀物は米の二倍以上のデンプンを含んでいる。つまり、醸造の際には（同条件であれば）二倍以上のブドウ糖になるのだ。

「……同じ酒の量でブドウ糖が二倍以上あるなら、よりアミノ酸と結合して、全体の香りと味が大幅に上昇する」

　もちろん、二倍以上のブドウ糖といってもアミノ酸との結合にも限界があるので、香りと味も二倍以上などという単純な結果にはならない。しかし、レグの持つ他の成分も合わさってか、日本酒を使ったときよりも煮魚が美味になっているのは事実だった。

「小僧！　貴様なぞ、ニホン酒より使い勝手のいい酒を見つけてきただけではないか。それでこのわしを三流と罵ののしるか！」

　こめかみに青筋を浮き上がらせながら、アドレーが憎々しげに恭きよう太た郎ろうを睨にらみつける。

「レグ酒を使って勝ったからおれが一流で、あんたが三流だなんて言ってるんじゃない」

　恭太郎もその怒りの視線を怯ひるむことなく真っ向から見据える。

「あんたが三流なのは自分の研けん鑽さんがちっともできていないからだ。身近に日本酒よりも使える酒があっても、貧乏人の酒だと嘲あざ笑わらって見向きもせず、英雄おやじに教えられたことを忠実に守ることしかできない。それがあんたの限界、ド三流っていうのはそういう意味だ」

「くっ……」

　言い返すことができず、ギリギリと歯ぎしりをするアドレー。

　そして恭太郎は最後の一撃をビシリと言い放つ。

「親父おやじへのくだらない忠誠心が、おれとあんたの格の違いだ！」

　刹せつ那なの静寂──が、すぐにそれが打ち破やぶられる。

「おのれ、おのれ、おのれぇえええええええええええっ!!」

　プライドを傷つけられ、アドレーが地じ団だん太だを踏む。すぐに彼の弟子たちが駆けつけて、「お師匠さま！」「落ち着いてくださいませ」「まだ勝負は始まってもおりません」と口々になだめる。

「貴様は絶対に許さんぞ！　わしが勝った暁あかつきには、一生我が屋敷の地下の牢ろう獄ごくで暮らすことになると覚悟しろ」

　アドレーは鼻息荒く宣言すると、大股で厨ちゆう房ぼうに入っていった。

　それを合図に、今回の『治水工事の人足のための料理対決』の幕が切って落とされた。




　そして互いの意地がぶつかり、自身の持てる技術を駆使して、一時間が経過した。

　恭太郎とアドレー、双方の料理が完成する。が、タッチの差でアドレーのほうが早く仕上げたため、まずは彼の料理が食堂の審査員のもとに運ばれていく。

　それとは別に恭太郎たちにも試食用に一皿ずつ供された。

「……すげえな。国こく賓ひんを招いた晩ばん餐さん会かいみたいだ」

　絢けん爛らん豪華な料理の数々に、恭太郎は思わず口を半開きにしていた。

　アドレーの料理はまさに贅ぜいの限りを尽くした豪華な品々で、皿数も十枚以上ある。普通、公式晩餐会の皿数は時代にもよるが近年ではおおむね六皿から八皿となる。あくまでも恭太郎の世界での話なのだが、それでもこの皿数は今回の料理対決の趣旨から考えれば非常に多いと思う。

「王さまの食事みたいッス！　ぼくが治水工事の労働者だったら、こんなすごい料理見ただけで腰が抜けちゃうよ」

「おれも、工事などそっちのけで呆ぼう然ぜんとしてしまうだろうな、ブヒヒン」

　タータンとマードンも興奮しながら見入っている。

「こんなすごいご馳ち走そうが出てきて本当に勝てるのでしょうか？」

「財力に物を言わせた嫌みな料理ね。全力で潰つぶしにきたって感じだわ」

　心配そうにノエルがつぶやき、リュミエールも顔を強こわ張ばらせる。

　そんな中で、恭きよう太た郎ろうは改めて料理を眺めてみる。

　料理の種類は無国籍的で、香草を利きかせた鶏とり肉にくのソテーといったフランス料理風の物もあれば、八宝菜のような中華料理風の炒いため物ものもあり、刺身のような日本料理もあった。

　一気にすべてが運ばれてきたので雑多な感じではあるが、前菜、スープ、魚料理、肉料理、デザートというオーソドックスなコース料理の形態をとっている。

　恭太郎は料理を一通り食べてみた。

　美う味まい、と思った。個々の食材が高級品だからというのもあるが、一つひとつの調理も高い技術でこなしている。例えば刺身の切り方も、切断面の細胞が壊れないよう摩擦をかけないで切っており、ソテーも焼き加減が絶妙で、表面の皮はパリッと、中は肉汁で溢あふれていた。

　その他にも、和風出だ汁しの組み合わせ方も完かん璧ぺきだった。グルタミン酸ナトリウム、イノシン酸、グアニル酸といった旨うま味み成分の知識を十分に持っているのだろう。

「……優秀な料理人なのに、料理を『権力』の道具だと思ってるから間違いを犯すんだ」

　つぶやくと、恭太郎は静かにナイフとフォークを置いた。

「美味い！　美味いぞ!!　さすがはアドレー、食材も調理も一流である。これはもはや勝負の意味などない。そう思わぬか、ノヴォン殿？」

　絢けん爛らんな見た目と、技術に裏打ちされた美味に、内務卿が子どものように大はしゃぎする。対してソフィアとノヴォンは無駄口を叩たたくことなく食べていた。

「ふむ。美味すぎて声も出ぬようだ。確かにこれほどの料理、宮中においてもそうそうお目にかかるものではないしの」

　ノヴォンからのリアクションがないことを、「声も出ぬほどの美味ゆえ」と解釈して、内務卿は残りの料理を平らげた。

　そして恭太郎の料理の番となる。

　アドレーの料理の皿が片付けられ、恭太郎の料理が運ばれてきた。

　皿数はたったの三枚、腸詰ソーセージと焼き魚、ポトフのような洋風煮込みである。あとはこれに黒パンを添えている。

　お世辞にも豪華さはなく、アドレーの料理のあとだけに惨みじめささえも漂っている。

「小僧よ、このような粗末なもので人足どもの労をねぎらおうと考えたのか？」

　笑いをこらえながら、アドレーが恭太郎に話しかける。

「ああ。おれはこの料理がもっともふさわしいものだと考えている」

　恭太郎は堂々と答える。その自信のある態度にアドレーがわずかにひるんだ。

「……いいだろう、味を見てやる」

　取り繕つくろうように言うと料理を食べ始める。

　しばらくの間を置いて食事が終わった。

　途端に、アドレーが肩を揺すって激しく笑う。愉快で愉快でしょうがないといったように楽しげに笑い、ひとしきり笑うと目尻に浮かんだ涙をぬぐった。

「焼き方も煮方も完かん璧ぺきだ。惚ほれ惚ぼれする技術である。さすがはあの御お方かたの血筋であると認めざるを得ぬな」

　賞賛の言葉を並べるが、負けを認める雰囲気ではない。事実、獲物を追い詰めた狩人かりゆうどのように目をギラギラと光らせているのだ。

　そして空から咳せきを一つ、アドレーが大声で指摘する。

「だが辛いのだ！　すべての料理が塩辛い。仕上げの味付けをおろそかにするとは、まだまだ尻の青い未熟者だ」

「うむ。アドレーの言う通り、塩辛くてたまらんの。口の中が乾いて乾いてしょうがない。かような失敗作を供するとは、はなはだ呆あきれて言葉もないわ」

　アドレーに続き、内務卿も恭きよう太た郎ろうの料理を酷評する。一方、ソフィアとノヴォンは味わうように丁寧に食べていた。

　全員が恭太郎の料理を食べ終わり、いよいよ審査に移る。

　審査方法は話し合いによってというものではなく、一人が一票を投じ、二票以上を得た者が勝者ということになる。投票の仕方も、審査員一人ひとりが口頭で、投票する相手を告げるという単純な方式である。

　最初に投票の声を上げたのは内務卿だった。

「考えるまでもない。アドレー・オールドバレーをわたしは推す」

　一票を獲得して、アドレーがうやうやしく内務卿に礼をする。彼の弟子たちや、周囲のエルフ族の学生たちから歓声が上がった。

　内務卿がアドレーに投票することなどわかりきっていたことなので、恭太郎は動揺することなく静かにその状況を見守る。

　次にソフィアが発言する。

「アドレー、あなたの料理は素晴らしかったです。でも素晴らしいだけだったからあなたの負け。わたしはキョータローさんの料理を推薦します」

　恭太郎は少しだけホッとする。彼女はちゃんと理解してくれているのだ、と。

　それと同時に、内務卿がいぶかしげな顔をする。

「……？　ガヴァリエーレ学園長、意味がわかりませんな。素晴らしいのならアドレーを選べばよろしいではないか？」

　しかし、ソフィアは微笑を浮かべるだけでそれ以上はなにもしゃべらなかった。

「妄もう言げんを吐いておるにすぎん。その女は小僧の側の者なのだからな」

　アドレーが吐き捨て、

「さてノヴォン殿、あとは貴殿だけだが、どちらの料理を選ばれるのだ？」

　せかすように、組合長ギルドマスターのノヴォンに問いかける。

　だが彼はすぐには答えない。強い葛かつ藤とうに苛さいなまれているようで、両手を握り合わせたまま沈黙を守っている。

「どうしたのだ、ノヴォン殿？」

　内務卿も、ノヴォンの表情をのぞくように身を乗り出す。

「なにも難しいことではないだろう、美う味まい料理を作ったのはアドレーではないか。あの小僧の貧乏臭い料理など、まさか選ぶわけではあるまいな？」

「さあノヴォン殿、あのような塩辛いだけの貧しい料理など笑ってやろうではないか」

　内務卿とアドレーの二人に迫られる中で、

「……わたくしの故郷はキュリアでございます。たいした産業もない土地で、幼少のころから人足の手て伝つだいなどをして生きてまいりました」

　ノヴォンが訥とつ々とつと語り出す。

「辛い労働の毎日の中、唯一の喜びが食事でございました。一日の仕事を終えると、腸詰と魚、余った野菜の煮込み……そう、今ここに供された、あなた方が貧しいと言ってのける料理を夢中で食べるのです」

　そこで一度言葉を切り、ノヴォンが恭きよう太た郎ろうに訊きく。

「魚も野菜も故郷キユリアの品を使っている。味付けも同じだ。一体どこで知りなさった？」

「工事現場です。あそこの人たちはキュリアの出身者がほとんどで、組合長も同じ出身だと知りました」

　最初、恭太郎は労働者たちから料理の好みを聞いて回ったのだが、みな一様に故郷の料理を食べたいと話し、そうするうちにノヴォンの話や、キュリア産の野菜や魚、地元でよく作られる料理と、その調理法などを教えてくれた。

「あなたも労働を？」

「はい。四日間だけですが。ツルハシを握ったり、土砂を運んだり、汗が出尽くすんじゃないかってくらいきつい仕事でした」

「なるほど。この塩辛い味も、調理の失敗というわけではありませんな」

「もちろん」

　一通りの会話を終えると、ノヴォンがアドレーと内務卿に振り向いた。

「今回の勝負の本き質もは、疲労が溜たまっている人足たちを『癒いやす』ための料理勝負。ならばわたくしはこちらの少年の料理を推したいと思います」

「なっ、ノヴォン！　我らが負ければ貴様の組合ギルドにも仕事が入ってこぬぞ」

　アドレーが牙きばを剝むき、恫どう喝かつの文句を吐き出す。

「……あなた方の回してくれる仕事など、利益の出ないものばかりではありませんか」

「ならばもっと人足の数を絞って、その分こき使えばいいだけの話ではないか」

「我々はあなた方を肥やすための家畜ではない」

　ウンザリだと言うようにノヴォンがため息をついた。

　恭きよう太た郎ろうが聞いた話では、彼は私財を取り崩して労働者たちに給金を支払っているという。

「とにかくだ！　こんな塩辛いだけの下げ賤せんな料理など、わしは絶対に認めんぞ!!」

　怒り心頭という感じでアドレーがわめき散らす。

「下賤だと？　きつい肉体労働をすれば身体からだ中じゆうの塩分が汗になって出てっちまう。だからみんな貪むさぼるように塩を求めるんだ」

　恭太郎は静かに、しかし怒りを内に募らせながら言い放つ。

「その料理の塩辛さはあんたたちの搾さく取しゆの味だ！」

　一瞬の静寂が訪れ、ついでソフィアが立ち上がった。

「あなたの負けですよ、アドレー？　豪華なだけで、そもそもの趣旨を無視していたのですから。対してキョータローさんは、働く人たちの求める故郷の料理を再現しました」

　それからフッと息をつき、

「いいことを教えてあげましょうか？　アドレー、内務卿、あなた方の税金の使途の乱脈ぶりが首相経由で国王陛下の耳に入っています」

　ソフィアの言葉に二人の顔色がスッと青ざめる。

「今回の料理勝負だって、勝ったあとは安い料理にすり替えるつもりだったのでしょう？　浮いた税金を懐ふところにしまうつもりで」

　図星だったようで声も出ない。そんな二人にソフィアが魅惑的なウインクをする。

「すぐに更迭ランクダウンなんてことにはならないでしょうけど、しばらくはおとなしくしていたほうがいいでしょうね」

「ぐうぅ……」

　アドレーが牛うし蛙がえるのような潰つぶれたうめき声を出し、内務卿はへなへなとその場にへたり込んだ。

「小僧！　貴様の無礼な態度、わしは絶対に許さんからな」

　歯は嚙がみをして、アドレーが心底憎らしげに恭太郎を睨にらみつける。

「だったらいつでもかかってこいよ、エルフのオッサン」

　恭太郎は人差し指をビシリと突きつける。

「でもあんたじゃおれには絶対に勝てねえ。あんたの料理には愛がないからだ」

「クソガキッ！　覚えておれよ」

　アドレーは捨て台詞ぜりふを吐くと、内務卿を引きずって食堂をあとにする。そんな彼を追いかけるように弟子たち、エルフ族の学生たちも出ていった。

「勝った！　勝ったッス、キョータロ!!」

　タータンが小躍りしながらはしゃぎ声を上げる。続いて、その場にいた学生たちの歓声が爆発的な音量で食堂内に響き渡った。

　恭きよう太た郎ろうも安あん堵どの息を吐いた。

「ノヴォンさんがこっちを選んでくれたからよかったけど、もしあちら側を選んでたらどうするつもりだったの？」

　勝利の余韻に浸ひたらず、リュミエールが心配そうな顔つきで訊きいてくる。

「そのときはアドレーの奴隷になってたな」

「それってイチかバチかの賭かけだったってことですか？」

　あっさり言ってのける恭太郎に、ノエルが緊張した面持ちでまじまじと見つめる。

「ま、アドレーが欲しがりそうな食の知識をいくつか持ってるから、それを餌に内側から切り崩していこうかな、と」

「頼もしいですが、あまり無む茶ちやをしないでくださいね」

　ソフィアが、手のかかる弟を心配するような優しげな顔をする。

　と、そのとき、ノヴォンが恭太郎の前まで歩いてきた。

「あなたの料理、美お味いしかった。だがなによりも、食事を摂とる我々の心に寄り添ってくれたことが嬉うれしゅうございました──」

　ノヴォンが穏やかな表情で礼を述べ、食堂を出ていった。

「おめでとう、キョータロー。なにはともあれ、あなたは純血エルフの氏族長にして、この国の宮廷料理長に勝ったのよ」

　先ほどの心配そうな顔つきから一転、リュミエールがはにかむ。そして彼女はちょっと恥ずかしげに、しかし熱っぽい視線で恭太郎を見上げる。

「料理を作ってるときのあなたはやっぱりカッコいいわ」

「キョータローさんは本当にすごいです！　あたし、尊敬します!!」

　ノエルもほおを桃色に染め、『尊敬』以上の感情で恭太郎を見つめる。

「勝利を祝してパーティーをするッス」

　タータンが提案するとリュミエールとノエルがうなずき、マードンも手を叩たたいて賛成する。他の学生たちからも賛同の声が次々と上がり、食堂内が大いに沸き上がった。

　そんな中で、一人の純血エルフの少女が恭太郎の前に現れる。

「よう、ヴィヴィアン──」

　恭太郎は彼女に向けて片手を軽く上げて、しかしすぐに言葉に詰まった。

　いくらヴィヴィアンがアドレーの勝ちを望んでいなくても、それでも敗者の娘に勝者である自分がなんて声をかければいいのだろうかと悩んだのだ。

　しかしヴィヴィアンは別段気にするふうもなく、恭きよう太た郎ろうをチラリと見ただけで食堂から出ていこうとする。

　いつも通りのツンとした態度に恭太郎は拍子抜けしてしまう。

　だが、出入り口で彼女が一度振り返った。

「キョータロー」

　ヴィヴィアンが小さくはにかみながら言う。

「──ありがとう」

　すぐに恥ずかしくなったようで背を向け、そのまま早足で歩いていった。

　彼女の背中を見送りながら、恭太郎も声をかける。

「ああ。どういたしまして」

　充足感が身を包み、気分が高揚していくのを感じる。

　それと同時に、恭太郎は自身の使命のようなものを考える。

　──英雄おやじの弟子たちを倒すことこそが、この世界ガストルシエルの人たちのためにおれができることなのかもしれない。

　目標が定まってやる気が出てくる反面、不安も同様に湧わき上がってくる。

　現状では、『英雄の弟子』と呼ばれる連中の腕前もわからず、彼らがこの世界独特の、自分にとっては未知の食材を使ってくれば、今回のように勝てる保証もない。英雄の弟子の一人であるアドレーの調理の知識と技術も、実際には自分に匹敵していたのだ。

　自分自身、まだまだ腕を磨いていかなければいけないだろう。

　仲間たちが盛り上がる中で、恭太郎はまだ見ぬ強敵たちとの激闘を想像した。






第四章　まごころをきみへ
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　料理勝負が終わり、一週間が経過した。

　ここは学園裏の丘の上、環状列石ストーンサークルが配された神秘的な雰囲気を醸かもし出す場所である。

　深夜、月が雲で隠れた闇やみの中で、アドレーとその弟子たちが集まっていた。

「お、お師匠さま、本当にやるのですか？」

　エルフの青年がオドオドとした態度でアドレーの顔色をうかがう。

「無論だ。ここまでコケにされておめおめと引き下がれるものか」

「しかし儀式には半日以上かかります。隠おん形ぎようの魔法を使っても、ソフィア・ガヴァリエーレほどの魔術師になら見破やぶられてしまうかと……」

「心配するな！　あの女なら今、王都を離れておるわ」

　アドレーが苛いら立だちを含んだ声音で答える。

　この一週間は惨さん憺たんたるものだった。

　自分たちがこれまでやってきた税金の着服が次々と明るみに出て、国王自らが委員長を務める査問会議に召喚されたのだ。

　結果、更迭ランクダウンどころか、内務卿は大臣の職を解かれ、永久に公職からの追放、自分も料理長シエフの職位を失い、国外退去を命じられた。

　あと三日のうちにバレンロード王国を出ていかなければ牢ろう獄ごくに入れられてしまう。

「国王め、オールドバレー氏族の長おさたるこのわしを辱はずかしめおって！　高潔にして至高の種族であるエルフが、人間ごときからこの屈辱、許せん!!」

　憤ふん懣まんやるかたなしといわんばかりに、アドレーは怒りで顔を紅こう潮ちようさせる。

　今回のことで大陸支配の実現が一歩遠のき、祖国であるエルフの国フイツツヴエルフに帰れば他氏族から大いに侮あなどられることだろう。

「ならばこんな国など潰つぶしてくれるわ！」

　邪悪な笑みを浮かべるアドレー。

「三百年の昔にこの地に封じられし邪神竜、破壊の権ごん化げたる、かの竜を解き放つ──」

　夜闇が深く濃い丘の上で、アドレーは弟子たちに命じて儀式の準備をさせる。

　平和な学園に破滅のときが訪れようとしていた。
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　その日は雲一つないすっきりとした朝だった。

　いつも通りに朝食、授業、昼食と時間が経過して午後の自由時間になった。

　そして、恭きよう太た郎ろうは厨ちゆう房ぼうで一週間ぶりに料理の勉強会を開催する。

　料理勝負のあと、治水工事に従事している労働者たちの料理の改良を何度もおこなっていたため、この勉強会を開けなかったのである。

　完成した焼き魚や煮込みのレシピは役人に渡し、代わりに謝礼金を受け取った。金額は、リヴ曰いわく日本円に換算して数千万円という目ん玉が飛び出るような額だった。

　食が尊ばれる世界だということを改めて痛感させられる。

　今までお金に関しては学園からいくらかを特別にもらっていたので、こんな大金がいきなり手に入って戸惑ってしまう。自分で管理するのは大変だったので全額をソフィアに預かってもらうことにした。今後、必要に応じて彼女から受け取ることになる。

「それだけのお金があれば、王都の一等地で料理屋を開くことができるわね」

　リュミエールがつぶやき、恭太郎もそのリアルな提案に思いを馳はせる。

「料理屋……レストランか、確かにこれだけのお金があればできるよな」

　一等地に高級レストランをオープンして、そこでオーナーシェフとして腕を振るう──一国一城の主あるじになるのは魅力的だと、シェフとして振る舞う自分を恭太郎は夢想する。

「そのときはわたくしがいろいろと手て伝つだってあげるわよ？」

　ヴィヴィアンがひょっこりと会話に入ってきた。

　彼女の父親であるアドレーが内務卿共々、その身分を剝はく奪だつされたことは学園にも広がっていた。一時期は彼女も退学を囁ささやかれていたものの、「親は親、子は子でしょう？」というソフィアの鶴の一声により、たいした咎とがめも受けずに済んだのだ。

「今度はなにをたくらんでるのかしら、ヴィヴィアン」

　警戒するようにリュミエールが恭太郎の前に出る。

「あらあら、まともに料理も作れないリュミエール・ノーデンフェルトじゃない？」

　ふふん、とヴィヴィアンが不敵な笑みを浮かべる。

「キョータローがお店を開いたら、他にも腕のいい料理人が必要になるでしょう？」

　シャラララン、という擬音が聞こえてきそうなほどの優雅なたたずまいでもって、スッと人差し指を突きつける。

「そのとき、あなたはわたくしのキョータローの役に立てるのかしら？　まともに包丁も扱えないポンコツのくせに」

「わたくしのキョータロー？」

　リュミエールがちょっとムッとして、いぶかしげな目つきでヴィヴィアンを見る。

　途端に、ヴィヴィアンが自身の発言にハッとする。

「ちちち、違うの！　い、今のはなし、なしなんだから！」

　桃色の髪をいじいじといじりながら、

「べ、別に、真剣に料理に取り組んでる姿がカッコよかったとか、不利な条件でもお父さまと戦うところが男らしかったとか、勝負前夜にお父さまを倒してやるって言ってくれたことに胸がキュンとしたとか、そ、そういうのじゃないからっ!!」

　じんわりと涙目になり、さらにヴィヴィアンはリンゴのように顔を真まっ赤かにさせる。

　恭きよう太た郎ろうとしては、いつも通りの二人の口喧げん嘩かだと思っていたのでまともに会話を聞いておらず、なぜヴィヴィアンが顔を赤くしているのかわからなかった。

「そんなことより、わたくしはノエル・ハーツに用があって厨ちゆう房ぼうにきたのよ」

　仕切り直すように、ヴィヴィアンが来意を告げる。

「オ、オールドバレーさんがあたしに……？」

　まさか自分に会いにきたとは思っていなかったようで、ノエルが不安そうな声を出す。

「わたくし、まだあなたに謝っていなかったから」

「……謝る？」

　意味がわからないという顔をするノエルに、ヴィヴィアンが申し訳なさそうにうなずく。

「肉焼き勝負に負けたのに謝罪をしてなかったでしょう？」

　その一言で恭太郎は思い出した。

　ステーキ勝負のあと、負けてへこんでいたにもかかわらずヴィヴィアンがリュミエールと罵ののしり合いをはじめてしまい、結局ノエルへの謝罪が流れてしまったのだ。












「ノエル・ハーツ、あなたがハーフエルフだという理由でいろいろとひどいことを言ってしまって、本当にごめんなさい」

　ヴィヴィアンがノエルに深く頭を下げ、

「信じてくれないかもしれないけど、わたくし、ハーフエルフへの差別とか本当は嫌いなの。だから、その、許してくれるなら友達になってくれるとうれしい」

　今までの傲ごう慢まんな態度とは違い、素直な気持ちを吐露するヴィヴィアン。

　わずかな沈黙──それを破やぶるようにノエルが優しくほほえみながら言う。

「あたしでよければ友達になりましょう、オールドバレーさん」

　ヴィヴィアンもホッとしたような笑みを浮かべる。

「ありがとう、ノエル。あと、呼び方はヴィヴィアンでいいわ」

「うん。ヴィヴィアンちゃん──」

　平和で穏やかな雰囲気が流れる。とても素敵な昼下がりだった。

　だがそんな時間も長くは続かなかった。

　直後に、ものすごく大きな羽ばたきのような音が聞こえたのだ。

　窓ガラスがびりびりと震え、ついで、中庭のほうでなにか巨大なものが落ちたような音が響く。同時に地震のような衝撃が起こった。

「なんだ？　隕いん石せきでも落ちてきたのか!?」

　恭きよう太た郎ろうはいぶかりながら、みんなと一緒に厨ちゆう房ぼうを出て中庭に向かった。

　到着する──しかし中庭には隕石どころか小型の岩すらなく、掃除が行き届いて整然とした芝生しばふが広がっているだけだった。

　いや、そんな中で一つの違和感があった。

　中庭の中心、ちょうど英雄の像が建っている場所に少女が一人たたずんでいるのだ。

　十歳くらいの少女、衣服は身に着けておらず、腰まで届く黒髪が裸体の局部を絶妙な角度で隠している。

　少女は英雄の像を一いち瞥べつすると、恭太郎たちの前まで歩いてきた。

　幼いとはいえ、裸であるため恭太郎は目をそらす。

「あの子、誰だ？　ていうか、どうして服着てないんだよ」

「……キョータロー、あやつ人ではないぞ？」

　リヴが警戒するような低い声で告げる。

「そうなのか？　じゃあ、エルフかなにか別の種族なのかな」

　首から下を見ないようにしながら、チラリと少女の耳を確認する。しかし耳は長くなく、獣耳でもなかった。

「人だとかエルフだとかそういう意味ではなくての、あの者は妾わらわの側の存在と言っておるのじゃ」

「リヴの側？」

「そう、簡単に言えば神さまじゃな。そういうオーラをビンビンに感じるのじゃ、正体まではちとわからぬがの」

「……おそらく竜よ」

　リュミエールが二人の会話に入ってくる。

　──なぜそんなことがわかるのだろうか？

　恭きよう太た郎ろうが疑問に思っていると、今度はヴィヴィアンが口を開く。

「わたくしも同感よ。それも竜冠族ドラーゴや野生の竜なんて生なま易やさしいものじゃないわね。神性を帯びた超生物としての竜、そんなふうに感じる」

　ヴィヴィアンが少女に視線を合わせたまま続ける。

「そしてこの世界ガストルシエルで神性を帯びた竜は二種類しかいないわ。神聖竜と……」

「邪神竜ね、アレって」

　リュミエールがヴィヴィアンの言葉を継ぐように答えた。

「『竜の巫み女こ』と『封印の巫女』だけあって、そのへんのことは妾わらわよりも鋭するどいの」

　リヴが感心するようにつぶやいた。

　そこで恭太郎は思い出す──治水工事の手て伝つだいをしていたとき、リュミエールが自身の家系を『竜の巫女』、そしてヴィヴィアンの家系を『封印の巫女』と言っていたことを。

　そうなると、彼女たちは巫女としての能力で、目の前の少女の正体を感じ取っているのかもしれない。

「……でもどうしてこんなところに邪神竜が？」

　リュミエールが怪け訝げんそうな顔つきをして疑問を口にする。

「理由は分からないけど、わたくしのお祖じ父いさまが昔に封印したって聞いてるわよ」

　ヴィヴィアンがリュミエールの疑問に答えているうちに、全裸の少女が恭太郎の前までやってきた。

「ねえ──」

　少女が恭太郎を見上げる。漆しつ黒こくの瞳ひとみ──美しく静せい謐ひつで、しかし魂ごとからめとられてしまいそうなほどに深い闇やみ色だった。

「あの人はどこにいるの？」

「……あの人？」

　恭太郎はオウム返しに聞き返していた。

「そう、あの人。わたしに美お味いしいものを食べさせてくれたあの人……かすかに匂いはするのにどこにもいないの」

　やや舌足らずな感じで少女がしゃべる。邪神竜というわりには悪意だとか邪悪さだとかを感じなかった。

「ずっと昔に竜だかなんだかに馳ち走そうしてやったような……もちろん、作ったのはそのときの妾わらわの持ち主じゃがな」

　リヴが記憶をたぐるように、うーんと唸うなり声を上げた。

　そんなリヴを少女がまじまじと見つめ、

「あなたはあの人が使ってた包丁さん。こんにちは」

「妾のこと知っておるのか？」

「うん──」

　こくりとうなずき、再び恭きよう太た郎ろうに声をかける。

「お腹なかすいた」

「……腹へったのか？」

　少女の言葉に恭太郎は気が抜けてしまう。

　邪神竜だとか物騒な呼ばれ方をしているのに見た目は小さな女の子であり、言動にも年相応な幼さが滲にじみ出ているのだ。

「で、なにが食べたいんだ？」

　腹がへってる奴に飯を食わすのは料理人の本能だと言わんばかりに、恭太郎は少女にリクエストを訊きく。

　少女はうれしそうな顔をすると言う。

「あの人が作ってくれた黄色くてふわふわな……オムライス、食べたい」

「オムライス？　あの洋食の定番の？」

　意外なチョイスだった。こんな異世界で『オムライス』なんて言葉を聞くとは思っていなかったから。

「キョータローよ、その者に馳走したのはおそらく『英雄』……おぬしの父親じゃ。包丁わらわを使っておったのならきっとそうじゃ」

　リヴが思い出したというふうに声をかける。

「お祖じ父いさまが邪神竜を封印したのが確か三百年前だから、時代的に合ってるわね」

　同意するようにヴィヴィアンもうなずいた。

　エルフは長命な種族ゆえに、三百年という大昔でも『祖父』程度の世代になるようだ。

「ずっとずっとあの人に会いたかった……あの人はどこにいるの？」

　すがるような声音で少女が聞いてくる。

「親父おやじならもう死んじまったらしい」

「……死んだの？　もう会えないの？」

　その途端、少女の漆しつ黒こくの瞳ひとみからポロポロと涙の粒がこぼれ落ちる。

　不用意な発言だったと、恭太郎は後悔する。

　それにしても、自分にとっては自己中心的で冷酷な父親だったが、少女にとっては涙を流すほど大切な人間だったのだろうかと、なんだか複雑な気分になった。

「わ、悪かった。泣くなよ」

　こんな小さな女の子のなだめ方など男子高校生の恭きよう太た郎ろうにはわかるわけもなく、とにかく今自分にできることを口にする。

「おれがあいつよりも美う味まいオムライスを作ってやるから」




　厨ちゆう房ぼうに戻り、恭太郎は早速調理の手順を頭の中でおさらいする。

　少女は食堂のテーブルの椅い子すにおとなしく座っている。

　裸では目のやり場に困るので、とりあえず調理用の白衣コツクコートを着せて、今はノエルとタータン、マードンが話し相手になっていた。

　さらに数人の学生が、邪神竜出現という異常事態を学園長のソフィアに伝えにいったが、彼女は他都市の視察で留守だった。代わりに数名の教職員がやってきたものの、邪神竜相手ではどうすることもできず、成り行きを見守るだけだった。

　そんな中で、食糧庫から食材を持ってきたリュミエールが不安そうな顔をする。

「オムライスとはどういう食べ物なの？　竜は偏食だからあまり匂いの強いものや、癖のあるものは食べないわ」

「無知ね、リュミエール？　オムライスっていうのはケチャップという調味料で炒いためたご飯を卵で包んだ料理よ」

　得意げにヴィヴィアンが説明する。純血のエルフだけあって知識だけはあるようだ。

「……その料理なら、ずっと昔に食べたことがあるような」

「そんなわけないでしょ、そもそもケチャップ自体が伝説の調味料なのよ？　わたくしだってオムライスなんて知識として知ってるだけで食べたことなんてないし」

「それはそうなんだけど……でも、ケチャップならもうあるわ」

　言いながら、リュミエールが赤い液体の入ったガラス瓶を見せる。

　中身は恭太郎がちょっと前に作ったトマトケチャップである。

　トマトケチャップは、メットー（≒トマト）とピコロス（≒タマネギ）、岩塩、西洋酢ビネガー、香草数種があれば簡単に作ることができ、製造後は、氷系の魔法を使って冷蔵保存しておいた。

「むぅ、わたくしの知らないところでこんなものまで作ってたなんて……」

　唇くちびるを尖とがらせながらヴィヴィアンが瓶を受け取り、中身を木匙さじですくって一口食べる。

「酸味と、メットーの濃厚な味わい……マヨネーズとは全然違う味だけど、酸っぱ美お味いしくて心も体もぞくぞくしちゃうっ!!」

　ヴィヴィアンはピンク色の舌先で木匙を愛いとおしげになめ上げる。ペロペロとなめては「んぅ」と瞳ひとみを潤うるませて、ハアハアと艶つやっぽく息を吐く。

　根が正直な彼女は、こと食べ物に関しては感極まった反応をする。

「よっし！　今から絶品オムライスを作ってやるぜ」

　なんだかヴィヴィアンが変に色っぽくてリアクションに困るので、恭きよう太た郎ろうは声を張り上げることで仕切り直した。

　そして、今の恭太郎は闘志をみなぎらしている。そう、親父おやじ以上のものを作ってやるという思いに満ち溢あふれているのだ。

　最低な人間だったくせに、しかしあの少女は涙を流してあいつの死を悲しんでいた。一体、どんなオムライスを作ったというのだろう？　それを考えると、ますます自分の料理をあいつのものよりも美う味まいと言わせたくなる。

「そうじゃなくてもオムライスはおれの得意料理なんだ。絶対に負けねえ！」

　幼いころから澱おりのように積もってきた父親への嫌けん悪お感、そして対抗意識が黒い情念となって恭太郎を包んでいた。

　気合を入れるように手のひらに拳こぶしをぶつけると、素早く下準備を始める。

　彼が今回作るのは、『ガーリックライスのデミグラスふわとろオムライス、季節の野菜とキノコを添えて』である。ちょっと気取った名前タイトルだが、その分食欲がそそられる。

　デミグラスソースも、勉強会のためにあらかじめ作っておいたものがある。これを作るにあたり、三日以上かけて『仔牛のフォンフオン・ド・ヴオー』と呼ばれる出だ汁しを丁寧に取っている。

　ご飯はケチャップライスではなく、この世界ガストルシエルのニンニクである『リックル』という野菜を使ったガーリックライスを作る。これでデミグラスソースの濃厚さに負けないだろう。さらに食感を生かすために、ピコロス（≒タマネギ）などの野菜は大きめに切り、火を通しすぎないようにして、全体的に高い完成度を意識する。

　次に、卵に牛乳とチーズを混ぜてふんわりオムレツを焼いた。

　ガーリックライスの上にオムレツを乗せ、包丁を縦にスッと走らせる。瞬間、大輪の花が咲くようにオムレツがふわりと左右に広がった。もちろん中は半熟で、見ているだけで胃がキュウッと悲鳴を上げる。

　さらに、強めに利きかせたリックル（≒ニンニク）の香りに、半熟卵の匂いが混ざり、暴力的ともいえる香気によって、視覚だけでなく嗅きゆう覚かくにも美味であることが認識できる。

　仕上げに、数種類のキノコを使ったデミグラスソースをかけ、ボイルした野菜を添えて料理を完成させた。

　まずそれをリュミエールとヴィヴィアンに味見してもらう。

「すっごい!?　卵がとろっとろ、それにこのソース！　味が複雑でなんかもう意味不明って感じよ。このご飯もリックルの刺激的な味がソースの味に負けてなくて、わたくしこの料理のためなら人を刺せるわ」

　歓喜の声を上げながら物騒なことをサラッと言ってのけるヴィヴィアン。その隣で、リュミエールが小さく首をかしげた。

「……美お味いしいけれど、わたしの知ってるのとはちょっと違う」

　しかし恭きよう太た郎ろうはそんなことを気にすることもなく、邪神竜の少女の分を作り始める。

　少女の分が完成した。

　盛りつけも完かん璧ぺきにこなして、恭太郎は食堂にオムライスを持っていく。

　それを少女の前に置き、

「ご注文のオムライスだ。おれの全力を味わってくれ！」

　恭太郎は木匙さじを少女に渡し、冷めないうちに食べるようにうながす。

　少女の隣でノエルたちが、「わあっ」とオムライスの彩いろどりの美しさ、鼻び腔こうをくすぐる香ばしさにウットリとした表情を浮かべる。

　だが、当の少女は無表情のまま木匙で少量をすくうと口に入れた。

　そしてたった一言、

「マズい──」

　小さな声で、だけれどハッキリとした口調で言った。

「……マズい？」

　一瞬、恭太郎はその言葉の意味が理解できなかった。












　会心の出来と言っても過言ではない料理がマズいわけなどない。疑う余地などあろうはずがないのだ。

「一体なにがマズいっていうんだ？」

　恭きよう太た郎ろうは責めるように少女に詰め寄っていた。

「マズいの。あの人の料理のように美お味いしくない」

「待てよ！　おれの料理が親父おやじのものに劣ってるっていうのか？　ソースも食材も、下した拵ごしらえだって丁寧にやったんだ、少なくともマズいわけがないだろ!!」

「マズいマズいマズいマズいマズいマズい、マズいのっ!!」

　少女が激しく叫び、全身をブルブルと痙けい攣れんさせる。次の瞬間、その小さな身体からだから黒い光が溢あふれ出でて、彼女を包み込んでどんどん膨れ上がっていく。

　その光は質量を伴っているようで、巨大化するにつれて食堂の壁面を破壊していき、ついには屋根を突き破やぶった。

　そして黒い光が消え、少女の姿とは似ても似つかない、とんでもない姿が現れた。

　体高五、六メートル、全長数十メートルの翼よく竜りゆう、つややかな漆しつ黒こくの鱗うろこに覆おおわれ、同様の闇やみ色の瞳ひとみが恭太郎を見下ろしている。

　邪神竜──。

　その言葉がぴったりと当てはまるほどの威い容ようを誇っていた。

　恭太郎が言葉もなく立ち尽くしていると、邪神竜は、聞く者すべてに『死』を連想させるようなおぞましい雄お叫たけびを上げる。

　その場にいる誰もが、己の生死が目の前の闇の竜に握られていることを自覚する。

　そのとき、邪神竜が翼をはばたかせた。それに伴い耳をつんざくような轟ごう音おん、続いて突風が巻き起こり、食堂内の皿やら瓶やらが派手に散らばった。

　恭太郎は本能的に身を屈かがめる。

　そんな彼を一いち瞥べつすらせず、邪神竜がゆっくりと空へ舞い上がろうとする。その直後、邪神竜は前足でリュミエールをがっしりと摑んだ。

「えっ!?　うそ……」

　一連の動作が鮮やかで、捕まったリュミエールも呆ぼう然ぜんとした声を発しただけだった。

　周囲の者たちも、あまりのことに動くどころかまともに声も上げられない。

　しかし恭太郎だけはリュミエールを助けるために腕を伸ばす……が、彼女の靴にさえ触れることができなかった。

「リュミ──!!」

「キョータロー!!」

　互いの名前を呼び合うも、漆黒の竜によって二人の距離は容赦なく開いていく。

「どうしてこんなことになったんだ！　一体なにを間違っちまったんだよ!!」

　恭きよう太た郎ろうは、リュミエールを助けられなかった不ふ甲が斐いなさと、あの少女を満足させられなかった未熟さへの悔しさから、拳こぶしを握りしめると太ももを思い切り殴りつけた。

　だがそんな恭太郎の苦悩など知る由よしもなく、邪神竜は大空へ向かって悠然と飛び去っていった。
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　誰かが泣いているのを、リュミエールはボンヤリと見ていた。

　銀髪碧へき眼がんの、六、七歳ほどの少女だった。

　この娘こは昔の自分だと、唐突に、しかし強くリュミエールは確信した。

　なぜ泣いているのだろう？

　そんなことはわかりきっていた。

　あの頃の自分は、まだちっちゃい子どもだったくせに家の再興というプレッシャーに押し潰つぶされそうだったのだ。父と母を亡なくしたばかりで、再び当主の座に就いた祖父も病気がちだったから。

　毎日が不安で不安でしょうがなかった。

　闇やみの中に放り出されたような恐怖と心細さでどうにかなってしまいそうだった。

　そんなとき、どこからともなく一人の少年が現れたのだ。

　自分と同じくらいの歳としの少年、泣いている自分を何度も励ましてくれた。そして料理を振る舞ってくれたのだ。赤いご飯をふんわりとした卵で包んだ、この世のものとは思えないほどに美味な料理だった。

　不安も心細さもその瞬間だけは吹き飛んで、無我夢中になって食べたのを覚えている。

　その後、少年は忽こつ然ぜんと消えてしまった。

　ちゃんとお礼を言いたくて、何度も近くの村々まで探しにいったが、見つけることはできなかった。

　どこに住んでいる少年だったのか、結局わからなかった。

　でも彼との出会いで料理人になりたいという思いが湧わきおこり、料理で家の再興をするという進むべき道を見み出いだすことができたのだ……とはいえ、料理の腕前がちっとも上がらないのが悲しいところだけど。

　もう一度、あの美お味いしい料理を食べたいとリュミエールは思った。




　そこでリュミエールは目を覚ました。

　とても懐かしい夢を見て幸せな気分に浸ひたり、それと同時に記憶が活発になり、自分が現在どういう状況にあるのかを確認する。

　確か、自分は邪神竜に捕まり……どうやら、あまりのことに気を失っていたようだ。

　ここはどこなのだろうと、リュミエールは周囲を見回した。

　なにもない真っ白な空間が広がっていた。

　そんな中で彼女は横座りをしており、その膝ひざを枕まくらに邪神竜の少女が眠っている。少女は今は人間の姿に戻っており、パッと見には歳としの離れた妹が甘えているようにも見える。

　しかし、これはかなり危うい状況だとリュミエールは直感的に理解する。

　もともと神聖竜を祀まつる『竜の巫み女こ』の家系であるノーデンフェルト家は竜族の血が混ざっており、竜に対する親和性が高く、知識も豊富だ。

　だから現状が危機的であることも察知した。そう、目の前の少女は眠っているのではなく急激に邪神化が進んでいるのだ。

　そもそも邪神竜とは神聖竜が闇やみに蝕むしばまれて邪神化したものなのである。そして邪神化がいきつくところまでいけば、大いなる災厄となって世界を滅ぼす存在になる。

　祖父や父から教えられた話では、邪神竜には一切の物理、魔法攻撃が効かず、人間はもちろん、強力な魔法を操るエルフでも抗あらがうことはできないとのことである。

　ただ、『竜の巫女』という家系からリュミエールは邪神化の進行をある程度抑えることができる。だがその反面、取り込まれれば一気に邪神化を加速させる危険性も孕はらんでいる。

「……一体どうすればいいの？」

　迂う闊かつに行動することができず、リュミエールは弱々しくつぶやくことしかできない。

　そのとき少女が苦しそうにうめく。

「嫌、独りは嫌……母さま、母さま……、寂しい……独りは嫌なの……母さま──」

　どうやら孤独が彼女を蝕んでいるようだ。

「……母さま……母さま、母さまっ!?」

　その刹せつ那な、少女の身体からだから禍まが々まがしい漆しつ黒こくのオーラが溢あふれてくる。このままいけば再び邪神竜へと変身して、さらに闇に蝕まれれば世界が滅びてしまうだろう。

　だがリュミエールには少女の孤独を癒いやす方法が思いつかない。

「誰か……キョータロー、助けて」

　彼女は祈るように異世界から来た『英雄の再来』の名前を呼んだ。
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　邪神竜がリュミエールを連れ去るのとほぼ同時に、他の都市に視察にいっていたソフィアが戻ってきた。

　教職員のひとりから通信用の魔法で邪神竜復活の報告を受け、瞬間移動の魔法を使ったのだ。ちなみに、瞬間移動のような高等魔法は魔法を得意とするエルフ族でも、彼女を含めて一握りの者しか使えないらしい。

　ソフィアは、恭きよう太た郎ろうたちを学園長室に呼んで事情を聞き、一通りの話を聞き終えると呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

「こんなに早くあの子が目を覚ますなんて……ヴァンシュティンガーの予言ではもっと後のはずだったのに、未来を完全に見通すことは『神』でもできないってことなのね」

「あの、もしかして学園長先生は未来がわかるんですか？」

　苦々しい顔をするソフィアに、ノエルが遠慮ぎみに質問する。

「……完全にわかっているわけではありません。ヴァンシュティンガーから教えられて、未来についていくつかのことをボンヤリと知っているだけです」

「そんなことよりもリュミがさらわれたんです！」

　恭太郎が会話に入る。

「おれの料理がマズかったんなら、おれをさらって八つ裂きにでもすればいいのに……」

「キョータローを八つ裂きにしても邪神竜にはなんの利益もないわ。でもリュミエールなら話は別よ。ノーデンフェルト家は『竜の巫み女こ』の家系だから、自らに取り込めば強大な力を得られるって本能的に理解したんでしょうね」

　答えたのはヴィヴィアンだった。

「邪神竜……文字通り邪悪な竜だわ」

　そう付け加えるヴィヴィアンに、ソフィアが悲しそうな顔をして首を横に振った。

「あの子は……リリーアップルは、本来なら神聖竜としてこの世界ガストルシエルの平和の象徴となるはずでした」

　訥とつ々とつとソフィアが続ける。

「三百年前、あの子が生まれてすぐに母竜が病死してしまったのです。その寂しさと孤独から邪神化を起こしてしまいました」

「で、でも、お祖じ父いさまは、三百年前の邪神竜は凶悪そのもので、自分が見事に封印したって言ってましたけど」

　ヴィヴィアンがわずかに口ごもりながら反論する。

「……おそらく、オールドバレー氏族の身分を上げるために吹ふい聴ちようしたのだと思います」

　ソフィアもヴィヴィアンの手前、やや遠慮ぎみに答えた。

「そもそも邪神竜ってどんなふうに危険なんですか？　とても恐ろしいものっていう大おお雑ざつ把ぱな印象しかなくて」

　ノエルが不安で表情をかげらせながら疑問を口にする。

「……そうですね、一般の方たちにはあまり詳しくは知られていませんものね。邪神竜とは神性を帯びた超生物であり、神と呼ばれる存在です」

「話はあとにして、早くリュミを助けにいきましょう」

　今頃リュミエールがどうなっているのか心配で、恭きよう太た郎ろうは思わずソフィアに訴えていた。

「ええ、もちろんです」

　ソフィアが、恭太郎を安心させるように落ち着いた声音で答える。

「今、わたしの部下たちがリリーアップルの居場所を全力で探しています。じきに報告があると思いますので、それまでもう少しだけ辛抱してください」

　その説明で恭太郎もなんとか冷静さを保った。

　それからソフィアが一度小さく息を吐く。

「いい機会ですから、三百年前の英雄の召喚についてお話ししましょう。わたしはリリーアップルを救いたくて、リヴシュティンガーの力であの人の召喚をおこなったのです」

「なぬ？　それは、ソフィアが妾わらわの持ち主じゃったということかの？」

　今までずっと沈黙していたリヴが疑問の声を上げる。

「はい。当時はわたしがリヴシュティンガーとヴァンシュティンガーの両方を所有していました。召喚後はリヴシュティンガーをあの人にお貸しして、最終的には、エルフの国フイツツヴエルフとバレンロード王国の友好のために、この国の大貴族だったノーデンフェルト家に譲渡したのです」

「……弟ヴアンの持ち主がソフィアだったことは覚えておったのじゃが、いかんせん、メインの核が盗まれてからずっと記憶が曖あい昧まいでの、前後の繫つながりもあやふやなんじゃ」

　記憶がないことがやはり辛いようで、リヴが寂しげにつぶやいた。

　彼女の気持ちになって考えれば、メインの核が盗まれたせいで、それまで培つちかってきた絆きずなや思い出が曖昧になってしまったという悲惨な心境だということが想像できる。

　わずかな沈黙が流れ、恭太郎はふと思いついてソフィアに訊きく。

「あの、邪神竜を救うために英雄を召喚したって言いましたよね？　倒すためじゃないんですか？」

「倒すのならヴァンシュティンガーの力があればできます。わたしは、あの子を救うために異世界人の力を借りたかった」

　ソフィアが遠くを見るような目をする。

「わたしはリリーアップルのことがかわいかった。当時のノーデンフェルト家の『竜の巫み女こ』とわたしは親友で、その縁えんであの子の母竜とも友情を深めていました。だから、リリーアップルの邪神化を鎮しずめてもとの神聖竜に戻ってほしかったのです」

　そこで一区切りついたようで、ソフィアが悲しげに目を伏せた。

「でも、親父おやじ……英雄はただの料理人なわけで、そんな男の力を借りたって邪神化ってやつを鎮めることはできないと思いますけど」

　当然の疑問を恭太郎は投げかける。

「邪神化とは心が闇やみに蝕むしばまれる状態です。ですから、強烈な『喜び』や『感動』などの光の感情で彼女の心を癒いやそうと考えました」

　ソフィアが再び視線を上げ、恭きよう太た郎ろうを見つめる。

「別に料理人でなくてもよかったのです。大道芸人でも音楽家でも画家でも、とにかく人を感動させられる人物、それも中途半端なものではなく、超絶的な技術を持った人を召喚したかった……」

　そこまで話を聞き、しかし恭太郎は腑ふに落ちないものを感じて黙り込んだ。

　──確かに、親父おやじの調理知識や技術は超絶的といっても過言ではないけど、あんな冷酷な人間に、他人の心を闇やみから救えるほどの喜びや感動なんかを与えられるのだろうか？

　そんな恭太郎の疑問には気づかず、ノエルがソフィアに話しかける。

「召喚された英雄さまが料理人だったから、異世界の美お味いしいご飯でリリーアップルちゃんを癒そうとしたんですね」

「……そうですね。結論から言えば、料理の力であの子の孤独は癒されつつありました。あのままうまくいけば邪神化も治まったと思います」

「じゃあどうして封印なんてしてしまったんですか？」

「ヴィヴィアンさんのお祖じ父いさまが先走って封印の儀式を執り行ってしまったのです。あと少しでもとに戻りそうだったのに」

　悔しげに、ソフィアがきつく目を閉じた。

　場に沈黙が訪れる。特にヴィヴィアンは、自身の一族が関かかわっているだけに暗い顔をしてうつむいていた。

　しばらくしてソフィアが目を開き、続けた。

「すぐに封印を解くとリリーアップルにどんな後遺症が残るかわからなかったので、数百年の時間を置くことにしたのです」

「……数百年もですか？」

　あまりに長い時間に、恭太郎は思わず話の腰を折ってしまった。

「神聖竜は『神』じゃからな、途方もない寿命を持っておるのじゃ。数百年なんぞたいした時間ではない」

　神聖竜同様に神であるリヴが説明してくれた。

「寿命が百年もない人間のキョータローさんからすれば不思議に思われますよね」

　ソフィアが寂しげな微笑を浮かべ、再び話を戻す。

「あの子の封印の場所は学園の裏の丘の上です──」

「え、あんなところッスか？」

「初耳だ。学園の敷地内に神が封印されておったとはな、ブヒン」

　タータンとマードンが驚きを口にする。恭太郎も内心でびっくりしていた。雰囲気のあるデートスポットくらいにしか思っていなかったからだ。

「かつての食文化を取り戻すためにヴェルミリオン王立料理学園を新設するという案が出たとき、バレンロード王国の国王に、この土地に創るように進言したのはわたしです。あの子が目覚めたとき、今度こそ完全に心を癒いやせる料理を食べさせてあげたかったから」

「数百年も封印されててやっと目覚めたのに、おれはあの子にマズいオムライスを食わしちまったのか……」

　あの少女──リリーアップルの、「マズい！」という叫び声が耳の奥によみがえり、恭きよう太た郎ろうは表情を歪ゆがませる。

「でも、かなりの自信作だったのに……そんなに親父おやじの料理はすごかったっていうのかよ」

　自分のオムライスを拒絶したリリーアップルは、しかし恭太郎の父親のそれには満足していたようなのだ。

　それはつまり、自分はまだあの男の足下にさえ及んでいなかったということである。

　その事実に、恭太郎はギリギリと奥歯を嚙かみしめた。

「キョータローさん、かつてあの子の心を癒したオムライスのレシピを見てみますか？」

「レシピなんてあるんですか！」

　恭太郎は思わず大声で聞き返していた。

　ソフィアがうなずき、書棚から小冊子を一冊取り出すと恭太郎に手渡した。

　それを受け取ると、恭太郎はもどかしい気持ちを抑えながらページをめくっていく。前に見せてもらった『英雄のレシピ』かと思ったが、書かれている文字は日本語ではなくこの世界ガストルシエルの文字であり、筆跡も父親のものとは違った。

「……コレって親父が書いたものじゃないな」

　リヴの『言語の調整能力』のおかげで日本語以外の文字も読むことができる。

「ええ、わたしのレシピです。どうぞ読んでください」

　その言い方に若干の違和感を覚える。

　父親のレシピを、彼女が代筆したという意味なのだろうか？

　とはいえ、今はそんなことよりもレシピの内容を知りたくて、恭太郎は食い入るように読み進めていった。

　よほどすごいオムライスなのだろうと考えていたのだが、最後まで読んで恭太郎が発した言葉は「なんだこれ？」だった。

「……なんの変哲もない普通のオムライスじゃないですか」

　レシピに記載されていたものは、ごくごく一般的で、特別な技術など使わない、いわゆる家庭料理として作られる『オムライス』の調理方法だった。

　食材も、ヴァリナ鳥（≒鶏にわとり）のもも肉にその卵（≒鶏けい卵らん）、ピコロス（≒タマネギ）、そしてケチャップライスというシンプルなものだ。

　もちろん一般的なオムライスが悪いとは言わないが、それでも『凡庸』だと恭太郎は生意気にも断ずる。

「この程度のものにおれのオムライスが負けたっていうのか？」

　憤いきどおりから拳こぶしを握りしめる恭きよう太た郎ろうに、しかしソフィアは静かに答える。

「はい。あなたの完敗ですよ、キョータローさん？　その曇った瞳ひとみではあの人と同じようなものしか作れないわけです」

「は？　あの人と同じものって、親父おやじのオムライスであの子は満足したんですよね？」

　自分が作った渾こん身しんのオムライスと、レシピに記された父親が作ったものはまったく別のオムライスである。それなのにソフィアは今、「同じようなものしか作れないわけです」と、父親も豪華なオムライスを作ったかのような言い方をしたのだ。

　意味がわからず、恭太郎は眉まゆ根ねを寄せて首をかしげる。

「アドレーに勝ったときのあなたなら、今頃リリーアップルを救えていたでしょうね」

　ソフィアが恭太郎の目をまっすぐに見つめる。

「そこに記されているオムライスはかつてわたしが作ったものです。レシピも、そのときの調理法を書き留めたわたしのレシピです。キョータローさんからすれば、ただの素人しろうと料理だったのでしょうが」

　言われてみれば、レシピの内容自体が素人臭く、そういう部分も含めて恭太郎は「なんだこれ？」と声を発したのだった。

　だがそんなことよりも、依然として意味がわからず恭太郎は混乱ぎみに声を出す。

「なんでいきなり、ソフィアさんのオムライスの話になっちゃうんですか？」

「……キョータロー、すまぬ。リリーアップルに馳ち走そうしたのが英雄じゃというのは、たぶん妾わらわの勘違いじゃ」

　リヴが申し訳なさそうな声音で会話に入ってくる。

「記憶が曖あい昧まいなもんじゃから、思い出がいろいろとまざっておっての……」

「つまり、親父はリリーアップルにオムライスを作っていないってことなのか？」

　呆ぼう然ぜんとして恭太郎がつぶやくと、ソフィアが首を横に振る。

「オムライスは作っていませんが、あの人も確かにリリーアップルに料理を作りました。でもそれは、治水工事の料理勝負でアドレーが作ったような、豪華で美味で、だけれど食べる者のことを顧かえりみない冷たい料理でした」

　寂しげな瞳でソフィアが続ける。

「当然、その料理はリリーアップルには受け入れられず、より彼女は闇やみに蝕むしばまれていくだけでした。だからわたしが料理をすることにしたのです。だけど魔術師として魔法は得意でも、包丁なんて握ったことのないわたしはなにをどうすればいいのか見当もつきませんでした。それでも、あの子を癒いやしたい一心で、子どもが喜びそうな料理をあの人に懇こん願がんして教えてもらったのです」

「……リリーアップルが言ってた『あの人』とはソフィアのことじゃったか」

　呆ぼう然ぜんとした声音でリヴが口を開き、ソフィアも小さくうなずく。

「はい。あのとき、リヴシュティンガーを使って料理を作ったんですよ」

「それで完成したのがこの普通のオムライス……」

　話を聞きながら、恭きよう太た郎ろうは思わずつぶやいていた。

「そうですね、普通のオムライスです。だけど、キョータローさんが、アドレーとの勝負のときに労働者の方たちの体調を考えて塩を利きかせたように、わたしも、あの子が幼いことや、神聖竜をはじめ、竜族が乳製品のような臭においのあるものを特に嫌うことを念頭において調理をしました」

　そこで話は終わりのようで、ソフィアはそれ以上もうなにも話さなかった。

　恭太郎はもう一度レシピに目を通す。彼女の話を聞いてから改めて読むと、いろいろと気づかされることがあった。

　例えば、タマネギは食感よりも味を優先させるために加熱に時間をかけて甘みを出させたり、鶏とり肉にくも小さく切ったりと、子どもが食べやすいような工夫がなされていた。

　自分はそういった配慮ができていただろうか？

　いいや、配慮などできていなかった──少女の容姿、口調から幼さを感じていたはずなのに、リュミエールが竜族は偏食だと教えてくれたのに、そういったものを全く意識しないで調理してしまった。

　親父おやじにだけは絶対に負けたくないという対抗心、直前に考えていた高級レストランを経営するという驕おごり、そういったものによって、ソフィアの言う通り瞳ひとみが曇っていたのだ。

「なにやってたんだおれはっ！　食べてくれる人のことを完全に無視していたんじゃないか!!」

　自己嫌けん悪おと不ふ甲が斐いなさから、恭太郎は声を張り上げて自分を思いっきりなじった。

　そのとき、ノックの音がした。

　ソフィアが入室を許可すると、エルフの青年が入ってくる。

「ソフィアさま！　リリーアップルさまの居場所がわかりました。バレンロード王国、南西地方に広がるレヴェル大樹海の中心部であります」

「結界の有無は？」

　恭太郎たちと相あい対たいするときとは違う、威い厳げんのある声でソフィアが問う。

「最上位の結界を張っており、我々ではどうすることもできません」

「わかりました。そちらはわたしがなんとかします──」

　彼女はわずかに考えを巡らすような顔をする。

「あなたは今からわたしの代理として、国王陛下にこの事態を伝えてください。それから王都内にいるガヴァリエーレ氏族の者たちを総動員して、学園生と市民の皆さんを地下避難所へと誘導してください」

　ソフィアが的確な指示を出すと、エルフの青年は一礼して退室した。

　緊迫感が増し、全員の表情が強こわ張ばった。

「結界を張ったということは、文字通り自分の殻に籠こもってしまったということ……そうなると、リュミエールさんがリリーアップルに取り込まれるのも時間の問題ですね」

　腕を組み、苦々しい顔をするソフィア。

「このままだと邪神化が一気に進んでしまいます」

　ソフィアの独り言に、タータンがオドオドしながら口を開く。

「……邪神化が進むとどうなるッスか？」

「最終的には真なる邪神竜へと姿を変えるわね」

　ヴィヴィアンがソフィアの代わりに答える。

「じゃ、じゃあ、真なる邪神竜になったらどうなるの？」

　再びタータンが質問する。柴しば犬いぬのように愛らしい顔が、今は不安で青ざめている。

「破壊の権ごん化げとなってあらゆる生命体を喰くらい尽くすって、お祖じ父いさまから聞いたことがあるわ」

　ヴィヴィアンの回答に、恭きよう太た郎ろうを含めて場の全員が息を吞のんだ。

「『戦神』たるヴァンがおれば邪神竜の討伐もできるんじゃがの」

　みんなが沈黙する中で、リヴがポツリと言葉を発した。

「確かに、ヴァンシュティンガーがいればなんとかなると思います」

　リヴのつぶやきに応えるように、ソフィアが口を開いた。

「でも、彼が今どこにいるのか本当に知らないのです」

　一度区切り、ソフィアは全員の顔を見回すとおごそかに言い放った。




「リリーアップルに美お味いしい料理を食べさせないと、この世界ガストルシエルは確実に滅びます──」




　それから彼女は椅い子すから立ち上がる。

「今からあの子のもとにいってきます。もう一度わたしが料理を作って、なんとか邪神化を食い止めてみせます……だけど最悪の事態を考えて、ヴィヴィアンさんはアドレーにこのことを報告して、すぐに封印の儀式ができるようにしてもらってください。ノエルさんとタータンさん、マードンさんはわたしの部下と一緒に学園生の避難の誘導をお願いします」

「お任せください、学園長先生。我がオールドバレー氏族は『封印の巫み女こ』の家系ですわ。その長おさたるお父さまはもっとも優れた封印術を使えます……それにしても、かつてオールドバレー氏族が施した封印を一体どこの愚か者が解いてしまったのよ」

　ブツブツとつぶやきながらも、ヴィヴィアンはアドレーを探しにいくため退室する。続いて、タータンとマードンも学園長室をあとにした。

　しかしノエルだけは出ていこうとせず、

「あの、学園長先生、どうかリュミちゃんも助けてください！」

　親友の安否を心から案じるような必死の表情で、深々と頭を下げた。

「もちろんです。リリーアップルだけでなく、リュミエールさんも絶対に助け出します」

　ソフィアが答えると、ノエルもホッとした顔をして部屋を出ていく。

　退出際ぎわに彼女が恭きよう太た郎ろうにチラリと視線を送る。リュミエールの救出を恭太郎にもお願いするような真剣な目つきだった。

　そして室内にはソフィアと恭太郎の二人だけになる。

「おれはなにをすればいいですか？」

　一人指示を出されなかった恭太郎は彼女に問いかける。

　すると、ソフィアが上着の内ポケットに手を入れてなにかを取り出した。

「これをお返ししようと思います──」

　差し出されたのは、パチンコ玉くらいの大きさの真紅に輝く宝ほう玉ぎよくだった。きれいだなと思いながら、恭太郎は受け取った。

　その途端、リヴが歓喜の声を上げる。

「おお！　妾わらわのサブの核ではないか!!」

「それっていつの間にかなくなってたっていう？」

「そうそう。おぬしがこっちの世界に来た翌日にはなくなってしまったものじゃ」

　はしゃぐリヴとは逆に、ソフィアが真剣な面持ちで頭を下げる。

「その核を盗んだのはわたしです。キョータローさんがこの世界ガストルシエルにきた日の深夜に、部屋に忍び込みました」

　いきなりのカミングアウトに恭太郎は声が出なかった。

「どうしてそんなことをしたんじゃ……まさか、メインの核もおぬしが持っておるんじゃなかろうの？」

　代わりにリヴが彼女を問いただす。

「いえ、メインの核は持っていません」

「……ふぅむ、一体どこの馬鹿者が盗んでいったのかのう」

　首を左右に振るソフィアに、リヴは大きなため息をついた。

「で、ソフィアよ、おぬしはなにが目的でこんなことをしたのじゃ？」

　リヴがもう一度彼女に問う。

「キョータローさんに、この世界を守ってもらいたかったのです。その卓越した料理の技術と知識で、アドレーをはじめとした、この世界の支配を目もく論ろむあの人の弟子たちから。だから、すぐにもとの世界に帰ってもらうわけにはいかなかった」

「じゃあなぜ今になって、サブの核を妾わらわに還したのじゃ？」

「リリーアップルが完全に邪神化してしまえば世界は滅びます……ならば、異世界人であるキョータローさんをこれ以上この世界ガストルシエルに引き留めるわけにはいきません」

　わずかな間、沈黙が訪れた──。

「だそうじゃ、どうするキョータロー？　おぬしが望めば、今すぐ妾の力でもとの世界に還してやることができるぞ？」

　リヴが今度は自分に訊きいてきた。

　しかし恭きよう太た郎ろうは即答する。

「こんな中途半端な気持ちで帰れるわけないだろ」

　望郷の念がまったくないといえばウソになるが、危険だからという理由で仲間たちを見捨ててさっさと帰るなどというダサい選択肢などあるわけがなかった。

　一度心を落ち着け、恭太郎はソフィアの目をしっかりと見つめる。

「おれの不ふ甲が斐いない料理のせいでリリーアップルを絶望させたうえに、リュミエールも連れ去られてしまいました」

　拳こぶしをグッと握り、

「リュミエールはもちろん、リリーアップルも助けたい。料理人としてあの子が喜ぶ料理を作りたいです。もう一度、おれにチャンスをください」

　恭太郎は思いの丈を吐き出す。次の瞬間、ソフィアがうんうんと何度もうなずいた。

「きれいな目をしていますね……あなたがあの人と違って本当によかった」

　それから、ソフィアが表情を引き締めて恭太郎にうながす。

「いきましょう、キョータローさん。リリーアップルとリュミエールさんを助けに」




　バレンロード王国、南西地方一帯に広がるレヴェル大樹海──。

　人の往来を阻はばむように歪いびつに生えた木々に、まるで大蛇がのたくるように地表を走る根っこ。倒木や岩は苔こけむしており、森林を愛するエルフ族でもあまり近寄らない場所である。

　そんな大樹海の中心部、ぽっかりと開けたところに恭太郎とソフィアはやってきた。

　ソフィアが瞬間移動の魔法を使ったので一瞬のことだった。

　ちなみに、二人以外には誰もいない。リリーアップルを刺激しないために、ソフィアの部下たちは連れていかなかった。

「さあ、着きました」

　静かな声音で、ソフィアが告げる。

「……リュミたちはどこにいるんですか？」

　食材や調理器具一式が入った麻袋を背負いながら、恭太郎は周囲を見回す。

　今、自分たちは広場のように開かれた場所にいるのだが、リュミエールもあの少女も見当たらないのだ。

「目の前ですよ、キョータローさん」

「目の前……？」

　恭きよう太た郎ろうはいぶかりながら目を凝らしてみるが、目の前にはなにもない。

「魔法の素養のないキョータローさんでは感じることができないようですね」

　キョロキョロとする恭太郎を見て察したようで、ソフィアが説明してくれる。

「リリーアップルがこの広場に結界を張っています。その中にあの子とリュミエールさんはいるでしょう」

　そう言うと、ソフィアが眼前の空間を押すように片手を突き出す。すると、なにもないはずの空間に波紋のような波の輪が広がった。

「これが結界……」

　波紋が広がるのを目まの当あたりにして、さすがの恭太郎も目の前になにかがあることを理解する。

「そうです。今からこの結界を解くための術式を展開しますが、かなり複雑な結界なので時間がかかります」

「少しでも早く駆けつけたいっていうのに」

「ええ。ですから、人ひとりが通れる〈穴〉を開けます。それだけならすぐにできます」

　ただし、その〈穴〉は術式を中断するとすぐに閉じてしまうとのことで、術者であるソフィアでは通れないということらしい。

「わかりました。じゃあおれが一足早くあっちに向かいます」

「お願いします、キョータローさん。わたしも引き続き、結界を完全に解くための術式をおこないます」

　恭太郎が了解すると、ソフィアがおごそかな声音で結界解除の文もん言ごんを唱える。

　すぐに空間が波打ち、ついでグルグルと渦巻きながら、大人一人が潜くぐれるくらいの〈穴〉が出現した。

「キョータローさん、あなたにリリーアップルの未来を託します。どうかあの子の心を癒いやしてあげてください」

「もちろんです。もう間違えたりしません」

　二人はお互いにうなずく。

　そして恭太郎は〈穴〉を潜って結界の中に足を踏み入れた。

　侵入した先は、ややもすると上下左右の区別がつかなくなるような真っ白な空間で、広いのか狭いのかの認識もあやふやになる。

　白一色の空間はなんだか心を不安定にさせ、不気味なほどの静寂と相まって立たち眩くらみを起こしそうになった。

「……白色ってのは、真まっ暗くら闇やみよりもずっと気持ち悪いもんだったんだな」

「大丈夫か、キョータロー？」

　吐き気のような気持ち悪さに顔をしかめる恭きよう太た郎ろうに、リヴが心配そうに声をかける。

「なんとか。でも、リュミたちはどこにいるんだ？」

　恭太郎は呼吸を整えながら周りを窺うかがうが、白一色の空間はどれだけ目を凝らしても自分以外の人間は誰もいないのだ。

「結界の中の結界というやつじゃの」

　リヴが独りごち、

「小賢しいのっ！　外側に力のほとんどを使っておるのじゃ、内側の結界なんぞ飾りみたいなもんじゃ」

「なんとかできるのか？」

「サブの核も戻ってきたしの、これくらいの空間偽装なぞ、ちょちょいのちょいじゃ」

　ソフィアから返却されたサブの核は、時空間移動の補助をつかさどるものなので、結界のような空間に作用するものには強いとのことらしい。

　そんなことを考えている内に、リヴがソフィア同様におごそかな口調で詠唱をはじめる。すると次の瞬間、目の前の空間が、角砂糖が溶けるようにサラサラと崩れ出した。

「……キョータロー？」

　目の前に、横座りをしているリュミエールがいた。彼女の膝ひざの上で、少女姿のリリーアップルが眠っている。竜の姿ではないので安心したが、少女の身体からだからはどす黒い瘴しよう気きのようなものが漂っていた。

「祈りが届いた。あなたがきてくれた……わたしの英雄さま」

　うっすらと涙目のリュミエールに、恭太郎は謝る。

「すまなかった！　おれが調子に乗ってたせいでこんなことになっちまったんだ」

　恭太郎は麻袋を降ろして、まな板やフライパンなどの調理器具と、ヴァリナ鳥のもも肉や卵、ピコロスなどの食材を地面に並べた。

「今からこの子を癒いやすオムライスをもう一度作る！」

「こんなところで作るの？」

「ああ。できたてを食べさせてあげたいんだ。この子の最高の笑え顔がおが見たいから」

「わかったわ。キョータローに全部任せる」

「よっし！　リヴ、最高のオムライスを作ろうぜ」

「無論じゃ、妾わらわは食神ぞ？　言われるまでもない」

　恭太郎は包リ丁ヴの柄を握り直すと調理に取り掛かった。

　肉や野菜は食べやすくするために小さく刻む。特に幼竜は偏食ゆえに臭みを嫌うとのことなので、ガーリックライスはやめてレシピ通りのケチャップライスにする。卵も、半熟だと独特の臭においが残るのでしっかり火を通すこととレシピには記してあった。

　しかしこの調理法では、かつてソフィアが作ったオムライスの再現にしかならないだろうと、恭きよう太た郎ろうは考える。

「同じものを作っても、思い出で美化されたソフィアさんのオムライスにはかなわない」

「じゃがのう、レシピ通りに作らぬと、また大失敗になりかねぬぞ？」

「もうあの子をガッカリさせたくないんだ」

　恭太郎は考える──オムライスである以上、卵はやはり半熟にしたい。ケチャップライスにもひと手間かけたい。

　だけれど、下へ手たにレシピに手を加えれば、リヴの言う通り失敗しかねないのだ。

　瞬間、オムライスを頰ほお張ばり笑え顔がおを見せる少女の顔が脳裏に浮かんだ。

「……そうだ、あの女の子が、おれの料理を嬉うれしそうに食べてくれた初めての人だった」

　それは恭太郎が生まれて初めて料理を作ることに喜びを感じたときの出来事──父親からのしごきが苦痛で、料理を作ることに意味を見いだせなかった彼に意味を与えてくれた瞬間、料理人としての原点、『料理』が食べてくれる人の笑顔のためにあるのだと確信したときの幸せの記憶だった。

　それゆえに、オムライスは恭太郎にとって思い出の料理であると同時に、もっとも得意な料理でもある。

　しかし、最初にリリーアップルにオムライスを作ったときは、父親へのくだらない対抗心から心に黒い感情をたぎらせていた。

「一番大事なことを忘れて料理をしちまってたんだな……おれって本当にバカ野郎だ」

　料理人としての初心を思い出し、恭太郎の胸中にマグマのような熱が宿る。

「考えろ！　料理人おれたちは美う味まいっていう言葉を聞くためだけに生きてるんだ!!」

　恭太郎は、手あたり次第持ってきた食材を麻袋からすべて取り出した。

　そのうちのいくつかの食材に目を付けて考えがまとまりはじめる。

「臭いのある食材を避けるマイナスの調理じゃなくて、他の食材と組み合わせるプラスの調理をすればいいだけの話じゃないか──よし、ケチャップライスへのひと手間にはチーズを使う」

「乳製品は竜族が特に嫌っておるものじゃぞ？　レシピにも書いてあったではないか」

「だけど、ケチャップライスにチーズを混ぜるとすごく美味くなる」

「味云うん々ぬんの前に、臭いを嫌って絶対に食ってくれぬぞ」

「なら、臭みを香ばしい匂いに変えればいい！　これを使って──」

　恭太郎は散らばった食材の中から蜂はち蜜みつを取り出した。

　蜂蜜の『糖』と、チーズの『アミノ酸』、この二つを加熱させることで『メイラード反応』というフランスの科学者メヤールが発見した、香り成分を生み出す反応が起こる。

「……メイラード反応によって、乳製品特有の臭みを消して、代わりに香ばしさを出させるんだ」

　次に恭きよう太た郎ろうは、真っ白な液体の入ったガラス瓶を手にする。

「さらにこれを使って、半熟卵独特の臭においをまろやかにする」

「それはなんじゃ？　……ミルクかの？」

「いいや、これは牛乳じゃなくて豆乳だ」

　ちょっと前に、試験的に豆腐を作ってみたときに豆乳も一緒に作っておいたのだ。豆乳は大豆があれば作ることができ、この世界ガストルシエルにも大豆に相当する豆は存在した。さらに豆乳ににがり（海水を加熱させればできる）を混ぜれば豆腐が完成する。

「牛乳のような動物性のコクはないけど、植物性だけあって臭みをまろやかにしてくれる」

「なるほどの、乳製品ではなく大豆製品を使うというわけじゃな？」

「ああ。これであの子でも美お味いしく食べられる」

　調理を再開する。リュミエールに火の魔法を頼み、恭太郎は技術の全すべてを込めて最高のオムライスを完成させた。

　できあがったそれを、まずはリュミエールに味見してもらう。

　リュミエールが木匙さじで一口食べる。

「──美味しい」

　その途端、彼女の顔がぱあっと輝いた。

　瞬間、恭太郎はその表情に奇妙な既視感を覚える。が、その既視感の正体を探る前に、リュミエールがさらに料理の感想を口にする。

「さっき学園で食べたものより、こっちのほうがわたしは好き……この気取ってない感じが昔食べたものと同じだわ」

「昔食べた？　オムライスをか？」

「ええ──」

　リュミエールが懐かしそうに目を細める。

「ずっと昔のことなんだけど、泣いていたわたしにこれと同じものを作ってくれた男の子がいるの」

「それって……」

　恭太郎はまじまじとリュミエールの顔を見る。

　かすかにあの少女の面影を感じたような気がした。なによりも、リュミエールの話は自分の遠い記憶と合致するものだった。

　あまり見つめすぎたせいか、リュミエールが照れたように首をかしげる。

「ど、どうしたの？　わたし、なにか変なことでも言ってしまったかしら」

「……おれも、ずっと昔に泣いてる女の子にオムライスをご馳ち走そうしたことがあるんだ」

　真実に迫るように話すと、リュミエールも「え？」と目を丸くする。

　そして彼女もすぐにその言葉の意味に気づいたようで、呆ぼう然ぜんとした顔で恭きよう太た郎ろうを見つめ返した。

「こういうのを運命っていうのかしら？　もしかしたらわたしたち、目に見えない糸でつながっているのかもしれないわね」

　リュミエールが恥ずかしそうにほほえむ。恭太郎もそのロマンチックなセリフに顔が熱くなってドギマギした。

　しかし恭太郎はすぐに真顔に戻り、

「いろいろと話したいことがあるけど、今は──」

「ええ、そうね」

　二人は、強い意志の宿った瞳ひとみで見つめ合う。

　それから恭太郎は、リュミエールの膝ひざの上で苦しそうにしているリリーアップルに視線を移した。

　意識が混こん濁だくしているのか、少女は声にならない声でなにかをつぶやいている。その身から溢あふれ出でる闇やみのオーラもより禍まが々まがしくなっていた。

　そんな少女に、恭太郎は真心を込めて声をかける。

「リリーアップル！　これが本当の本気、もう一度おれの全力を味わってくれ!!」





　　　　※






　なにも見えず、なにも聞こえなかった──。

　リリーアップルはただ一人、闇の中をさまよっていた。

　大好きな母さまは死んでしまった。優しくしてくれたあの人もどこにもいない。

　母さまやあの人に逢あいたくて、声を限りに叫んでみてもなんの返事もない。誰も自分の前に現れてくれない。

　寂しくて、心細くて、リリーアップルは泣き続けていた。

　そのうち、心の中に得体の知れない凶暴な感情が湧わき上がってきて、自分が自分でなくなっていく恐怖に駆られる。

　そして記憶も段々と薄れていき、自分が何者なのか、自分は一体何を望んでいたのかもわからなくなる。

　ただ凶悪な破壊感情だけが、紙に落としたインクのように滲にじみ広がっていく。

　呼吸はできるのに、なぜか息苦しくてしょうがない。

「……苦しい、苦しいよう……母さま、……苦しい──」

　息苦しさと共に、自分の中で闇やみがどんどん濃くなっていく。

「嫌、怖い……助けて、怖いよ……母さま、助けて……誰か……」

『──リリーアップル！』

　自分の名前を呼ぶ声が聞こえる。そして、心がやわらぐようなぬくもりに包まれた。

　その瞬間、リリーアップルはハッとして目を覚ました。

　目だけで周囲を窺うかがう。

　どうやら自分は、銀色の髪の女性に抱きしめられているようだった。

　傍かたわらには心配そうに自分を見つめる男性……この人、マズい料理を食べさせた人だとリリーアップルは思い出す。

　すると、男性がなにかを差し出した。

　黄色いものがのったお皿だった。黄色いものは……オムライスだ！

「食べてくれないか、リリーアップル」

「い、嫌、マズいの食べたくない」

　リリーアップルは即答していた。

「頼む。お前でも食べられるように工夫して作ったんだ」

「マズいから、嫌っ！　……？」

　しかし自分の鼻び腔こうをくすぐる匂いはとても香ばしいものだった。思わずお腹なかの真ん中がきゅうぅっと鳴った。

　男から木匙さじを受け取って、リリーアップルはオムライスを一口分すくっていた。

　トロトロの半熟の卵からふわりと甘い香りが立ちのぼる。卵独特の嫌な臭においはせず、旨うま味みを包んだ優しい匂いに、思わず笑みがこぼれそうになった。

　リリーアップルは勇気を出して木匙を口に入れた。

「……!?」

　口いっぱいに味という味が広がる。

　最初に感じたのは半熟卵のまろやかな味だった。ついで酸味の利きいた赤いご飯の味、それに混ざるように濃厚でコクのある味と、ほのかな甘みが複雑な味わいを醸かもし出している。臭みは全然感じなかった。

「あの人のオムライスと同じ……」

　思わず、リリーアップルの瞳ひとみから涙の粒がポロリとこぼれ落ちる。それは悲しみの涙ではなく、喜びの涙だった。

　リリーアップルは涙で顔をくしゃくしゃにしながら、それでも最高の笑え顔がおで料理の感想を声に出した。

「あの人のオムライスと同じで、とっても美お味いしい!!」

「──リリーアップル!!」

　そのとき、ずっと焦がれ続けていた声が響いた。リリーアップルは顔を上げる。

　目の前に、優しいあの人が立っていた。

「逢あいたかった……ずっと、ずっと……」

　リリーアップルはあえぐように声を出すと、ふらふらと立ち上がる。そして『あの人』の胸に飛び込み、まるで幼児が母親に抱きつくようにギュッと抱きついた。

『あの人』も黒色の瞳ひとみいっぱいに涙を溜ためながら、リリーアップルを抱きしめてくれる。

「……わたしもずっと逢いたかった。リリーアップルに……あ、逢いたかった……」

　ボロボロと涙をこぼしながら『あの人』が泣いていた。

　それを見ているうちに、リリーアップルも再び目頭が熱くなり、

「あぁ、うわぁああああああああああああああああ……!!」

　感情が爆発したようにわんわんと激しく泣き出した。




　それからしばらくの間、リリーアップルとソフィアは三百年の空白を埋めるように泣き続けた。

　そしてそれは、一人の料理人によってこの世界ガストルシエルが救われた光景でもあった。













終章






　リリーアップルによる騒動から数日が経過した──。

　彼女の封印を解いた首謀者がアドレー・オールドバレーだということは、すぐにソフィアによって暴あばかれた。

　税金の着服に加えて、こんな事件まで起こしたアドレーは、バレンロード王国はもちろんエルフの国フイツツヴエルフからも氏族長の身分を剝はく奪だつされたうえで永久追放となった。

　財産もすべて没収され、身一つで追い出されたアドレーにかつての威い厳げんはなく、「貴様らっ！　このわしへの無礼、かならず後悔させてやるぞ」と、小物のように喚わめき散らしながらいずこかへと旅立ったらしい。




「──『封印の巫み女こ』の家系にあるまじき暴挙で世界滅亡のきっかけを作ったうえに、オールドバレー氏族の名誉も貶おとしめて……お父さまには完全に愛あい想そが尽きたわ」

　事件が一段落した昼下がりの食堂で、アドレーの顚てん末まつを語ったヴィヴィアンは、言葉とは裏腹に悲しげな顔をしていた。

　彼女自身は、オールドバレーの名を捨てることでなんとか学園に残ることを許された。つまり、ヴィヴィアン・オールドバレーではなく、ただの『ヴィヴィアン』となる。

「あっという間に名も家も失っちゃった。なにもかも終わりね」

　桃色の髪をいじりながら、ヴィヴィアンがポツリとつぶやいた。

「終わってなんかいないわ。今日を始まりの日だと思えばいいのよ」

　いつも通りの涼しげな表情でリュミエールが言う。

「ここから積み上げていきなさい。あなたの調理の技術があれば難しいことじゃないもの」

「ちょ、ちょっと、なんでそんなに優しいのよ！　なにかたくらんでる？」

　天敵だと思っていたリュミエールからの思いもよらない励ましに、ヴィヴィアンがいぶかしげな声を出す。

「なにもたくらんでないわ。自殺でもされたら寝覚めが悪いからよ。学園の評判にも関かかわってくるし」

「ぐっ、なんて嫌な奴……このわたくしが自殺なんてするわけないじゃない」

　ヴィヴィアンは形のいい舌をピッと出す。

「違うよ、リュミちゃんはヴィヴィアンちゃんと友達になりたいんだと思うな」

　と、二人の間にノエルが入る。

「それにリュミちゃんもお家うちのために頑張ってるから、ヴィヴィアンちゃんのことがほっとけないんだよ」

「……だったら素直に言いなさいよ」

　没落貴族であるリュミエールと、今の自分の境遇が似ていることに気づいたようで、ヴィヴィアンは唇くちびるをモニョモニョとさせる。

「別に友達になりたいなんて思ってない……でも一緒にいたいならいればいいわ」

　リュミエールもツンとした言い方だったが、かすかにほおに朱が差しており、まんざらでもない感じだった。

　なんだかんだで楽しくやっているなと、恭きよう太た郎ろうはうなずく。

「のう、キョータロー？」

　そんな中でリヴが話しかけてくる。

「サブの核が一個戻ってきたせいか最近すこぶる調子がよくての、ひとつ思い出したのじゃが、十年前の『翠すい銀ぎんの黄昏たそがれ』の年に魔力がみなぎって……テンションも上がってしまっての、おぬしをこちらに呼び寄せたんじゃ」

「……やっぱりおれは一度この世界ガストルシエルにきてたのか」

　テンションが上がったからというしょうもない理由で呼ばれたことに、恭太郎は半眼でリヴを見る。

「すまぬっ！　やりすぎたと思ったから、すぐにもとの世界に還かえしたし、おぬしがこちらにいたのもほんのわずかな間だけなんじゃ」

　釈明するリヴに、しかしそばで聞いていたリュミエールがやわらかく笑む。

「リヴ、わたしは感謝してるわ。あの日、キョータローに出会えてわたしは救われたもの」

「いいや、それはおれのセリフだ」

　父親からの常じよう軌きを逸いつした料理の英才教育のせいで、幼いころの恭太郎は料理をすることを嫌っていた。いや、もはや苦痛のレベルに達していたほどだった。

　それが、あの日、リュミエールが美お味いしそうにオムライスを食べてくれたから恭太郎の心は救われたのだ。

「おれこそ、リュミに出会えたおかげで料理をすることが好きになれたんだ」

　そう、今では料理で人を幸せにしたいと考えるまでに成長できた。

「ありがとう、リュミ。きみに会えてほんとによかった」

「そ、それはわたしも同じよ。ありがとう、キョータロー」

　リュミエールが顔を真まっ赤かにして上目づかいではにかみ、恭太郎も顔が熱くなるのを感じながら彼女のきれいな碧あおい瞳ひとみを見つめる。

「ちょっと！　なに二人でいい感じになってるのよ」

　グイッとヴィヴィアンが会話に割り込んできた。それから少し思い悩むような表情で恭太郎を見つめる。

「ねえキョータロー、あなたこれからどうするの？　リヴのサブの核が戻ってきたんでしょ？　それってつまり向こうの世界に帰れるってことよね」

　ヴィヴィアンが寂しそうに訊きいた瞬間、リヴが慌てて恭きよう太た郎ろうに声をかける。

「キョータロー、その件なんじゃが、えっと、その……時間切れなんじゃ！」

「時間切れ？」

　意味がわからず、恭太郎はオウム返しに問い返す。

「思ったよりも早く『翠すい銀ぎんの黄昏たそがれ』が終わりに入ってしまったみたいでの、大気中の魔力濃度が一気に下がって……」

　リヴが言いにくそうにゴニョゴニョとつぶやく。

「つまり、おれは元の世界に帰れないってことか？」

　恭太郎が「結論」の部分を口にすると、いよいよリヴの声がか細くなる。

「メインの核が戻るか、次の『翠銀の黄昏』がくるまではそうなってしまう」

『翠銀の黄昏』の周期は十年に一度とのことらしいので、メインの核が見つからなければ帰れるのは十年後になってしまうだろう。

　しかしそれは恭太郎にとってあまり絶望することではなかった。

「そのことについてなんだけど──」

　恭太郎もこの数日の間にいろいろと考えていた。そして一つの結論に至った。

「おれさ、もう少しここに残ってみようかなって思ってたんだ」

「おぬしの世界よりずっと不便じゃぞ？　料理に関していえば天地の差があるのに？」

「だからだよ。少しでもこっちの世界に、おれの持ってる知識や技術を伝えてさ、みんなに美う味まいものを食ってもらいたいんだ」

「それがいいわ！　わたくしもそれ大賛成よ」

　ヴィヴィアンが何度もうなずいて喜んだ。

「あ、あたしもいいと思います。キョータローさんにはもっといろんな料理を教えてもらいたいです」

「わたしも賛成よ。助けてもらったお礼もまだできていないもの」

　ノエルとリュミエールも手を取り合って嬉うれしそうに笑った。

「天晴あつぱれじゃ！　キョータローよ、妾わらわもとことん付き合うぞ」

　自分が留とどまることをみんなが好意的に受け入れてくれる。その期待に応えるべく、この世界ガストルシエルの食文化の発展に尽じん力りよくしようと心に誓った。

　しかしそれとは別に、恭太郎にはもう一つの目的があった。

「あと、こっちのほうがメインなんだけど──おれは、この世界にはびこる父親の弟子たちの野望をぶっ潰つぶすつもりだ」

　ソフィア曰いわく、アドレーのようにこの世界の支配を目もく論ろむ、親父おやじの弟子たちがまだ相当数いるというのだ。

　もちろん、悪い奴ばかりというわけではないのだろうが、バカ親父おやじの蒔まいた種を始末するのは息子むすこである自分の責任だと、恭きよう太た郎ろうは考える。だからそいつらを全員、自分の料理の技術と知識で打ち破やぶろうと決めたのだ。

「……『英雄の弟子』っていうのは、この世界ガストルシエルで最強の料理人たちなのよ？」

　確認するように、ヴィヴィアンが不安げに訊きく。

「最強だろうがなんだろうが、『料理』を悪用しようとする連中は一人残らず倒す」

　恭太郎は決意を固めて答える。

「だったらわたしも一緒に戦うわ。そのためにも今日から料理の特訓をしなくちゃいけないわね」

　碧あおい瞳ひとみに強い意志を秘めて協力することを告げるリュミエール。

「あ、あたしも全力でがんばります」

「二人とも抜け駆けしないで！　わたくしだってどこまでもついていくわ」

　ノエルが名乗り出ると、慌てたようにヴィヴィアンも叫んだ。

「キョータロー！」

　突然、リリーアップルの声が響く。

　恭太郎が声の方向に振り向くと、ソフィアとリリーアップルが食堂に入ってきた。

「わたしで力になれることがあればなんでも言ってくださいね、キョータローさん」

　切れ長の瞳を細めて、頼もしそうに恭太郎を見つめるソフィア。

「キョータロー、リリーもお手て伝つだいしてあげてもいいよっ！」

　リリーアップルが無邪気な声を上げる。

　あの日──ソフィアと再会して大泣きをしたあと、リリーアップルの身体からだから溢あふれていたどす黒いオーラはウソのように消え去った。

　その後ソフィアがリリーアップルを引き取った。邪神化も治まり、今では少女の姿で元気に暮らしている。彼女の真の姿は神性を帯びた巨大な白竜らしいのだが、人間の姿が気に入っているとのことである。

「今からね、ソフィアと一緒に街までお買い物にいくの。帰ってきたらまたオムライス作ってね」

「別にいいけど、あんまり好きなものばっか食べてちゃダメだぜ？　野菜もちゃんと食うんだぞ」

「うん！」

　恭太郎が偏食を注意すると、リリーアップルがにこりとほほえんだ。

　彼女はフリルのたくさんついた洋服を着て、ソフィアの手を握っている。まるで歳としの離れた仲のいい姉妹のようだ。

「ふむ、ババアが孫とお出掛けといったところかの？」

「リヴシュティンガー、あまり口が過ぎるとほんとにお鍋かフライパンにしてしまいますからね？」

　飽きもせず、リヴとソフィアがいつも通りのやり取りを始める。

　そうこうするうち、厨ちゆう房ぼうからタータンとマードンがやってくる。

「キョータロ！　勉強会の準備ができたッス」

「今日はどんな美味なる料理を披露してくれるんだ、ブヒヒン」

　二人が、期待を込めた瞳ひとみで恭きよう太た郎ろうを見ながら手招きをする。

「よっし！」

　気合を入れるように、恭太郎は両りよう頰ほおをパシリとたたく。

　これからどんな戦いが待っているのかはまだわからない。でも、料理を権力の道具にするような連中に負けはしない。自分が料理の向こう側に見たいものは食べてくれる人の笑え顔がおなのだから。

「さあ、美う味まい料理を作ろうか──」


（了）







あとがき







　越お智ち文ふみ比ひ古こと申します。本書『おれの料理が異世界を救う！　～エルフの奴隷になんてなりません～』をお買い上げいただき、ありがとうございます！

　前作の『Ｙヨグの紋章師』から約一年ぶりに戻ってきました。

　今回もジャンルはファンタジーです……が、ファンタジーはファンタジーでも料理モノに挑戦してみました。いかがだったでしょうか？

　越智はもっぱら食べるほう専門でしたので、どうやって料理を美お味いしそうに描写するか、美味しそうに食べる書き方はどういうものが最良かなど、執筆にあたってはとんでもなく苦戦させられました。

　しかし料理（もしくは栄養学）というのはとてもおもしろいです。

　ステーキを焼くこと一つとっても非常に科学的で、理に適っており、ものすごく興味をそそられます。それに玉ねぎ、あの厄介な野菜も科学的な知識を持っていれば、泣きながらみじん切りをするという呪いのような労働から解放されるわけです。

　今回の執筆を通して、越智は『料理』というものの魅力にどっぷりとハマってしまいました。

　そう、『料理』に一目惚ぼれしてしまいました（笑）

　思い起こせば、前作を完結させたばかりのころ、次はなにを書こうかと少々スランプぎみだったぼくに担当のＮさんが「Ｙヨグ（の紋章師）で料理描写がいい感じだったから料理モノやってみる？」とアドバイスをくれたのがはじまりでした。

　正直に言うと、当初はあまり乗り気ではなかったのですが、取り組んでいくうちにのめり込んでいき、こうして世に送り出すことができました。自分一人だったら絶対に手を出さなかったジャンルに挑戦することで、自分の中の可能性の扉を一つ開いたという手ごたえがあります。




　最後になりますが、担当のＮさん、いつも的確なアドバイスでもって指導してくださりありがとうございます。とても頼りにしております。イラストを担当していただいた睦むつ茸たけさん、とてもきれいなイラストでただただ感謝するばかりであります。特にリュミエールのイラストがとんでもなく素敵です。関係者の皆さま、ありがとうございます。

　そして、この本を読んでくださった読者の皆さまに深く感謝いたします。





二〇一六年四月　越お智ち文ふみ比ひ古こ











　著者

　越智文比古（おち・ふみひこ）

　　やっぱり猫は最高ですね。




　イラスト

　睦茸（むつたけ）

　　漫画家・イラストレーター。

　　ライトノベルでは、『非オタの彼女が俺の持ってるエロゲに興味津々なんだが……』（富士見ファンタジア文庫）などの挿絵を担当。
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